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　火か焰えんの嵐あらしの只ただ中なかに、凜りんとしたその立ち姿はあった。

　翻ひるがえる髪は白銀。

　深い碧みどりの双そう眸ぼう。

『隆たか哉や……なにがあっても、おまえは私が守る……！』

　抜き放った刀身に炎が映り、煤すすけた頰ほおを照らし出す。その肢し体たいは戦場に送り込まれるにはあまりにも幼く、あまりにも華きや奢しやであった。

　見開かれた碧へき眼がんには、しかし、想おもいの力が強きよう烈れつな光となって輝かがやきを宿している。

『知りたい者があるというなら教えてやろう。私の名は──』







　　　　＊＊＊







「──ＶＪ、っていうんだ」

　[image: う濁点]い、じぇえ。

　顎あごごと口の中に吸い込みたいのかと思えるほど全力一杯に下した唇くちびるを嚙かんで、愛いとしいＶＪの名を復唱したのは多た田だ万ばん里りだった。売れない若手落語家みたいな調子こきヅラに目一杯の感かん慨がいを滲にじませ、わかったふうに頷うなずいてみせる。

「なるほどなるほど、そうきたかー……飛ばしてんな二次元くん」

　その隣となりには柳やなぎ澤さわ光みつ央お。通称やなっさんはただニヤリと笑って、つづきを促すように、なにも言わずに黙だまっている。

　そんな友人二人の様子を見やって、テーブルを挟んで向かいに座った二次元くんこと佐さ藤とう隆哉は、臆おくすことなく先を続ける。

「ＶＪの正式な名前は、ブリジット・ジェオミリア。生きつ粋すいの軍人。しかし、廃された旧王家の正統なる皇おう女じよなんだ」

　愛する心の嫁よめの名が、やや学生の姿も引けてきた午後の学食に響ひびき渡る。だがまだまだ話の先は長い。

「で、刀持ってるからね、ＶＪ。俺を守るために。日本刀を。ちなみにその刀、封印されてるからね。古代からの因いん縁ねんを持つ魔ま物もの的てきなものがね。だから時折語りかけてきたりするんだけど、その件も今話しておいていいのかな？」

「いや、それはなんかダル……それより先に、ブリちゃんの設定をもうちょっと聞いておきたいな、俺」

　万ばん里りの言葉にやなっさんも「だな」と頷うなずいた。

「わかった。じゃあまずは基本データな。ＶＪは年齢十四歳。身長百四十五センチの体重三十六キロ。超のつく貧乳で、実はそれをひそかに気にしてもいる」

　ロリだ、ロリだロリだ、ロリだ、と友人二人は鳥のように囁ささやき交わす。

「普ふ段だんは軍人口調で、感情も完全に抑制されてるんだけど、好物のチョイスビスケットには目がなくて、『ほらほらＶＪ、チョイスだぞ～！　食べちゃうぞ～！』ってすると『あっ、隆たか哉やなにをする！　それは私のチョイスなのだぞ!?　んにゃあ！』って。……んふっ、か～わ～いっ！　猫にまたたび、ＶＪにチョイスとはよく言ったものでして」

「んー、なるほどなるほど」

　万里は左の手の平をメモ帳に見立て、右手にペンを持ったふり。わざとらしく顔をしかめてペン先をべろぉと舐なめる仕草をしつつ、

「じゃあ、ブリちゃんの普段のおべべはどんななのかな？」

　聞いて欲しいことを聞いてくれる。そう、今ちょうどそれを語りたかった。

「セーラー服だ」

「はいきた。セーラー服きた」

　手の平メモ帳に万里は素早くなにかを書き入れている。

「というのも理由があって、ＶＪは向こうの世界から俺を探してやってきて、それ以来うちに転がり込んできてるからさ。『この世界で私の年齢の娘なら、こういう服を着るのが普通なのだろう？　目立つのは避さけたいゆえこのような衣装を支し度たくしたのだ』とか言って、清純なセーラーをばちこーんと着ているわけ。ま、初めてうちに来たときは軍服だったけどね」

「んー、ほほうほほう、ロリ貧乳でセーラー服で日本刀持って戦う十四歳、と……じゃあちょっと失礼して、ここで審議タイム。ヘイやなっさん」

　万里はやなっさんの耳元になにかゴニョゴニョと、そしてやなっさんも眉み間けんに皺しわを寄せつつヒソヒソと返す。男同士で気持ち悪く身を寄せ合って、内ない緒しよ話ばなしトークをひとしきりして、

「二次元くん、残念だよ」

「ああ、残念だ、二次元くん」

　二人は静かな目で向き直り、二次元くんこと隆哉の顔をまっすぐに見た。

「なんで。どうして」

　どこか悲しげに首を横に振り、万里は宣告する。

「残念だけど……思ってたより全然重症だよそれ。もう戻ってこらんねーよ、リアルには」

「リアル？　なんぼのもんじゃい！」

　間髪いれずはっきり言い返して、隆哉はきっ、と二人を見返す。

「三次元に未練などないね！　『二次元くん』の名を自みずから背負ったその瞬しゆん間かんからな！　俺は現実の女なんか視界にも入れない、そしてどこかの誰だれかが作ったキャラだけで満足もしない！　あくまでも、俺オリジナル！　バイ俺、フォー俺、俺だけの心の嫁よめ、ＶＪを愛めでて生きていくんだ！」

　しかし、

「ていうか俺なにげに思ったんだけど、それほんとにオリジナル？　そういうキャラ、すでにいるよな？　あんま漫画とかアニメとか詳しくないけど、そんな俺ですらなんか見たことあるぞ絶対」

　このやなっさんの発言は、なかった。ありえなかった。

「ちょ、待てよ！」

　我知らず、ややなにかの物もの真ま似ねみたいになりつつ、

「なに言ってるんだよやなっさん！　ＶＪは完全に俺オリジナルだぞ！　俺だけの嫁だぞ！　そりゃまあ部分部分、ありがちなテイストは入ってるかもしれないけどさ、でもこの世の中だぜ!?　何千、何万というキャラクターが作り出されている今日この頃ごろですよ!?　完全にどれにも一致しないなんてこと、ありますか!?　え!?　まあでもこれ聞いたらマジ俺オリジナル認めざるを得ないと思うけど、超重要な設定がまだあんだよ！　聞くか!?　ていうか聞いて！　お願い！　これ一番いいところなんだよ！　よかったら聞いてください！」

　気づけば中腰に立ち上がって、なぜか最終的には懇こん願がん口調でやなっさんに向かって手を合わせていた。お、おお、とやなっさんも気け圧おされたみたいに頷うなずく。

「ＶＪには……精神錠じようが……これは造語なんだけど、まあそういったモノがかけられているんだよ……！」

　精神錠──これは非常に重い設定なのだ。設定した隆たか哉や自身でさえ、正視するのがつらいほどに。

　ＶＪの心、否いな──魂たましいには、かつてＶＪを戦せん闘とうマシンとして使役していた者の手によって、強力な『錠』がかけられている。それはＶＪの戦闘力を高めるための方策の一つだと思われていたが、否──計り知れないＶＪのパワーを制御するための精神装置であったのだ。ちなみにその『鍵』は、否──失われ、いまだ行方がしれない。一説によると、それは人間で、現在大学一年生でＶＪと同居しているらしいのだが──否。それはまた先の話だ。

「ははあ。せいしんジョーが」

　完全に理解できていないイントネーションで万ばん里りが言うのに首を振ってみせ、

「錠ね、手錠とか錠前の錠。精神に、がちゃーんと錠が」

「ああ、そっちね……。で、それが取れるとどうなんの」

「瞳ひとみが……紫色になる……！」

　Ｖ字に立てた指で、左目を強調したポーズ。アメジスト・アイ──。

　それはＶＪの過か酷こくな運命を暗示したキメポーズなのだが、

「え、別にそれぐらいよくねえ？　いいよなあ、やなっさん」

「ああ、ちょい素す敵てきぐらいの感じだろ、むしろ」

　ふー……、と思わず溜ため息いきが出た。なにを言っているんだド素人しろうとどもが。

「もうね、全然、だめ。全然わかってない。君ら、俺のＶＪのこと、全然、理解できてない。なんなんだよもう。そもそも君らが『二次元くんの心の嫁よめのこと知りたい』っていうから話したのに、理解しようっていう気持ちがそもそも見られない。特にやなっさん、もうあなたね、全然本当にありえないほどできてない。気持ちができてない。そんなんじゃＶＪだって『私のこと……知って欲しいと思っているわけでは……ないのだぞ』ってそっぽ向きたくなるじゃんかよ」

　えー、とやなっさんは整った顔をしかめてみせた。

「だったらごめんっていうか、やっぱり俺、あんまりオタク的素養がないからさ……でも、あと一個だけ意見してみていい？　このまっさらな非オタの視点から」

「いいけど」

「ブリジット・ジェオミリアでＶＪ、って二次元くんは言っただろ？」

「言ったよ」

「ＢＪじゃないかな、と俺は思うのよ」

　一呼吸分の沈ちん黙もくを置いて、

「……なん……だと……？」

　ようよう一言、搾しぼり出した。んふっ、と万ばん里りが笑い出す。手の甲で鼻を押さえ、ちらっとこちらを見て、んふふっ……申し訳なさそうに、しかし堪こらえきれないみたいに、んふふふっ……んふふふふふっ……

「ＢＪ……んふふふふふふ！　そうじゃんなあ、ＢＪて！　ブラックジャックかい！」

　んふふふふふははははは！　と結局やなっさんまで一いつ緒しよになって大笑い、取り残されて一人、隆たか哉やは愕がく然ぜんとテーブルを見つめる。

「Ｂ……？　ブリジットは……Ｂなの……？　うそ、まじで……？　やだ……俺、天然で……ていうかＢＪ……ＢＪだったの……？」

　いや、しかし──否いな！　いやだそんなん！

「い……いいんだ！　ＶＪでいいんだ！　俺が俺のためにそう決めたんだからＶＪはＶＪ！　絶対この名前が一番いい！　そう俺が思った以上はＶＪで正解なんだ！　Ｂなんかかわいくない、絶対にＶだ！」

　ＶＪのまま突っ走る決意を固めた隆哉を見て、万里とやなっさんは「わかったわかった」と繰くり返しながらまだ笑い続けていた。







　　　　＊＊＊







『隆たか哉や』

　なんだよ、ＶＪ。

『今朝は一限からずっと講義があったのだろう？　さぞ疲れているのだろうな』

　まあな。ちょっと眠いけど、今日はバイトも入ってないし、家でゆっくりするさ。

『それがよいだろう。でも、ああ、その……なんだ……私は別に欲しくはないのだが、もし隆哉がよければ、あの、その……例の、ナニを……』

　わーってるわーってる、チョイスだろっ？　買って帰るよ。ったく、ＶＪはお菓子に目がないよな。ま、そこがかわいいんだけど、な。

『ばっ、ななな、軍人に向かってなにを言う！　わ、私は別に頼たのんだわけではないのだぞ!?　た、隆哉が勝手に、その、……ええいもう！　とにかく早く帰るのだ！』

　ははーん、さては俺がいなくて寂しいんだな？

『ちっ、ちがーう！』

　ＶＪは顔を真っ赤にして、ぷん！　と頰ほおを膨ふくらませていた。プラチナの髪を腰まで垂らし、エメラルドグリーンの瞳ひとみはキラキラと眩まばゆい珊さん瑚ご礁しようの色彩。部屋着にしている男物のＴシャツはぶかぶかで、ほっそりとしたミルク色の腿ももの辺りまで隠されている。ちなみに下は穿はいていない。なにも、だ。『このＴシャツで臀でん部ぶは隠されているであろう？　なぜ他に穿くものが必要なのだ？　まったく、この世界の人間たちは非合理的なことを……あっ、ひゃあっ！　なぜこんなところにバナナの皮が落ちているのだ!?　た、隆哉ぁ！　足が滑すべって……っ』

　ＶＪ～～～～～～！　ノーパンで転んだりしたらいけな～～～～～～い！

　──想像の中の話だ。当然。

　にひひ、と緩ゆるみかけた頰を慌あわてて引き締しめたそのとき、目の前に立っていたお年寄りの姿に気がついた。すいませんぼーっとしてて、どうぞ、と慌てて席を譲ゆずり、ドアの傍そばに手すりを摑つかんで立った。

　電車の窓の向こうには、目に馴な染じみすぎた日常の風景が流れていく。線路沿いに密集する、古びた一軒家の連なり。電車に触ふれそうな距きよ離りに競い合うみたいに並べられて、咲き乱れる鉢植えの花々。少し遠く、マンション群。巨大なパチンコ屋に、真っ赤な笑笑の看板。真新しいショッピングモール。またパチンコ屋。横に立っている女子高生の盛大な音おと漏もれ。なにげなく目が合って「あんがとね」と改めて会え釈しやくしてくれる、席を譲ったおじいさん。できれば鼻び腔こうに吸い込みたくはない、部活帰りの野球部野郎どもの汗のにおい。ももいろクローバーＺについて語り合っている。さっきからずーっと。

　そして頭の中には、

『あいたたたぁ……なっ、なにを見ているっ!?』

　ばっ！　と慌あわててＴシャツの裾すそを引っ張り伸ばし、恥ずかしそうに頰ほおを真っ赤に染めて座り込んでしまったＶＪ。

　心の嫁よめ、ブリジット・ジェオミリア。

　隆たか哉やが三次元を卒業し、二次元の女子しか愛さないと宣言したのはこの春のことだ。

　もとより、少々プライベートな事情があって、この世の女という生物にげんなりさせられてはいた。さらにライトめながらオタク少年で、アニメも漫画もゲームも好きで、時にはアニメ雑誌を脇わきに置いて自みずから絵筆をとったり、ノートにキャラ設定を書き連ねていたこともあった。色々ままならない現実に揉もまれるよりは、創作された世界でかりそめの経験値を積む方が、楽しいタイプの男ではあった。

　そしてこの春、隆哉にとっては決定的な事件が起きた。

　入学した大学の茶道サークルの新歓で、女の先輩たちに荒っぽい歓迎を受け、その姿に心底幻滅させられたのだ。もうたくさんだ、二度と三次元の女たちなんか相手にするか、俺は二次元に生きる！　あのときは吐はくほど酔よっていたが、そう叫んだ瞬しゆん間かんの記き憶おくははっきりあった。ついでに、大学進学という人生の区切りに、新たな自分像を確立できた手ごたえめいた感触もあった。ついにキャラが立った、とでも言っておこうか。

　出会ったばかりの新しい友人たちは、以来、隆哉を「二次元くん」と呼ぶ。

　ただ、単なる二次元くん、でいられた時間はそう長くはなかった。開き直って二次元キャラを心から愛めでようとしたのだが、どうも理想どおりにはいかないのだ。ある程度までは愛せても、やっぱりちょっと、違う。二次元を愛すると決めたからには完全なる想おもいを注ぎたいのに、やはり創つくられたキャラには、ちょいちょい希望から外れるところが見えてしまう。ファンでいるには十分でも、生しよう涯がい愛する嫁としては不足だった。

　だったら、自分でキャラクターを創り出すしかない。その結論に至るのに迷いなどなかった。自らの中に蠢うごめく全ぜん萌もえ、全理想を、恥ずかしげもなく投影しきった完かん璧ぺきなる女の子を、一生かけて創り、愛せばよいのだと決めた。

　そう、そしてそれこそが、

『……隆哉の、ばか。意地悪。もう、知らない』

　彼女なのだ。

　愛いとしのＶＪ。

『早く……手を、貸すのだ。転んだのだぞ。痛いのだぞ』

　真っ白な手をした、プラチナブロンドの異世界からきた少女。

　二次元くんの心の嫁のこと教えてよ、いや、紹介してよ、と大学で出会った友人たちに言われるがままに語ってやった、空想上の完かん璧ぺきな恋人。

　……まあ、せっかく紹介してやったのに、万ばん里りにもやなっさんにも結局ゲラゲラ笑われてしまったのだが。

『よいではないか。私はそんなこと、まったく気にはしていないぞ。良い奴やつらではないか。少なくとも、気持ち悪いとは言われなかった。冗談にされて笑われはしたが、嘲あざけりの笑いなどではなかった。否定されてなどいなかった。隆たか哉やだって一いつ緒しよに楽しげに笑っていたではないか。もっと親しくなりたいと思える、そんな奴らなのだろう？』

　まあね。確かにそのとおり。本当に気分を害したわけじゃない。

　ＶＪの言葉に頭の中で返事をして、プシュッ、と開いたドアから地元駅のホームへ降りる。国立単願で決死の都落ち、縁もゆかりもない地方へ進学していった高校の同級生の話が蘇よみがえる。友達できねえ、どうしよう、ぼっち確定、もう帰りてえ、彼と親しくしていた友人の携帯には連日そんなメールが入るという。

　改札を出て、生まれたときから暮らしている雑多な東京の町を歩きながら、自分の身の上を思う。比べれば、随ずい分ぶん恵まれているではないか。幼おさな馴な染じみばかりの町で変わらず家族と暮らし続け、大学でも友達と呼べそうな連中と知り合えた。

『そして、私もいるしな』

　ああ、そうだ。ＶＪもいる。

　駅前のロータリーから人通りの多いにぎやかな商店街を抜け、小さな町工場と一軒家が入り混じって建つ狭い路地へ入る。通い慣れた家路への道をゆっくり歩きながら思うのは、なんにしてもまだ春ではないか、ということ。

　友達と別れたり、地元を離はなれたりもするが、新たに出会う季節でもある。滑すべり出しは順調だったりそうじゃなかったり、でも、始まりはとにかくいつだって波乱を含むものだ。すべてはこれからだと隆哉は思う。

『でも──私と隆哉の関係は、永遠のものだ。順調に始まって、このまま続く。波乱などない。……そうだろう？　別れることなんて絶対にない。ないのだろう？　ないと言ってくれ』

　あったりまえだろ、ＶＪ。なーに言ってるんだよおまえは。ったく。

　新芽の緑がこんもりと茂る、小さな児童公園の入り口に差し掛かる。頭の中には、ＶＪの甘く幼い声が優しく響ひびき続けている。

『だって、もしも隆哉と離れ離れになってしまうとしたら……そんなのびっくりだし、なかなか慣れることなんかできないと思う』




　先輩と離れ離れになるとか、そんなのびっくりだし、なかなか慣れることなんかできないと思う。




　不意に、だ。

「……」

　ＶＪのではない懐なつかしい声が蘇よみがえり、隆たか哉やは急いで公園から視線を逸そらした。逃げ出すというほどの速度ではないが、明らかに慌あわてて小走り。変わりかけていた信号を渡り、道路の反対側へ。公園に背を向け、大おお股またで家へ向かって歩き、おいＶＪ、と語りかけてみる。ＶＪはしかし黙だまってしまい、返事はなかなか聞こえてこない。

　背中に遠ざかる児童公園の中心には、ステゴサウルスの形をしたコンクリート製の滑すべり台があった。そのくり抜かれた空洞の入り口で──あれはもう、そうか。四年も前のことだ。

　四年前、中学の卒業式。私服に着替えての夜のクラス会が始まる前。あの日の隆哉は、彼女の言葉を聞いていた。

　そう。ただ、聞いていた。

　あの日隆哉がしたことは、それだけだった。あの日だけじゃない。それからずっと、なにもしなかった。

　そしてあれから随ずい分ぶん経たって、今ではそんなことはすっかり忘れていたつもりだったけれど、なぜだか急に思い出が蘇ってしまったのだ。

　第六感がなにかを囁ささやきかけていたのだろうか。







　　　　＊＊＊







　築二十五年の自宅の玄関ドアを開き、隆哉は、田舎いなかの人が見たら噴き出してしまうかもしれないコンパクトサイズの玄関にそれを見つけた。

　荒々しく脱ぎ散らかされた、ショッキングピンクの、たっかい、ほっそい、武器みたいな金属のヒールの、豹ひよう柄がらの内張りの、24・５センチの、女物サンダル。それが意味するのは、すなわち──

「……ひっ……」

　びくびくびくっ、と情けないほど簡単に、全身の筋肉が震ふるえ上がった。

『どうしたのだ隆哉！　なにがあった!?　くっ、追っ手がここまで来たというのか!?』

　ＶＪは刀の柄つかに指を這はわせ、一いつ瞬しゆんにして戦せん闘とうモード。獣けものの如ごとく碧へき眼がんの視線を配って素早く辺りを見回すが、

「……ち、違うんだＶＪ……。こ、これは……このサンダルは、鬼の……」

『鬼だと!?　くっ！』

「鬼姉の……舞まいの……ああっ、つか、俺の部屋……！　やば……っ！」

　狭い平屋の佐さ藤とう家は玄関からすぐのところに三方向のドアがあり、正面がキッチンと居間、右が両親の寝室、左が隆たか哉やの部屋という構造になっている。スニーカーを蹴けり飛ばすように脱ぐなり中に駆け込み、左の部屋のドアを押し開くと、

「ふあぁぁぁっ！」

　悪い予感ほどよく当たる。脳みそごと搔かき毟むしりたくなる。

　あ？　とこちらを振り向いたのは、一つ上の、姉の……鬼の、舞。

　地毛なのかつけ毛なのかとにかく腰まで届く金髪。日焼けした背中を丸出しに向けて便所座り、ローライズに引き下げたジャージから真っ青なＴバックのＴの字部分が見え、ケツの露ろ出しゆつも半分ぐらい。

「うっせえなてめえ？　なに喚わめいてんだこの野郎」

　弟を見上げ、修しゆ羅ら鬼きのように顔を歪ゆがめ、太い、低い声で凄すごんでくる。その上半身は青地に豹ひようのブラのみ。綺き麗れいに焼けた肌を蛍光灯の下に晒さらし、ぷかー、と煙草タバコを唇くちびるに貼はり付けたまま器用にふかす。嘲あざけりの笑みでその手が弄もてあそんでいるのは、

「つかてめえこんなもん、一体いくつとってきたら気がすむんだよクソ以下どエロ野郎」

「ぴゃあぁぁぁっ！」

　ノートパソコンだ。もちろん、隆哉の。色々秘密盛りだくさんの。

　しかもよりによってメディアプレイヤーが起動していて、保存してあるお宝肉色三次元動画がまさに〈あんっ、あんっ、あんっ〉状態に突入していて、

「大学いくとかいっててめえは結局こんなことばっかしてんだな？　あ？　このやろーまじで変態だろこんなもん、あ？　きめえなてめえはいくつになっても」

「や、やめろぉっ！　人のパソコンはプライベートだぞ！　勝手に触さわってんじゃねえぞ！」

〈あんっ！　それがっ！　そこがっ！〉

「てめえこんなもんばっか集めやがってクソど変態だなキモオタ野郎がよ」

『なにが起きているのだ隆哉！　くっ、落ち着くのだ、隆哉のことはこのＶＪが守る！』

〈そこーっ！　そっこーっ！　あっあーっ！　どこーっ!?〉

「舞ちゃんには関係ねーだろ!?　ていうかマジで返せ！　触るな！　かっ、返せって！」

「ねーねーママー！　隆哉こんなもん見てるー！」

「ぎゃあああああ！　やーめーろー！」

『隆哉ぁー！　くっ！　耐えるのだ、今すぐ助けるぞー！』

　舞は──一つ年上の鬼姉、現在は別の町で彼氏と同居しているはずの舞は、〈ここそこあそこーっ！　いったきたいったきた、はい、いったー！　きたぁー！　びっくんびっくん！〉状態のパソコンを開いて持ったまま立ち上がり、弟の反抗など銜くわえ煙草で軽々と払いのけ、居間へ突入していった。

「やぁめぇてえぇぇー！　ＶＪー！　舞まいー！　ママー！　ぎゃー！」

　うるさそうに姉弟の騒さわぎを見やって振り返った母親の鼻先、危ういところでパソコンを奪還。力いっぱい閉じる。きっ、と姉を睨にらむ。へっ、と姉は鼻で笑う。そして、

「てかママぁ、こいつの部屋いらなくねえ？　追い出してよぉ」

　鼻の穴から思いっきり濃い煙を吐はく。父親が経営する小さな工場の帳ちよう簿ぼを今時手書きでつけていた母親は老眼鏡を外し、呆あきれたように煙を手で払う。

「ケンカしないの、二人とももう大人なんだから。それよりお姉ちゃんなにその格好は、あんた裸じゃないの」

「裸じゃねえしー。ここ暑いしー。てか舞、すごくねえ？　ほらほら見て見て筋肉ー」

　ぐっ、と舞が得意げに腹筋に力を入れると、確かに見事にくっきり六つに割れる。整った顔立ちと派手な見かけは夜の女としか思えない舞だが、実は勤続四年目の内装職人で、バスタブを一人で背負ってタワーマンションの階段を十八階まで駆け上がったこともあるほどの体力の持ち主だった。背ばかり伸びてひょろい弟の五人分ぐらいのパワーはある。

「わかったからなにか羽は織おりなさいったら」

「ちっ、うっせーな、反省してまーす」

　煙草タバコを銜くわえたまま、舞はつまらなげに隆たか哉やの──かつてはカーテンで仕切って姉弟二人で共用していた部屋に戻っていった。てゆーか舞うんこしてえ、と呟つぶやきながら。どんどんしなよ、と返した母の声には返事なし。

「……なんで!?　なんで舞ちゃんがいるんだよ!?」

「これよ、これ」

　母親は両手の人差し指をちょんちょんとクロスさせて見せた。

「キングとケンカ。飛び出してきちゃったんだって」

「えっ？　キングと？」

　ちなみにキングというのは本名猿さる渡わたり次じ郎ろうくん、舞の婚約者のことだ。佐さ藤とう家ではもはや呼び名をおもしろがるほどの新鮮味も失うせた、交際歴六年の彼氏であった。

「浮気されたとかなんとか言ってたけど、まあキングもさ、ほらあの子、口くち下べ手たなところあるじゃん。実際のところはわからないよねえ」

「へー……や、そんなんどうでもいいけど、結局いつまでいるわけ？　無理だよいまさらまた舞ちゃんと同室とか！　煙草くさいし！　せっかく一人部屋満喫してんのにさあ！」

「ちょっとのことだろうからケンカしないでうまくやってよ」

「ちょっとってどんだけ？　一分？　二分？　三分？」

「お姉はもう同居も解消って言ってたけど、まーせいぜい三日ぐらいじゃない？」

「三日!?　三日も!?」

　むりぃぃぃー！　と喚わめいて隆哉は頭を抱えた。

　あの姉と六ろく畳じよう間まを仕切って暮らしていた思春期の日々の地獄、それは筆舌に尽くし難がたい。四年前に姉が家を出ていってから、やっと人生に平へい穏おんが訪れたというのに。

　三次元の女が嫌きらいなプライベートの事情──その八割、いや九割がこれだ。鬼姉の舞まいだ。

　地元でも有名なヤンキーで、中二のときの偏差値は十七で、乱暴で、すぐ切れて、うるさくて臭くさくて汚くて、恥じらいとか気遣いとか優しさとかは皆かい無むで。夜中に前まえ触ぶれもなく仕切りのカーテンをバッ！　と全開にして、ニヤニヤしながら弟を懐かい中ちゆう電灯で照らし出してみるような姉。機き嫌げんが悪ければわけもなくパンチしてくる姉。本気でやり返そうとしても実は本当に力では敵かなわない姉。どぶすゴリラ！　と呼んでみたら、実の弟を駅裏で待ち伏せして、手下十数人のバイクでぐーるぐーる回る姉。その中心で「一生しゃべれねえのと、ここで土ど下げ座ざすんの、どっち？」と選ばせる姉。土下座したその口に、穿はいていたイイ感じに香ばしい靴下を突っ込んできた、姉。違う中学の奴やつらにかつあげされたことを泣きながら報告したら、翌日「鬼舞さんの弟さんとは知らなかったんです、命だけは助けてください」と下げ駄た箱ばこの前で犯人グループ全員が号泣土下座しながら自分の財布をこちらに差し出してきたりもした。そんな姉。メンツの問題なんだわー、とボサボサの金髪を雌めすライオンみたいにかき上げて、そいつらの頭にタラーリ順番にツバを垂らした。そういう姉。

　その鬼の所業を知らないわけでもないのに、

「もしどうしても嫌いやならしばらく友達のところにでもいってたら？」

　母親はのんきにそんなことを言うのだ。

「はあ!?　俺が出てくの!?　なんで舞ちゃんの肩ばっか持つんだよ！」

「だってお姉ちゃん毎月十万、ずーっと入れてくれてるんだもん」

　ぐっ、と詰まる。

「ボーナス出た時はもっともっと入れてくれてるんだよ。あの子だって欲しいものあるだろうし、式の費用も貯めたいだろうにさ。お父さんの工場も大変じゃん、今。お給料出したらうちになんかいくらも残らないからさ、もう、お姉ちゃんの十万円ですごい助かってるわけさうちは。母はさ、あの子が帰ってきたい気分のときには、いつだって迎えてやりたいわけさ」

　舞が一年でやめた高校に三年通い、舞が行かなかった大学に進んだ息子の立場から、これ以上文句が言えようか──否いな、なにも言えない。自分の小遣いぐらいはさすがにバイトで賄まかなっているが、学費の一部はあの鬼姉から出ているようなものなのだ。

　なにも言えずに黙だまり込みかけたそのとき、

「隆哉ぁ！　ちょっとこっち来いや！」

　ヤクザのおっさんみたいなガラガラ声で、舞が部屋から呼んだ。再び眼鏡をかけて溜ため息いきをつきつつ帳ちよう簿ぼをつけ始めた母を残して、すっ飛んでいくしかなかった。

「な、なに……？」

　今度はどんな目にあわされるのか、ビクビクしながら自分の部屋へ入ると、

「塗れ」

　相変わらずブラにジャージのままのなりで、舞まいはラグに置いたクッションに金髪を散らして寝そべっていた。裸足はだしの爪つま先さきをブラブラ揺らしながら、銜くわえた煙草タバコの先せん端たんで近くに転がしたマニキュアの瓶びんを指し示す。

「お、俺が？　あ、足に？　ぬ、塗るの？」

「そーだようっせえなとっととやれやこのやろー。てゆーか今何時？　は!?　六時!?　うおーやっべえ、あとちょっとで迎え来ちゃうじゃねえかよおるぁ！　女同士で久しぶりに飲み行くんだよ今日はこれからこのやろー！」

　そう言いつつ、舞自身の手は仕事のために短く切り揃そろえられた指先に、つけ爪づめのチップを貼はり付けようとしている。

　ゴク潰つぶしの弟としては言い返すことも拒否することもできず、情けなく舞の足元に正座し、指図された通りに血豆みたいなすごい色の瓶を手に取った。こんな姿、到底ＶＪには見せられない。溜ため息いきまじりに小さなマニキュアの瓶を摑つかみ、もう片方の手で舞の妙にあたたかな、乾いた素足を摑む。

「……きたねえ足……」

　普ふ段だんは安全靴で守られている足は真っ白で、全然汚くなかったが、それぐらい言ってやりたかった。ばしっと顎あごを蹴けられる。

「……くさい……」

　もう一発、今度は鼻を。とっととやれや、と半切れの目が睨にらみつけてくる。

　そこまでやられてから改めて、舞のかかとを膝ひざに乗せて背を丸め、ほとんど黒にも見える強いレッドを親指の方から塗り始めた。きたねえ色……とも言ってみたが、今度はなにもされなかった。割り箸ばしみたいな道具を使って自分の手にチップをつけるのに集中していて、舞は寄り目になっている。

　これではみ出しでもしたらどんなキックが飛んでくるかわからず、我知らず隆たか哉やも真剣に小さな爪に色を乗せていくが、

「ていうか舞ちゃん……なんかこれさあ、変じゃねえ？」

「あ？　なに？」

　ほら、とマニキュアの瓶を揺らしてみせる。口の閉め方が甘かったのか、古くなって劣化したのか、とにかく液体は妙に硬く、ラメが完全に分ぶん離りして瓶の内側に貼り付いてしまっていた。どんなに慎しん重ちように爪にのせても液が硬いせいでどうしてもまだらになってしまう。舞もそれを見て舌打ち、

「うっそぉ、なんだよこれー！　ふざけんじゃねえよっていうかこれしか持ってきてねえっていう！　ていうか……うわーちっくしょ、うっそ、もー最悪……」

　まだらになってしまった足の爪を確かめようとして手を伸ばし、その拍子、せっかく三本分だけついていたチップがぐりっとずれた。あー！　と叫んで舞まいは天てん井じようを仰あおぐ。連続六回さらに舌打ち、苛いら立だち丸出しの乱暴な手つきで、フィルターが焦こげるまで吸ってしまった煙草タバコを灰皿に押し付ける。

「最悪の最悪の最悪……！　ああもーせっかくの飲み会なのにこんなきったねえ爪つめじゃいけねえじゃんよ……みっともねえ！」

「女同士なんだろ？　別にいいじゃん」

「よくねえっつーの！」

　ばしっと頭をどつかれる。剝はがれたチップが部屋の隅に飛んでいく。

「こんな爪でいくだろ!?　そんでキングの話になるだろ!?　浮気されたかもとか舞が言うだろ!?　そしたら、そんなんだからキングに浮気されんじゃーん？　女捨ててるとかープププ！　みたいな流れになるじゃねえかよ！　舐なめられてたまっかよこのやろー！　……つーか、あーもーこんな時間……しょーがねえ、秋あき呼ぶか」

　その名を聞いて、ぎく、と心臓が跳ねた。

　秋、だと。

「……な……なんで……？」

「秋、爪塗るのとかすげえ上う手まいの。早いし。器用っつかなんつーか」

　携帯を摑つかむなり即ダイヤル、名乗りもせずに「今実家」「爪塗れ」「すぐ来い」の三言で通話終了。

　秋、だと。──隆たか哉やはまだここだ。

「隆哉ぁ、おめーちょっとママの鏡台からリムーバーとってこいや。除光液な」

「……秋って、……あ、あの、秋ちゃん？　……後輩の秋ちゃん……？」

「じょーこーうーえーき！」

　膝ひざに抱えたままだった舞の足に、ドン！　と胸をキックされる。その衝しよう撃げきで止まってしまいそうな心臓を押さえて、哀あわれな弟は母親の部屋へ除光液を取りにいくため立ち上がる。

　──先輩。

　隆哉をそう呼んだあの声が、また蘇よみがえる。

　──先輩と離はなれ離れになるとか、そんなのびっくりだし、なかなか慣れることなんかできないと思う。

　か細い、甘ったるい、少女の声。息が止まりそうなあの日の声。一つ年下の後輩、秋の声が、また。さっき偶然に卒業式の日のことを思い出したのは、この再会の前まえ触ぶれだったのだろうか。鏡台の引き出しからそれらしい瓶びんをつかみ出す。小さな文字に目を凝こらす。除光液と書いてある、これだ。

　これを舞に渡して、そして、……出ていってしまおうか。本屋かどこかで時間を潰つぶしてこようか。そうだ、そうしよう。

　秋あきと顔を合わせるのはなんだか妙に気詰まりで、逃げてしまうことに決める。舞まいに命じられてからせいぜい数分、除光液を手渡しに部屋へ戻るが、そのときだった。

「秋でーす、失礼しまーす」

　玄関ドアがノックもチャイムもなしに突然開く。おっせーよ！　と舞は怒鳴るが、その実、信じ難がたいほどの速さだった。隣となりに住んでいるわけでもない秋が佐さ藤とう家に辿たどり着くには、普通ではありえないほどの時間だった。

　戸口に現れた秋はゼイゼイと肩で息をして、どれだけぶっ飛ばしてきたのか、自転車の鍵かぎをポケットに押し込みながらほとんど倒れそうにドアにもたれかかっていた。

　そして、啞あ然ぜんとしている隆たか哉やの存在に気づき、

「……あ。こんちは」

　ちょん、と頭を下げて見せる。

　真っ黒な髪が、するりとその肩から一筋零こぼれた。







　　　　＊＊＊







　秋ちゃん──中学の頃ころは確か「タケ」とか呼ばれていた。竹たけ城じよう（もちろんそんな名字ではない）と呼ばれていたのが段々短縮されて、タケになったのだと思う。

　彼女は昔から舞を慕したっているのだ。ものすごく。

　舞は小学生時代から地元のミニバスチームでは結構な花形で、秋はその頃から同じチームの後輩だった。秋が中学に上がって女子バスケ部の先輩と後輩になり、それまで以上に舞を慕うようになり、学校ではもちろん家にも何度も遊びに来るようになって、隆哉も秋と会話を交わす仲になった。

　その前の年までランドセルを背負っていた秋は、ゆきんこみたいにかわいかった。

　真っ白な肌をして髪はおかっぱ、唇くちびるだけをいつもピンクに染めていた。舞を見る目はキラキラ輝かがやいていて、隆哉のことも「舞さんの弟さんの隆哉先輩」として慕ってくれた。

　しかし中学二年になると、ある日突然に脱皮を始めたみたいに大人びて、誰だれもが秋を綺き麗れいだと、目立つと言うようになった。脱皮は一度では終わらなくて、何度も何度も、目を引くほどに秋は変わっていった。

　それでも地味な隆哉なんかのことを、秋は慕い続けてくれていたのだ。学校ですれ違えば必ず笑顔で懐なついてきてくれたし、舞の話をしたり、家に来たときには一いつ緒しよに食卓を囲んだこともあった。変わったのは多分、舞が高校を辞めてしまって、就職して、キングと暮らすために家を出てしまった頃だろう。

　舞まいが家を出たこと自体を、隆たか哉やは、嫌けん悪お感かんをもって受け止めていた。

『でも、隆哉。鬼の姉が出ていって、部屋を独占できるようになったことをおまえは喜んだのではなかったか？』

　……そうだね、ＶＪ。でも、なんかな。気持ちが悪かったんだあのときは。どうしても。

　キングと暮らす、毎日一いつ緒しよに寝起きする、それを親に堂々と宣言して出て行った舞が、──どういえばいいのだろう。女臭くさくて？　……生臭くて。とにかく、とっても気持ち悪かった。今ではそんなこといちいちなんとも思わないが、中学三年生の時は、姉がどうしても気持ち悪くてたまらなかった。

　そして舞の一番お気に入りの妹分だった秋あきは、必然的に、佐さ藤とう家には来なくなった。舞とキングのアパートの方へ顔を出すようになったからだ。

　隆哉はといえば、ささくれ立った気持ちを、秋にまで無意識に拡大適用していた。

　時折学校ですれ違う秋は、やたらといい匂においを発していた。咲き始めた花が「ここで咲いているよ」と歌うようだった。男はみんなその匂いに気づいて、秋をじっとり見つめていた。誰だれも秋を「タケ」なんてふざけた名では呼ばなくなった。

　隆哉せんぱーい、こんちはー、と笑いかけてくる秋を避さけ始めたのがこの頃ころだ。友人たちはみんな隆哉の立場を羨うらやましがっていたが、羨ましがられれば羨ましがられるほど、一層隆哉は秋を避けた。顔を合わせないように気をつけていたし、会ってしまっても、話はしなかった。半ば無視──ああ、とか、おお、とかそれだけで、秋には背を向けていた。

　白い顔も嫌いやだったし、彼女が全身から発する匂いも嫌だった。光るようなオーラも。声も、歩き方も、その頃の秋が持っていたなにもかもが嫌だった。嫌なのに、でも、寝る前に必ず思い出してしまうのはそれらすべての事柄だった。

　秋は、魔ま性しようだ。

　そう思った。

　どんなに拒否しても、どんなに防ごうとしても、怒ど濤とうのようにイメージが流れ込んでくる。堰せき止める手段もなくて、隆哉は秋のイメージに繰くり返し浸ひたるしかなかった。きもい！　汚けがらわしい！　入ってくるな！　どんなに叫んでも無む駄だだった。

　そして卒業式の日がきて、魔性の秋は隆哉を公園で待ち伏せした。

　先輩と離はなれ離れになるとか、そんなのびっくりだし、なかなか慣れることなんかできないと思う。

　そう言って、卒業祝いのつもりだったのか小さなプレゼントを差し出した。携帯のストラップだった。すぐ慣れるんじゃね、別に関係ないじゃん、とだけ隆哉は答えて、そしてストラップは使わないまま引き出しに放り込んだ。多分今もそのままになっている。

　で、それきりだ。

『……隆哉……』

　不安げな声で、ＶＪが呼ぶ。なーんーだーよっ、と明るく答えてやる。本当にそれきりなのだ。

　学校で会うこともなくなった秋あきの姿は、時折地元で見かけてはいた。秋は見るたび、脱皮を繰くり返していた。髪を明るく染めていたときもあった。男の集団に女一人で混じっていることもあった。急に瘦やせたり。急に太ったり。背はあまり伸びなかった。大きなリングをこれ見よがしに左の薬指につけていたこともあった。ピアスみたいなものもしていたし、化粧しているときもあった。地元の噂うわさでは、本当しばしば、秋は誰だれ々だれと付き合っている、秋は誰々と浮気している、秋は誰々と何々している──生きているだけで目立ってしまう彼女は、あらゆる悪い噂の的になっていたのだ。どこまでが事実なのか確かめようもなかったし、確かめたいとも思わなかった。

　ただもう、完全に違う、本当に関係のない世界にいるのだな、と思うばかりだった。

『あの……隆たか哉や。……私の格好、おかしくないか？』

　そしてこちらの世界の嫁よめ、ＶＪは、妙にもじもじと背中を向けていて、

『に、似合わないだろう？　笑いたかったら、笑えばいい。だってこんなの、……わかっているのだ、自分でも。その……変、だろう？　私には絶対似合わない』

　えっ！　と隆哉は思わず声を上げそうになった。どうしたんだよＶＪ！

　ぴょこん、と意を決したように振り返ったＶＪのその姿。

『今日、実は、仮面舞ぶ踏とう会かいがあって、無理矢理に着せられてしまった』

　プラチナの髪をリボンで綺き麗れいに結い上げて、淡い桃色のドレスを身に纏まとっているのだ。服などどうでもいい、と普ふ段だんは身なりに一切構わない軍人のＶＪが。三段レースの、花がたっぷりとついた女の子らしいドレスを着て、恥ずかしそうに顔を俯うつむけていた。頰ほおを真っ赤に染めて、自信なさそうにエメラルドグリーンの瞳ひとみだけを、ちら、と上げてみせる。

　ああ、ＶＪ……！　なんて、なんてかわいいんだよ……!?

『う、うそだ！　かわいいなんて、そんなわけない！　似合うわけがない！　こんな私に、ドレスなど……こんなものが似合うわけなど……』

　最高に似合っているよ！　この世で一番、ＶＪがかわいい！　絶対に絶対にかわいい！　さすがは姫君、世が世なら女王の座についていてもおかしくない正統なるお姫様！

『よ、よせ！　その……あ、あまり、こっちを見るな……！　……恥ずかしいのだぞ……！　見るな、見るなってば！　もうっ！』







「……なに見てるんですか」

「えっ……」

　黒い、大きな瞳が、隆哉をじっと見返していた。居心地最高の妄もう想そうの世界から急に六ろく畳じよう間まの現実へ引き戻され、隆たか哉やは上う手まく口を動かせなかった。六ろく畳じようの空間に人間が三人。この現実は、人口密度が高い。

　もごもごするばかりの隆哉に飽きたみたいに、フイ、と視線を逸そらし、秋あきは再び舞まいの足の爪つめを塗る作業に戻る。忠実な家来みたいに（みたいにというか多分そのもの）舞の足の間に片かた膝ひざ立てて座り込み、背を丸め、持参したマニキュアの小さなハケを慎しん重ちように動かしている。

　秋がさっき塗り終えた手の爪を満足そうに眺め、舞は上じよう機き嫌げん。

「なんかすげーいい色、気にいったわこれ。やっぱおまえ、こういうのセンスいいわな」

　えへー、と秋は嬉うれしそうに笑い声を上げる。

　ちなみに隆たか哉やは、その手の爪にドライヤーで冷風をかけ続ける役に任じられていた。立ち去ることもできず、舞と秋と一いつ緒しよになって座り込み、じっと唸うなるドライヤーを捧ささげ持っている。舞が気に入っている爪の色は黒に近い焦こげ茶で、隆哉の目からはとてもいい色とは思えなかったが、この場で口を開く勇気ももってはいない。勇気をもつ必要もない。

「はー……できた」

　秋が詰めていた息を吐はきながら顔を上げた。焦げ茶のマニキュアの瓶びんをきつく閉めて、バッグに放り込む。

「終わり？　できた？」

「まだです。トップコートします。隆哉先輩」

　ぎくっ、と隆哉は肩を跳ね上げた。

　秋が見ている。

　こちらを向いた秋の顔は、前に見かけたときよりも少し輪りん郭かくがほっそりしたように見えた。真っ白な肌は相変わらずで、でも目の下にほんの少しだけクマが浮いている。眠れないことでもあるのだろうか。髪の色は天然らしき透明感のある漆しつ黒こくに戻っていて、胸の下あたりまでまっすぐ綺き麗れいに伸びている。くっきりした二重の瞳ひとみが猫みたいに強く光っている。薄うす桃もも色いろの唇くちびる。花柄のタンクトップの、大きく開いた胸元。華きや奢しやな鎖さ骨こつ。薄手のパーカーに包まれた細い腕。部屋着感満載のルーズなパンツ。

　圧倒的な、秋のイメージ。

　──魔ま性しようの秋。

「足の方にもドライヤーかけて下さい。……先輩？」

　聞いてます？　と問われて、

「……え!?　な、なに!?」

　慌あわててうるさいドライヤーを切った。しん、と部屋はいきなり静かになり、

「足にも、ドライヤーして下さいって言ったんですけど」

「あ、足ね……足……」

　隆哉は頭真っ白、そのまま秋の素足にドライヤーの風をマックスで向ける。しかも熱風で。もちろんそんな間抜けなことをすれば、

「あつあつあつっ！」

　秋あきは悲鳴を上げて飛び退しさり、

「えっ!?　うわ、ごめんごめんごめん！」

　思わず平謝りする隆たか哉やを見て舞まいはゲラゲラ笑う。

「すっげーバカ！　なにやってんのおめー頭どうなってんの!?　つかコント!?」

「秋ちゃんマジでごめん、火傷やけどした!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……ていうか」

　きゃは、と一声だけ甲かん高だかく笑って、秋は指先まで伸ばしたパーカーの袖そで口ぐちでぎゅっと自分の顔を押さえた。そのまま声を出さず、息遣いだけで笑いながら細い身体からだをくねらせて仰のけ反り、大きくぴくぴく震ふるえている。うける、とか言いながら。

　その変な笑い方から隆哉は目が離はなせない。あと一秒見ていたら、秋にも隆哉がじっと見つめていることがバレてしまう。

　と、舞の携帯がアホみたいな着メロで鳴った。

「おーひさしぶりー！　あ、もうそんなとこまできてんの？　じゃあそっちまで行くわ、速攻でるんでーあいーよろー！　おう秋、足もういいわ。時間切れ」

「え、いいんですか？　まだ完成じゃなかったのに……」

　秋は残念そうにトップコートの透明な瓶びんを手に握り締しめる。

「いーよいーよ十分。もう出ないとやべーわ」

　秋と隆哉が見ている前で舞は平気でブラ姿、ジャージも脱いでＴバックの尻しり丸出し。バッグから細身のデニムを出してするりと穿はいてゼブラ柄のタンクトップを被かぶり、チェーンのネックレスをつけてそれで支し度たくは完了らしい。まだ四月だというのに上着も持たず、携帯と財布とキーケースだけを小さなポーチに押しこんで脇わきに抱える。ライオンの髪は手て櫛ぐしでかき上げるだけ。そしてまだ残念顔で舞を見上げている秋を振り返り、

「こいつ車の免許取ったから、家まで送ってもらいな。暗くなってきたし、おまえ痴ち漢かんとか変なモンによく遭あうんだから。隆哉、軽使う前にママに一応乗っていいか聞けよ。買い物とか行くつもりかもしんねーから」

　勝手に段取りをつけて、さっさと足早に部屋を出ていってしまった。







　　　　＊＊＊







　夕暮れに暗くなりかかった町を、結局隆哉は、秋と並んで歩いていた。

　こうなったらもう舞まいの言いつけどおりに車で送るしかない、と思ったのだが、「秋あき、自転車で来たんでいいです」とか言われてしまい、

「……隆たか哉や先輩と喋しやべるの、久しぶりなんですけど」

「……そうだっけ？」

「もう何年ぶりとか、それぐらい」

　あ、ほんとに。じゃあこれで。さいなら。……とは、痴ち漢かん云うん々ぬんの話を聞いてしまったからには言えず、だったら家まで一いつ緒しよに歩いていくよ、ということになったのだ。

　ぽつ、ぽつ、と交わされる会話は、でももちろん盛り上がるわけもない。共有するべき思い出もないし、現在進行形で続く関係もない。ただ時折、

「あいたっ！」

「あ。すいません」

　自転車を引く秋が、自転車を挟んで歩く隆哉の足をペダルでガシッと擦こするばかり。一分ほどの間に三回やられ、

「いてっ！　も、もういいから……かして。俺がチャリ持ってくよ。バッグ肩にかけなよ。ひったくりに持ってかれるから」

　ハンドルを摑つかむ役を替わってやった。秋は素直に言われたとおり、前カゴに放り込んであったバッグを肩にかけ、サンダルをペタペタ鳴らしながら自転車の後ろを回りこんで隆哉の側についてきた。今度は自分がペダルでふくらはぎを擦られるのを警戒したのだろうか。

　そのまましばらく、二人はなにも言葉を交わさずに歩き続けた。やがてあの公園の前に差し掛かり、隆哉はほとんど息を止める。

　傍かたわらを歩く秋は、

「……」

　なぜか、指先まで包んだパーカーの袖そで口ぐちで、さっき笑っていたときみたいに口元を押さえていた。

　笑っているのか、ただ口がかゆいのか、それとも──四年前のことを思い出しているのか。なんなのか。隆哉には、その動きの意味がまったくわからない。秋が一体なにを考えているのか、横目で盗み見た表情からは欠片かけらほども読み取ることができない。

　こんなことでおろおろとビクついてしまう自分が、どうにも歯がゆかった。

　大学生にもなって、リアル女と並んで歩くことさえまともにできないというのか、自分は。三次元の彼女こそついぞできなかったが、それでも普通程度には、変に意識などしないでまともに異性と接せられるつもりだったのに。そこは「普通」であるからこそ、二次元くん、などと自分を称しても、卑ひ屈くつになったりは決してしなかったのに。

　まるでこれでは中学生だ。

　あの頃ころからすこしも進化できていなかった未分化の部分が、今、恥ずかしく露ろ呈ていしているのだ。

　秋あきに引きずり出されている。

「あのー」

　一人勝手に死にかけていた隆たか哉やに、秋は不意に目線を向けてきた。猫目の大きな瞳ひとみが街灯を映してキラリと光る。

「大学。楽しいですか」

「……え？　その、あ……なんで……？」

　ばかみたいにドン臭くさく返事をしながら、信号を確かめるふり。秋の顔から注意深く目を逸そらす。

「秋も受験なんで。来年。ていうか……受験しろ的なことを親に言われてて」

「……そ、そっか。高三だよな。だよな？　えっと……すんの？　そのー、受験……」

「わかんないです。迷ってます。別に勉強とかどうでもいいんですけど、メイクとか好きなんでそっち系の専門でもいいかな、とか」

[image: ]

　なにか年上らしい気の利きいた答えを返そうと言い方を考えているうちに、

「先輩は頭いいから迷ったりとかないですよね」

　畳たたみ掛けるように、秋は答えにくいことを言ってくる。

「え、なんで、俺別にそんな」

「頭いいじゃないですか。秋あきはこれから超真ま面じ目めに勉強しても、先輩と同じ大学は絶対いけないと思います」

「そ、そんなことないと思うけど、別にほんと、そんな……」

「舞まいさんのところに秋も就職しよっかな」

「あ、それは無理」

　きっぱりと、これだけはクリアに答えられた。

「舞ちゃんは異常だから。あんな体力があって頑丈な女ってそんなにいないから。あんなふうにバリバリやれてるのは特別なことだから」

　そのとき、小さな声で秋が笑ったのが今度ははっきりとわかった。鳩はとみたいにくっくっく、と喉のどを鳴らして目を細めている。

「やっぱ、先輩変わってない。なんか実は、超シスコン。舞ちゃん、だって」

「や、違う！　それはそう呼ばないとひどい目にあわされるから！　ていうか秋ちゃんだって知ってるだろ!?　どぶすゴリラ事件！」

「知ってますけど、やっぱ久しぶりにそういうの聞くと結構うける」

「うけないでいいから！」

「でも好きですよね、ほんとに、舞さんのこと」

「なに言ってんの!?　嫌きらいだよ！　あんなバカ雌めすどぶすゴリラ！　……はっ……」

　思わず辺りを見回した隆たか哉やの肩に、秋の髪が触ふれた。秋は手を叩たたいてさらに大笑い、

「今、舞さんのこと探してた……うける……超うける……聞かれてないかびびってた……」

　苦しそうに身を捩よじってひいひい言っている。笑いすぎでしょそれは、と呟つぶやいて、気がつけばとっくに公園など通り過ぎていた。

　道路を渡るための信号は赤で、隆哉は当然止まったが、

「あ、秋ちゃん！　危ない！」

「なんで？」

　秋は平気な顔をして、そのままペタペタと歩いていってしまう。確かに通る車は一台もなかったが、赤信号だ。急いでいるわけでもなし、信号無視する居心地悪さに比べたら、青になるまで待つ方が隆哉にはよほど気楽なのだが。

「車なんか来ないですよいつも。こんなとこの信号、守るヤツなんているわけない」

　先に渡ってしまった秋が振り返っても、まだ信号は変わらない。秋はほんの数秒だけ無表情で立ち止まったままの隆哉を見つめ、そして、そのまま背を向けて歩き出してしまう。

　青信号になって、隆哉は秋に追いつくために自転車に跨またがった。ペダルを漕こぐとすぐに歩みののろい秋に追いつき、

「ちょっとちょっと！　いつもあそこの信号無視してんの？　もうやめなよ、万が一のことがあったらどうすんだよ、子供が見てて真ま似ねするかもしれないし」

「……本当に、先輩は変わってない」

　相変わらずつまんねえ奴やつ。

　と、書いてあるみたいなその表情に、ややカチンときた。サドルに跨またがって地面を蹴けり進みながら、

「……秋あきちゃんは変わったみたいじゃん。随ずい分ぶんいろいろと」

　自分としてはあらゆる意図をこめてそう言い返してやる。すると、こちらを見上げた秋の唇くちびるが左右非対称に歪ゆがんだ。

　冗談を言おうとしての動きなのか、泣き出そうとしての動きなのか、やっぱり隆たか哉やにはわからない。

　わからないまま、

「先輩」

　ぴっ、と指先で鼻を指される。

「彼女いないでしょ」

「い──」

　顔を背そむけ、思い切り地面を蹴ってスーっと進む。

「いるよ！」

　秋は小走りに追いかけてくる。

「うそだ」

「本当だ！　ＶＪ、っていう人だ！」

「ブ、……なんですかそれ」

「ブリジット・ジェオミリアだ！」

「……あー、アニメとかのキャラですか」

「違う！　現実だ！　現実だ！　現実だ！」

　えい、えい、えい！　とさらに地面を蹴る。少し上り坂なのか、さっきほど速くは進めなかった。秋はちょっと息を切らしながら隣となりに肩を並べてついてきて、

「まあ、そんなの、ほんと、どうでも、いいんですけど」

　手を伸ばしてくる。

　ハンドルを摑つかむ、隆哉の手に重ねる。じわっと熱が伝わって、

「噂うわさ、とか、そうゆうの、なんか、いろいろ」

「……」

　秋の顔を思わず見た。秋も隆哉の顔をじっと見ていた。綺き麗れいな輪りん郭かくが、街灯に照らされて産うぶ毛げを光らせている。

「下らないこと──信じないで下さい。秋は秋です。ここにいる秋だけが、本当です」

「……秋ちゃん……」

　ぐっ、と秋あきの細い指に力が入って、自転車は引きとめられた。二人はそのまま立ち竦すくんだみたいに、道路の真ん中で停止する。

「先輩」

「……あ、」

　十センチ低い秋の視線が、隆たか哉やの目をまっすぐに見上げていた。秋はなにかを待つみたいに、ゆっくりと瞬まばたきをする。長い睫まつ毛げが頰ほおに影を落としている。せんぱい、と、もっと小さな声で秋が呼ぶ。身を屈かがめて近づかなければ聞こえないような声で。重ねた手の平が熱い。秋の細い身体からだは熱をもっているみたいだ。それに気づくと、全身の毛穴が開いたようになった。総毛立って頭皮が粟あわ立だつ。

　四月の波乱──春の、嵐あらし。

　この現実に立ち竦む。

　なにをするべきなんだ。巻き起こる嵐に、どう立ち向かえばいい。三次元の世界に棒立ちのこの肉体を、どう動かして、なにを想おもえばいい。

　どうすれば後悔もなく、傷つくこともなく、傷つけることもなく、現実を生きていける。守備重視で閉ざした窓を開こうとする奴やつが現れたなら、追い返すべきなのか、打ち倒すべきなのか、それとも、あれか。

　内部に招き入れて、同じ世界を生きていく。……そんな選せん択たく肢しも、自分には、用意されているのか。そうできるなら、そんなことが叶かなうのなら、なら……。

　サドルに跨またがったまま、隆哉は現実の秋を見た。震ふるえそうになる手を細い肩に伸ばしながら、言葉を用意しようと焼き切れそうな脳をフル回転させる。

　本当はあの日、すっごく嬉うれしかったんだよ。

　プレゼントも、すっごく嬉しかったんだよ。

　なんであんなふうにしてしまったのか、本当に、本当に、後悔していたんだよ。もう取り戻せない、もうどうにもならない、そう思って本当に悲しかったんだよ。変化するすべてがただ怖くて、なんにもできずに怯おびえていただけなんだよ。自分を守りたかった。そして、悔くやんだ。心の底から──

「……秋ちゃん……」

　引き寄せようとする手が、秋の肩にあと数センチで触ふれる。そっと唇くちびるを閉じて、じりじりと吐と息いきの熱源に接近していく。

　いくのだ。

　いくと、決めたのだ。

「……先輩……」

　そのとき、

「……うち、ここなんです」

　──飛び退すさるように、身を離はなした。瞬しゆん間かん。ニヤッ、と。これは見間違いなんかではなくてもう絶対に、ニヤッと秋あきは笑った。悪あく魔まの化け身しんみたいに。そして隆たか哉やの顔を見上げ、

「自転車、停とめていいですか？」

「ぅぁぁああああぁぁぁ……ぅっふぅぅぅぅぅ……っ！」

　あらゆる感情が暴走しかけて、サドルからもんどり打つように降りた。というか、落ちた。なんだ。なんだそれは。なんだそれはっていうかこれが現実か。現実ってなんだ。なんなんだ秋ちゃん。なんなんだ。なんなんだ、なんなんだこれは、……ああ、秋ちゃん……！

　……君は、魔ま性しようだ……！

「はぁぁぅぅぅぁぁああああぁぁぁぁ……っ！」

　再び一人で死に掛ける隆哉をちらっと見やり、秋は一軒家のコンクリの外構部分に自転車を入れ、鍵かぎをかけた。ここが確かに、彼女の家だったらしい。さらりと髪をかき上げて、

「送ってもらっちゃってありがとうございました。……先輩、どうしたんですか？　なんかすっごい顔色になってるんですけど。変なの」

「ぁぃぃぁぁぁあああああぁぁぁぁぁ……っ！」

　秋は鍵をちゃりちゃりと振り回して笑う。笑いながら玄関扉へ続く階段を足取りも軽く上がっていって、留守らしい自宅のドアに鍵を差し入れ、

「あーあ」

　ドアを開いて入っていきながら、最後にもう一度振り返った。そのまま悶もだえ死にしそうな隆哉の顔を、一秒だけ、見る。

「……なんでこんな変な人が、秋の初恋の人なんだろう？」







　　　　＊＊＊







　やっぱり、三次元なんか、これだからだめなんだ！

　ほらみろ！

　このザマだ！

　ばかやろー！

　ばかやろうばかやろうばかやろうばかやろうこんちくしょぉぉぉ！　あー！

　俺を傷つける奴やつは全員砕け散れ爆発しろ木こっ端ぱ微み塵じんに消えてなくなれぇぇぇぇ！

　ほーろーびーてーしーまーえ────────────────────[image: びっくりよん]

　ぬああああああああああああ────────────────────[image: びっくりよん]

『……隆哉……』

　ＶＪ───────────────────────────────[image: びっくりよん]

『……下らない噂うわさなんて、信じないでくれ。ＶＪはＶＪだ。ここにいるＶＪだけが、本当なのだから』

　やっぱり、心の嫁よめは君一人。君だけが、この真心を捧ささげるにふさわしいただ一人の女。

『隆たか哉や、私を抱き締しめてくれないか……？』

　もちろんだよＶＪ。この両腕は、おまえを抱き締めるためだけに生えているんだから。

　セーラー服に包まれた華きや奢しやなＶＪの身体からだを、思いっきり抱き締めた。

『……キスも……キスもしてほしい』

『そして私を好きだと言ってほしい』

『ずっと前から好きだったと、本当の心を聞かせてほしい』

　ＶＪの願うすべてを叶かなえようと、折れそうなほどに抱き締めた身体を一度離はなす。そして、唇くちびるを深く重ねようとした。ほら、この世界ではこんなにも簡単。こんなにもすべてを思い通りにできるのだ。

　だがそのとき、触ふれかけた唇に、ブシャッと熱く、生なま臭ぐさい、しょっぱい液体が吐はきかけられた。あまりの気持ち悪さに慌あわてて手で拭ぬぐう。血だった。真っ赤な血だ。

『……隆哉……』

　ＶＪが、そのままゆっくりと崩れ落ちていく。見ればひどい有様だった。悲鳴を上げて手を差し伸べるが間に合わず、血まみれのＶＪはぐったりと倒れていく。抱き起こそうと傍かたわらについた膝ひざが血の海に浸つかる。プラチナの髪も、その頭を抱きかかえたこの手も。

　なぜだ。なぜ、こんなことに。一体誰だれがＶＪをこんなにひどく傷つけた。このままでは死んでしまう。

『……傷つけたのは……』

　光を失いかけていた碧みどりの瞳ひとみの中に、そのとき、黒い炎がゆらめいた。

『……傷つけたのは、先輩でしょ……』

　血まみれで倒れているＶＪは、黒い目をして、十四歳の声で語る。

『秋あきを死ぬほど傷つけたでしょ。ほら、こんなふうに。痛いし、苦しいし、つらいです。もう死んじゃう。こんなの絶対、無理』

　傷つけたって、いつだよ!?

『ずっと、傷つけ続けたでしょ。秋は変わった、って責め続けたでしょ。先輩だって変わったくせに……先輩だって、気持ち悪かった。きもいきもい、汚い汚いって、秋のことばっかり言わないでよ』

　一体どうすりゃよかったんだよ!?

『なにしたってもう間に合わない。秋は死にます。先輩にだけ都合いい、下らない、気持ち悪い妄もう想そうにはもう付き合えません。こんなにひどいことになって、こんなにズタズタに傷ついて、秋あきは結局死ぬしかないじゃないですか。秋には、なんの得もないじゃないですか。なんの関係もないじゃないですか。でも、それとも……』

　ブゥゥゥン、と、遠い羽音のような不思議な振動が身を震ふるわせた。

『それとも、まだ、続けます？　これ』

『続けて、また、秋を何度も死なせます？』

『それならそれでいいですけど……』

『……いずれは解放してくださいね？』







「……っ！」

　寝覚めの、この、気持ち悪さ。

　目を開いてしばらくは、現実感を取り戻すことができなかった。

　夢だ──夢を見たんだ。世にも気色の悪い、いやらしいほどリアルな質感の夢を。汗ばんだ隆たか哉やの身体からだは暗い自室のベッドに横たわっていて、窓の外はほのかに明るい。四時か五時、それぐらいなのだろうか。時計は見えない。

　羽音のように聞こえたのは携帯のバイブレーションだった。仕切りもない部屋の片隅には、いつ帰ってきたのか舞まいがマットレスを敷しいて寝転んでいて、バイブで目が覚めてしまったのか、それともずっと起きていたのか、携帯に手を伸ばしたのが見える。フリップを開くと、青白い人工的な光が舞の顔を照らし出した。

「……今の……電話？　……キングから……？」

「……起きてんのおまえ。寝ろ」

　メールかなにかを素早く打ち返し、舌打ち。舞は携帯を閉じると荒っぽく枕まくら元もとに放り出して仰あお向むけに寝転がる。Ｔシャツになにか変な、父親のステテコを借りてきた、みたいなズボンを穿はいて、大おお股また開きで天てん井じようを見ている。

「……仲直りした……？」

「……しねーよ」

　静かな薄うす闇やみに、かすれた寝起きの姉弟の声だけが、夢の続きみたいに零こぼれていく。

「……入にゆう籍せきしちゃえばいいのに……さっさと……」

「……しねーよ」

「なんで……？　もしかして……うちにお金いれてるから……？　俺が……ゴク潰つぶしだから……？」

「……関係ねーよ」

　舞は目をつぶる。

「……関係ねーから、寝ろ。一人前になるまでは、結婚しないって決めてるだけだから」

「……一人前って、なに？」

「……舞まいが、まだなってねえモンのことだよ。おまえはンなこと考えんじゃねー。とにかく、勉強しろ。パパだって期待してんだから。真ま面じ目めにやれ。勉強以外の事は全部、」

　とろり、と眠気が再び襲おそってきて、隆たか哉やも目を閉じた。

　暗くら闇やみには静かな声だけが、夢か現うつつか、

「ぜーんぶ、舞が引き受けてやっから。だから心配すんな」

『……隆哉のことは、ＶＪが守るから！』

　響ひびき渡る。

『だから、心配などいらぬ！』

　ＶＪは、生きていた。

　真っ白な軍服に身を包み、花びらが散る青空の下で、刀身を閃ひらめかせる。エメラルドグリーンの瞳ひとみにはなににも負けない強さが圧倒的な輝かがやきを放っている。

　風の只ただ中なかに一人立ち、プラチナの髪をなぶらせて、ＶＪはこちらに手を差し伸べた。

『隆哉。私は死んだりしない。何度でも、どこからでも、おまえが望むなら蘇よみがえる』

　その手を摑つかみ、抱き締しめると、隆哉の世界には祝福の歓声が響き渡った。勢いよく祝砲が打ちあがる。色とりどりの花とテープ。宙に浮いたままくるくると、ＶＪと隆哉は互いの身体からだを抱き締めあう。

『おまえが必要とする限り、私はずっとここにいる──』







　　　　＊＊＊







　朝がきて、隆哉が再び目を覚ますと、舞は軽いいびきを立ててまだ眠り込んでいた。ステテコの股またでタオルケットをカニバサミ、地毛だったらしいライオンヘアーを枕まくら代わりのクッションに散らして、意外と幼い顔で寝ている。

　ていうか、寝ていていいのだろうか。仕事は休みなのだろうか。声をかけようかと思うが、しかしその寝顔の眉み間けんに寄った深いシワを見て即やめる。弟としての本能が、奴やつを起こすな、と告げていた。

　足音を立てないように気をつけながら、身み支じ度たくをしに居間へ行き、

「ねえ、舞ちゃん起こさなくていいの？　あれ？」

　テーブルについている人物に気がついた。ども、ちす、と首を前後に動かすようにして挨あい拶さつしてきたのは、キングだった。昔はもうどうしようもないヤンキー少年だった次じ郎ろうくんも、今ではすっかりストイックな職人の風ふ情ぜい、髪も短く刈り込み、Ｔシャツの袖そでが引きちぎれそうな太い腕を動かして佐さ藤とう家のテーブルでトーストを食べている。

「もしかして、舞まいちゃん、迎えにきたんすか」

「そう。でもまだ寝てるっていうから……起きてきてから話そうかと……寝起きの舞ちゃんは怖いから……」

「時間とか大だい丈じよう夫ぶなんすか」

「今日オフだから……」

　やや申し訳なさそうに大きな身体からだを狭い居間に押し込めているキングの向かいに座って、隆たか哉やも自分の分のトーストを手に取った。

　母親はキッチンにいて「早く食べろ」だの「時間見てろ」だの忙せわしなく言っていて、父親はもう作業着に着替え、テーブルの指定席をキングに譲ゆずってやって自分はソファで新聞に目を通していた。行ぎよう儀ぎ悪く立たて膝ひざでトーストを齧かじっている。

「部屋狭いから、早く舞ちゃん連れて帰ってくださいよ」

　隆哉の言葉に、キングは真剣な顔つきでゆっくりと頷うなずいてみせた。

　その顔つきを見て、ああ、舞はもう今日のうちに帰るな、と隆哉は思った。

　キングの巨体で半分隠れたテレビでは、有名大物芸能人の離り婚こんニュースが流れていた。思わず真剣に見入ってしまい、気づけばもう時間は一限ギリギリだった。語学をサボるわけにはいかず、慌あわてて隆哉は食べかけのトーストを放り出して身み支じ度たくに取り掛かる。

　顔を洗って着替え、荷物をバッグに詰めて、まだ寝ている舞の身体を飛び越えて、

「行ってきまーす！」

　玄関から飛び出した。食べ損ねた朝食の分、途中のコンビニで飲み物と、なにか簡単に食べられるものを買おうと思う。お菓子的なものを。

　そう思ったのと同時、ぴょこん、とプラチナ色の頭が元気よく跳ね起きた。

『チョイス!?』

　まったく、こいつめ。おはようもなしに、いきなりそれかよ？　苦笑しながら、隆哉は心の嫁よめのほっぺたをぷにぷにつついてやる。もちろん、妄もう想そうの世界の中で、だけれど。

『チョイスを買うのだな!?　チョイスを買おう！　あっ、べっ、別に食べたいわけではないのだぞ!?　でもでも、もしも買うのなら……んにゃあんっ！　そのぷにぷにっていうの、やめるのだ！』

　あれあれ、やめていいのか？　チョイスが欲しくはないのかな？

『えっ!?　チョイスは欲しいに決まっているではないか！　……もうっ、じゃあ、ちょっとだけだぞ!?　ぷにぷにし終わったら、チョイスだぞ!?　絶対、絶対だぞ!?』

　ＶＪはぷんっ、とふくれた桃色の頰ほおを差し出して、ぎゅっと目を閉じている。からかってやるか、とそのままじっと放っておくと、『た、隆哉……？』薄うす目めを開けて不安そうに、こちらの様子を窺うかがってくる。なんてかわいいのだろうか。まったく、おまえって奴やつは。どうやらまだまだ俺のお世話が必要だな。

　春の朝日に照らされる道を歩き、やがて公園の入り口に差し掛かる。

『んもうっ、からかったのだな!?　隆たか哉やのばかっ！　もう知らないっ！』

　目が、無意識に、ステゴサウルスの腹の中に少女の姿を探す。もちろん今は誰だれもいない。あの日の女の子も、あの日の男の子も、今はいない。ただそこには妙に居心地悪い、でもなぜだか繰くり返して再生したくもなる思い出だけがある。もうやめようと思っても、またいずれは浸ひたってしまうに違いない、現実にはもう存在しない世界がある。

　そしてこちらの世界には、誰よりかわいい、なにより愛いとしいＶＪがいる。

　これこそが、今の隆哉の現実だ。ＶＪは仔こ猫ねこのようにしつこくまとわりついてくる。へへっ、こっちの方が強いんだぞ、と逆に抱き締しめてやる。子供にするみたいにそのまま脇わきの下に手を差し入れてくるくる振り回してやると、セーラー服姿のＶＪはあせってスカートを押さえながら声を上げた。

『んにゃーっ！　もうっ、いい加減にするのだっ！　私は軍人だぞ、本気を出したら隆哉など、簡単に振り切れるのだぞ！　でも、こうして好き放題されていてあげているのだ！　隆哉のために！　わかっているのか!?』

　はーいはいはい、わかってるって。

『ふんっ、もうっ、好きなだけふざけていればいいっ！　それなら、それでいいっ！　でも、でもいずれは……』

　こちらをちらりと振り返った、ＶＪの白い顔。

『……解放してくれるのだろう？』

　ニヤッと魔ま性しようの笑みが浮かんだのを隆哉は見た。なーんだよ、と思いつつ、駅の改札に向かう人の群れに上う手まく紛まぎれて、スムーズに構内へ流れ込む。歩き進みながらひょいっと片手で携帯をかざして、そのままホームへの階段を上がっていく。ちょっとした淀よどみは見てみぬふりでスルー。一時棚上げにしておいたっていい。直面した現実に、いちいち律りち儀ぎに立ち止まったり、いちいち律儀にまごついたりするほど、もう子供ではないのだ。

　だから──いずれはな。いずれは。

　それは今日のことじゃない。
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　幾いく千せんの灰が雪のように降るその只ただ中なかに、皇国の戦せん姫き──ブリジット・ジェオミリアの白銀の髪が舞った。

『隆たか哉や───！』

　愛いとしいただ一人の男の名を叫びながら、小さな手をこちらへ必死に伸べる。

　夜空を煌こう々こうと照らす、渦巻く火か焰えん──。

　漆しつ黒こくの戦せん闘とう衣いはすでに引き裂かれ、中に着ていたセーラー服からも酷ひどいほどに白い肌が露ろ出しゆつし、

『くっ！』

　さらに二人を隔へだてるように、大地の裂け目から炎が激しく噴き上がった。ブリジット・ジェオミリア──ＶＪはしかし一歩も下がりはせず、

『た、たとえ、どんな運命が私と隆哉を引き裂こうとしても……私は決して──負けない！』

　煤すすに汚れた白き美び貌ぼうを誇り高く上げる。

　その左目に──Ｖ字に開いた二本指を添える。

『隆哉のことは、この私が、命に代えても、世界のすべてを敵に回しても──』

　戦慄おののく目ま蓋ぶたの下に輝かがやいたのは──アメジスト・アイ〈死神姫ノ狂ヒ舞ヒ〉。──漢字部分にビースト・モードとルビを振る。

『守る──！』

　い、いけ、ない……。

　隆哉は必死にＶＪに向け、声を絞り出した。

　……だ、だめだ、ＶＪ……やめるんだ……ッ。

　本来はエメラルドに輝く対の瞳ひとみの〈左〉がアメジスト水晶の透紫を帯びる時。それは、ＶＪ自身にも制御できない能力の解放を意味していた。

　すなわち、精神錠じよう──プリンセス・ガーディアン──が外れるということだ。ＶＪの精神を守るための防御壁が、今、崩ほう壊かいしようとしているのだ。

『た、たかやを……まもる……ため……なのだ……っ！　そ、そのためには……これしかもはや方法が……あ、あああ、アァァ……ッ！　くうっ、自我が……アアア……ッ！』

　いけない……ッ！　ＶＪ……ッ！

　──その刹せつ那な。

　火か龍りゆうの吐はく咆ほう哮こうの如ごとく炎が渦巻く夜の天に、輝ける閃せん光こうのフレアが散った。

　眩まばゆすぎる煌きらめきの中、すべての時空が生命を失ったかのように、辺りに唐とう突とつな静寂が訪れる。──シ……ン……──驚きよう愕がくに見開かれたＶＪの瞳が、やがてエメラルドの平へい穏おんを取り戻した。

　海の色を映しとったかのような双そう眸ぼうをその光の中心にひたと据え、ＶＪは戦慄おののく唇くちびるを嚙かみ締しめる。

『こ、これはいったい……!?　な、なにが起きたのだ……!?　隆たか哉や、無事なのか!?』

　ああ、お、俺は大だい丈じよう夫ぶだ……ＶＪこそ、大丈夫か!?

『わ、私は大丈夫だ……。し、しかし、状況が把は握あくできな──』

　音もなく火か焰えんが舞うその只ただ中なかに舞い降りたのは──否いな。その両足は地に着かず、宙に浮いている。

　──翼つばさもなく。

　──武器も持たず。

　──ひたすらに、静。

　少女、であった。

　ＶＪが着ているのと同じ制服に身を包み、その少女は、座るようなポーズで宙に浮いたまま、軽やかに両手を左右に広げてみせる。

　あらゆるサイズの半透明３Ｄモニターが両手の動きに合わせ、まるで少女の盾たてであるかのように扇形に展開され、

『……起動』

　感情を感じさせない、平へい坦たんな声。ウィ……ン……と軽やかな音を立て、機械は命令を実行する。すべてのモニターに命が吹き込まれる。

　顎あごのラインで切り揃そろえられたショートカット。細い首筋。モニターの光を反射して視線を隠す眼鏡。いかにも優等生然としたハイソックス。学校指定のローファー。セーラー服にはややゆったりとしたカーディガンを重ねている。

『ライブモード。フルスクリーン展開。……全思考を言語化』

　眼鏡の奥の瞳ひとみは透けるモニター越しにＶＪを見据え、細い指先はまるでピアノの鍵けん盤ばんを叩たたくかの如ごとく軽やかにリズミカルに、不可視のキーボードの上を躍おどり始める。

『な──何者なのだ……？』

　ちらり、とＶＪを見やり、冷れい酷こくとすら感じる静かなイントネーションで彼女は囁ささやいた。

『私の名前は──零れい』

『……零……だと……？』

『そう。零。ゼロ。それは、無。なにもない、ということを意味している。……私は、ヒトの造りし者。魂たましいを持たない、命の器……』

　……なん……だと……？

　隆哉の脳裏に浮かんだ思考を瞬しゆん時じにトレースしたかのように、キーボードの上を零の指が躍る。そして瞬またたくモニターに〈なん……だと……？〉と言葉が打ち込まれる。

　そして零と名乗った少女は、まったく感情のわからない透ける血色をした瞳を、隆哉へ向けた。ぎくり……思わず息を飲むほど冷たい、しかし綺き麗れいな目。

『佐さ藤とうくん。私は、あなたの分析官として生きるために、母なる生命の海からすくいあげられた……。天より遣われし、神の、シ者……』

　人形めいた頰ほおは象ぞう牙げ色いろ。薄うすい唇くちびるから発せられる声は林はやし原ばら。

『なっ、なにを言っているのだ!?』

　小さな身体からだで目いっぱい伸び上がり、零れいの鼻はな先さきで喚わめいたのはＶＪだった。

『おまえの言うことは意味がわからないぞ！　要するに、どういうことなのだ!?』

『……要するに、私もここで暮らす、ということよ』

『なんだとぉ!?』

　プラチナの髪をふわふわと揺らしながら振り返り、ＶＪは尖とがった犬歯を見せてさらに声を上げる。

『隆たか哉やっ!?　これは一体どういうことなのだ!?　私はただ一人の、運命の心の嫁よめではなかったのか!?』

　ちょ、待て待て待てッ！

　俺にもよくわからんのだッ！

『……〈ちょ、待て待て待てッ！〉〈俺にもよくわからんのだッ！〉……これ以降、すべての言語化作業を自動入力とする』

　零はそう告げると見えないイスからするりと立ち上がった。ＶＪよりは身長が高いが、それでも少女としてはごく平均──否いな。小柄な方なのかもしれない。

『……ということで、これからは、この私も佐藤くんの脳内に存在することになったから。私の存在を受け入れる以外の選せん択たく肢しは、ＶＪ、あなたには、……ない』

　見る間にＶＪの頰が真っ赤に染まる。ぷぅぅぅ！　と膨ふくらんでいく。目の縁には涙が浮かび、

『ふ、ふ、ふにゃあああああ～～～～～っ！』

　銀のふさふさの先せん端たんだけが黒い、大きな猫耳がふっさりぴょこん、とその髪の中から姿を現す。そう、ＶＪは感情が高ぶると猫耳が生えてしまう体質なのだ。

『このっ、このっ、この浮気者～～～～～っ！」

　ばちーん！　と問答無用のビンタが隆哉の頰に飛んだ。は、話を聞いてくれぇぇ～！　とギャグ顔で頰を押さえる隆哉を見やり、静かな声で零が言う。

『……ラブコメフィールド、展開。モード・やきもち。シークエンス・猫耳。──エピソード、開始』







　　　　＊＊＊







「はーあ、ったく。モテるのも楽じゃねえなー。女ってさ、まーじーで、扱いがめんどくっせーしさ……っと」

　思いっきり伸びをしながらそう口にした、その瞬しゆん間かん。

　とある平日の、お昼時。

　それまで騒そう々ぞうしく法学部学食を満たしていたゆるい喧けん騒そうの一切が、唐とう突とつに止やんだかのように佐さ藤とう隆たか哉やには思われた。そして怪け訝げんな顔をしてこちらを振り向く女子が数人。やたら鋭い視線で顔やらスタイルやら着ている服やらをチェックされ、挙句、「は？」とか首を傾かしげられる。

　その「は？」に籠こめられた悪意のトゲに気が付かない隆哉ではない。モテる？　おめえが？　なわけねえだろ！　……そう思われているのは嫌いやでもわかる。

　とはいえ、んだよ感じ悪いなぁ、これだから三次元ってのはよぉ、などとただクダを巻くのも芸がない。

　ので、

「んあーっはっはっはっはっは！」

　参ったね！　こりゃ！　といった風ふ情ぜいで仰のけ反りながら高笑いしてみた。

「ま、好きに解釈して下さいよ、って感じだな。所しよ詮せん奴やつらは三次元、二次元に生きる俺とは永遠に無関係の存在よ。なあ万ばん里り、やなっさん、おまえらも思わないか？　三次元ってのはこう、刺激がなくていけないってさ」

　テーブルの向かいに並んで座る同じ法学部法律学科の友人、多た田だ万里と柳やなぎ澤さわ光みつ央おに水を向けると、

「いや、俺は三次元でそこそこ満足してるね。めっちゃうまいもん、三次元のコロッケカレー。なあやなっさん、最高だよな」

「おお、最高だよな。もう二度と普通のカレーには戻れねえって感じ。ほら、見ろよ二次元くん、こーんなでかいコロッケがプラス三十円でついてくるんだぞ」

「考えられないほど幸せー」

「コスパよすぎー」

　仲良し野郎二人はお揃そろいのコロッケカレーの食いかけ皿を抱え、スプーンを掲げてキャッキャッとサルの兄弟みたいに笑い合う。

　やなっさん、というのが柳澤の通称で、二次元くん、というのが隆哉の通称だ。万里は万里。ただ、万里。ギャグではない。

　二次元をこよなく愛すが故ゆえに、二次元の世界で生きていく──自みずからそう宣言した隆たか哉やを、この春に大学で知り合った新しい友人たちは、親しみをこめて「二次元くん」と呼んでくれている。ちなみに万ばん里りと柳やなぎ澤さわには、心の嫁よめ・ＶＪもすでに紹介済みだったりする。

　気の良い万里はどこかマイナー落語家を思わせる白い丸顔でへらへら笑いつつ、

「ほら、よかったら俺のコロッケ、一口食ってみない？」

　皿をこちらにすすめてくれるが、いいのいいの、と手を振ってみせた。

「俺、揚げ物あんま食わないようにしてんの。バイトが天てん丼どん屋やじゃん、まかないも１００パー天丼だし、せめて普ふ段だんは油系やめとこうっていう男の美学で」

「そっか、男の美学じゃしょうがないな。でもさ、今二次元くんが食ってるそれ、かなりギラギラ油浮いてる……」

「うん、これはいいの。辛から味みがカロリーを燃焼させてくれるから」

　オレンジ色の油がべっとり表面を覆おおっているマーボーラーメンを一口すすり、ふう、と隆哉は幸せそうに息をついた。これ系の食品が好きなのだ。広東カントンメンだとか、五目ラーメンだとか、うまにそばだとか、あんかけ焼きそばだとか、要するに中華麵めんにとろっとしたものがかかっていれば隆哉はそれだけで幸せになれる。

　とはいえ、もちろんカレーだって嫌きらいではない。なんならカレーだけ一口ここにかけてもらって、カレーラーメンにしてみるという選せん択たく肢しもある。引っ込められた万里のカレーの皿にちらりと卑いやしく視線をやる。が、

「ああ……その色だわ」

　思わず零こぼしてしまった呟つぶやきに、万里がを再び丸顔を上げた。

「ん？　なんか言った？」

「や、その色が、さ。福ふく神じん漬づけのレッドが鮮せん烈れつだな、って。……完全に、零れいの目の色と一致するわ」

　万里のカレーとライスの境界線付近に散った、漬物の鮮やかさ。その赤に、つい目を奪われてしまったのだ。冷たい透明感を帯びた、血色の衝しよう撃げき──ゆっくりと瞬またたく、あの感情のない視線を思い出さずにはいられなかった。

　ふむふむ、と訳知り顔で万里は頷うなずき、

「零っつーと、さっき言ってた新キャラの脳内愛人ね。福神漬けの色なんだ、お目目は」

「ちょ、おまッ！　愛人じゃねえってッ！」

　勢いよく身を乗り出した拍子にガチャン、とテーブルが揺れて音を立てるが構ってはいられない。コップから水が零れて「ああ……」とか柳澤が悲しげに呻うめいているがそれにも構ってはいられない。

　愛人だ、なんて認めてしまったら、やきもちモード全開中のＶＪがさらに臍へそを曲げてしまうではないか。

「零れいはあくまでも分析官なの！　本人も言ってたし！　『……私に心は、ない。愛なんて、知らない。だから……愛人では、ない……』って！」

「ははあ、なるほどぉ」

　万ばん里りはのんきにでかい口をあけて福ふく神じん漬づけの汁にまみれたコロッケをかじる。

「まあとりあえず、ブリちゃんも大変だよなぁ。いきなり同居女が増えるなんてなぁ」

　モタモタ咀そ嚼しやくしながら言う。

「そ。大変なんだよ。もう猫耳ふるふるしちゃってるよ」

「あれ？　おたくの嫁よめさん、猫耳なんて生えてたっけ？」

「生えたの。感情が高ぶって、ピョコン！　って。でもずっと機き嫌げん悪くてさ、こう、猫耳はだいたい常にそっぽ向いてんのね」

　隆たか哉やは油でオレンジに染まった箸はしを置き、両手を揃そろえて万里の顔の前でへたっと下にさげて見せる。猫耳を表現しているつもりだ。

「でも『ほらほらＶＪ！　チョイスだよぉ～！』ってやると、ぴくっ！」

　片手だけをピコン、と跳ね上げる。

「『ほらほらぁ！　早く来ないとおまえの分も食っちゃうぞぉ～！』……ぴくぴくぴくっ！」

　次は両手でＶＪのぴくぴくかわゆいニャンコお耳を再現。そのうち我が慢まんできなくなって、ＶＪは『うにゃん！』と飛びついてくるわけだ。

　恥ずかしそうに顔を真っ赤にして、でもまだすこしふくれっつらで、部屋着のモコモコウサギちゃんパーカー（うすぴんく）におそろのモコモコショートパンツで……ああんかわゆいよぅ、死ぬほどかわゆいよぅＶＪ、いっそ殺せ殺してくれ俺を……うっとりその姿を思い浮かべる隆哉の鼻先、

「わかるわかるこーだろ？」

　万里はぶるん、とおどけたドブス面づらを震ふるわせてみせ、

「『にっ、二次元殿～！　おっ、おっ、おいどんのチョイス、食わせてほしいでござる～！　ぬふぅ～！』」

　間髪いれず、

「あうっ！」

　張り倒した。

　まあ、ビンタというのも禍か根こんを残しそうでアレなので、シャツの袖そでを思いっきり手の先に伸ばして振り回し、ぺしん、と叩たたいてやっただけだが。痛くはないはずだ。しかし、怒いかりは通じたはずだ。見たかＶＪ、おまえをバカにする奴やつは、たとえ友達だろうと、俺は決して許しはしない──。

　そんなくだりなど目に入ってはいなかったかのようなのんきさで、つかさあ、と柳やなぎ澤さわが口を挟んできた。万里の三倍ぐらい目鼻の彫りが深くて、コロッケカレーなんか喜んで食っているのが異様に間抜けっぽく思えてくるようなシリアス美男子ヅラ。

「名前が零れいで、目の色が赤？」

「そうよ」

「で、ショートカットの制服少女？」

「うん。ったく、やっべえよなー……まじ、俺の好みド真ん中だしさぁー……」

　柳やなぎ澤さわはなにかを警戒するようにちょっとイスを後ろに引いて隆たか哉やから距きよ離りを取りつつ、言っていい？　言っていい？　と早口で前置きして、

「それってもはやそのまんまアレよな、俺でも知ってる、あやな」

「あっはっはぁー！」

　手を叩たたきながら思いっきり上げてやった笑い声に、柳澤の言葉の続きはあっさりと搔かき消えた。

「なーに言ってんのやなっさん！　ほんとそういうこと言うの好きだよな！　じゃあさ、じゃあさ、聞きますけどぉ、その『あやな』んとかさんは、セーラー服を着ていますかぁ!?」

「え？　いや、」

「カーディガン、着ていますかぁ!?」

「……や、てか、」

「め、が、ね！　かけてますかぁ!?」

「……なんつうか、それはそれでまた別の……」

「声はぁ、林はやし原ばらぁ、ですかぁ～!?」

「……え、それは、う、うん……」

「来たまえこっちに。怒おこってはいない。もっとこっちに近寄りたまえ」

「……」

　イスをゴトゴトいわせながら嫌いやそうに近づいてくる柳澤の口元の辺りを、

「唇くちびるとれろッ！」

「はぅあっ」

　さっき万ばん里りにしてやったのと同じように袖そでの先で叩いてやる。ひゃっひゃっひゃっ、と万里が笑う。

「やなっさんバカだ、自分からやられにいってんじゃん、ていうかぶっちゃけ二次元くんの脳内キャラってだいたい毎回なにかのパ」

　万里の頰ほおにもう一発食らわしてやる。なにが「ひん！」だ、なにが「二次元くんコワイ！」だ。

「神は細部に宿るんだぞ！」

　隆哉は二人の前に高らかに言い放った。そしてマーボーラーメンをずるずるすすり（伸びてはいけないので……）、豆腐のかけらが浮いたスープもれんげでせっせとほとんど飲んで、

「そして自然は芸術を模も倣ほうするのだよ！　……ふう、ごっそさん」

　口を拭ふき、箸はしを置く。すべて許したつもりで顔を上げる。

　しかし、恐怖政治の言論封殺路線が過ぎたのだろうか。

　万ばん里りも柳やなぎ澤さわもおどおどと二人でテーブルの隅に身を寄せ、上目遣いで黙だまったままこちらの様子を窺うかがっている。怯おびえきってコロッケカレーの続きにも手をつけられずにいる。

　友人たちのここまで卑ひ屈くつなザマを見せつけられては仕方がない、隆たか哉やもすこしは態度を軟化せざるを得ず、

「……ま、とはいえね。あれですよ」

　頰ほおを緩ゆるめ、笑ってみせた。

「俺もね、少しは思ってますよ。確かに、既存のキャラの影えい響きようを受けている──と言われても仕方がない、状況ではある、かもしれない、と」

　イスを引きずり、万里と柳澤にぐっと近づいてテーブルに肘ひじをつき、さらに接近。にこやかな顔を至近距きよ離りから二人に向けてやる。

「本質的なことはさておいて、もちろん意図したことではないけれど、確かにパッと見のパーツ単位で似てしまっている可能性はある。今の日本ってさあ、すごくキャラクターのデフォルメ化が進んでいるじゃん。そして日本人って、とかくカテゴライズするのが好きじゃん。デフォルメ化された一部分一部分をいちいち取り上げて、ああこれはあのカテゴリー、これはそのカテゴリー、そういうことを近視眼的オタクチックな精度でやってみりゃーそりゃーどこかしらかはなにかに似てもきますわな。あれはなになにと同じ、これは誰だれ々だれの真ま似ね──それを否定するにはあまりに世界は窮きゆう屈くつじゃない。だって、ありすぎるわけ、カテゴリーが。しかも同一文化圏に存在する人々の志向性にはさほどの差異はないと見るのが自然だし。でも俺は、そんな世界を、俺のまま、ありったけの俺として生きていくしかないわけ」

　両手をぱっと開いて、隆哉は笑顔をゆっくり横に振って見せる。友人たちには、これで完全に理解してもらえただろう。もしくは、煙けむに巻くことができただろう。

「すれすれのところをかすめてうまいことすり抜けていかねーと、とかく事故りやすい世の中で──って自覚は、だから当然あるわけよ」

　いやあ……と小さく言い返したのは万里だった。

「……思いっきりぶちあたってるよ……事故ってるよ……ていうか自みずからバンバンあてにいってるよ」

　続いて柳澤も、

「ほとんど当たり屋だよな……」

　聞こえぬ聞こえぬ。これにて、一件落着！

　食べ終わったトレイを片付ける前に携帯をチェックしようとしたそのとき、

「ていうか、当たり屋といえば、あの子どうした？」

　急に話を変え、万ばん里りがスプーンをこちらに向けてくる。しかし意味がわからない。

「は？　当たり屋といえば？　なにそれ？」

「ほら、前に話してたじゃん。姉ちゃんの後輩で、昔二次元くんのこと好きだったっぽいとかいう三次元女子高生。その後なにか展開ないの？」

「……もしかして……秋あきちゃん、のこと言ってんの？」

　魔ま性しようの後輩、秋ちゃん──その名を口にするやいなや、隆たか哉やの眉み間けんに我知らず、神経質なしわが刻まれる。急に眼鏡が重くなった気もして、食い込む鼻柱に指先をやる。

「そうそう秋ちゃん！　俺もどうしたかなと思ってた！」

　柳やなぎ澤さわも水を得た魚のように万里に大きく頷うなずいてみせ、

「でも、なんで当たり屋といえばでその話が？」

「え、当たり屋って感じじゃね？　忘れた頃ころに急にバーン！　と出てくるあたりとか。事故じゃんほとんど。その気がある素そ振ぶりで二次元くんを惑わせて、からかって、そしてまた消えちゃうとかさ。二次元くんはそう思わない？」

　まあ。そう、なのだが。

　確かに、ほぼ万里が言ったとおりの出来事が起きたのだが。

　なんとなく「うんそーだね！」とは頷きたくなくて、微妙な角度で顔を伏せる。

　あれは、少し前のことだ。

　彼氏と暮らしている姉が一時帰省してきたのがきっかけで、中学卒業以来話していなかった後輩の秋と再会してしまった。その中学卒業、というのが、秋から告白めいたことをされた時でもあった。

　性的に屈折した中坊だった隆哉は秋の気持ちを素直に受け取ることができず、返事もしないまま、というか振ったも同然な感じで別れ、それっきり。どんどん綺き麗れいになっていく彼女を地元で見かけることはあっても、遠い世界を生きていた。

　しかし再会した秋は、ずっと隆哉を忘れていなかった……ような素振りを見せた。少しは大人になった隆哉も、二次元を生きると決めたはずの覚悟まで危険に晒さらして、三次元後輩・秋の媚び態たいにふらふらと靡なびいた。

　──しかし、単にからかわれただけだったのだ。

　靡いた隆哉を笑い飛ばし、秋は去っていった。今にして思えば、あれは中学のときに彼女を傷つけた隆哉への仕返しだったのだと思う。

　そしてまた、それっきり。

　傷ついた。

　先に傷つけたのはどっちとか、そういうことはとりあえず置いておいて、本当に傷ついた。あれは痛かった。自分自身のことをも信用できなくなりかけた。なにが二次元くんだ、と。二次元が好きだから、じゃなくて、単にうまく生きられない現実から逃とう避ひしているだけなのではないか。ままならぬ現実に傷つかないよう、自分を別の安全な場所に隠しているだけなのではないか。そんなふうにも自分を責めそうになった。

「……秋あきちゃん、ね。うん。生きてるよ」

　いや、生死を問うたわけでは、と首を振る友人二人の前で、隆たか哉やはしかし不敵に笑う。

　あのとき、傷ついた自分を心配し、立ち直らせてくれたのは誰だれだと思う？

　元気を出すのだ、と明るく笑顔を向け続けてくれたのは。隆哉が元気ないとなんだか私も悲しくなる……と声を震ふるわせていたのは。プラチナの髪をリボンで結い上げて、きょ、今日だけ特別にでーと、なる遊ゆう戯ぎをしてみようと思うのだ、だって、その、隆哉に元気になってほしいから、ゆうえんち、なる場所に行ってみようと思うのだ、と恥ずかしげにワンピースを揺らしていたのは。メリーゴーランドに横座りしてソフトクリームをおっかなびっくり舐なめあげていたのは。時折寝ぼけて朝起きたら裸になってしまっているのは。戦場では誰より頼たよれる最強の死神姫なのは。命をかけて、愛していると叫んでくれるのは。

　そう──ＶＪだ。

　やっぱり彼女こそが、たった一人の、運命の心の嫁よめ。

　ＶＪが元気付けてくれたから、再び隆哉は二次元くんとして立つことができている。三次元で受けた傷など忘れて、前よりももっと強く、もっとまっすぐに、隆哉は自みずからが妄もう想そうの中から作り上げた完全なる理想の女の子、ブリジット・ジェオミリアを愛している。ただ一筋に。彼女だけを。狂おしいほど。愛しぬいている。

『ほーお。その割には愛人が居ついたりしているみたいだが？　どういうことなのだ？』

『何度言ったらわかるの。私は愛人ではないわ。……ちなみに今日のお昼はとんこつしょうゆラーメン、メンマ抜き。メンマ、食べられないもの』

　──ま、まあ、その話はまた後で、な。

「その秋ちゃんとその後、話したりしてるわけ？　聞かせて聞かせて！」

　ずいっ！　と身を乗り出してくる万ばん里りの頭を、ばかめ、と押し戻す。女みたいに恋愛話が好きな奴やつというのもいるものだ。

「話なんかしない、ただ見かけるだけ。地元で。そもそも家が近いんだもん。でも声なんてかけないし、向こうは多分俺の存在に気づいてもいないし」

「えー、そう？　なんでそう思う？」

「なんでもなにも、俺は地味だもん。対してあちらさんは……」

　あちらさんは──なんと言えばもっとも正確に状況が伝わるだろうか。

　あちらさんは地元では噂うわさの的になるほど目立つ美少女だし。あちらさんは制服でも私服でも色気があってどこか危ういオーラを放ちまくっているし。あちらさんはたいがい取り巻きと一いつ緒しよにいるし。男といるのもたくさん見たし。……どれが彼氏かなんてわかりゃしない。でも一人でいたときもあった。本屋で、少女漫画誌を秋は一人で立ち読みしていた。綺き麗れいな黒髪を背中に垂らして、白い頰ほおを俯うつむけて、サンダル履ばきで、薄うす着ぎで、コットンパンツの尻しりに携帯だけを突っ込んで、細い肩が壊こわれそうなほどに華きや奢しやで──

「……あちらさんはいっつもチャラチャラ楽しそうにしてんもん」

　声など、かけられなかった。

　本屋の外からガラス越しに、隆たか哉やは秋あきを見ていた。水族館でクラゲの水すい槽そうでも眺めている気分だった。ガラスの向こうにふにゃふにゃ揺れる、水っぽい透明の生命体。

　変な生き物だと思った。多分一生理解できない。なんなんだろう。なんで、この世には、ああいうのが生きているんだろう。もやもやと湧わき立つとりとめのない疑問は、しかしどこにもやり場はなく、静かに飲み込み、結局そのまま通り過ぎた。

「ご縁はじゃあ、やっぱりナシなのか」

　コロッケカレーのラスト一口を頰張って、残念そうに万ばん里りが言う。

「でもさあ、二次元くんて、あっさり彼女できても全然おかしくねえ感じするけどな」

　空からになった三人分の食器とコップを重ね、全部をひょいっと片手で持つなどという男前ぶりを存分に発揮しつつ、きりっと整った面おも差ざしでそんなことを軽く言ってのける柳やなぎ澤さわ光みつ央お、彼女いない歴＝年齢。おまえが言うか、と万感の思いをこめて、柳澤に言い返す。

「いーや。おかしいね。三次元の女なんて絶対に俺には合わない。てか必要ない」

「二次元くんならそう言うとは思ったけどさ。じゃあ、たとえばほら、オタクっ子だったらどうよ？　いわゆる二次元レディー。知り合いになって、意気投合して、いつしか互いに居心地がよくて……みたいなこともあるかもしんねえじゃん」

「ないないない。なーいーね。俺は確かにオタクだけど、オタク同士で親交を深めたいとか思うタイプじゃないもん。自分の脳内二次元ワールドにだけ浸ひたってればそれだけで最高に幸せなんだよ。第一、忘れたのかよ、やなっさん。俺には彼女どころか、すでに嫁よめがいるっつーの。ＶＪっていう、最高の嫁が」

　そうそう、とバッグを持って立ち上がり、万里も言う。

「愛人までいるっつーの。なあ？」

「だから、愛人じゃねえっつーの」







　──などという下らないやりとりがあったことも、隆哉はすぐに忘れてしまっていたのだが。出会いは、それからほんの数日後。

　心理学の講義での出来事であった。







　　　　＊＊＊







　さっきから、やたら大量の消しゴムのカスを出す女だな、とは思っていた。

　万ばん里りや柳やなぎ澤さわは別の講義に出ている、心細い午後の心理学。

　一番後ろの列の座席に座れたのはラッキーだったが、ふたつ空席を飛ばした隣となりの女がハズレだった。ずっと俯うつむいてシャカシャカとシャーペンで何か書いては、すごい勢いでゴシゴシ消しゴムをかけまくるのだ。机は揺れるし、カスは飛んでくるし、こっちはノートすらまともに取れない。

　しかも女が消しゴムをかけまくるたび、キッキッキッキッ、と耳みみ障ざわりな音で机がきしみ、前に座って熱心に講義を聴きいていた先輩らしき人にとうとう軽く睨にらまれてしまう。や！　俺じゃないすよ！　なんて言い訳もできず、隆たか哉やの苛いら立だちはさらに募つのる。募る間にも、シャカシャカシャカ……キッキッキッキ！　は続く。

　マジで、この迷惑女──一言文句をいってやろうか。

『まあまあ隆哉。そうイライラしないでもいいではないか』

　──ＶＪ。

『ストレスを溜ためると身体からだによくないのだぞ？　もっと気を大きくもつのだ』

　エメラルドグリーンの瞳ひとみを瞬またたかせ、ＶＪはちょこんと足を伸ばして座っている。水色のコットンにひつじさんと雲が浮かぶ柄のかわゆいパジャマ姿でだ。細い肩に垂れるプラチナの髪はまるで滴したたる蜜みつのよう。

『とはいえ……かくいう私も、最近ストレスで体調があまりよくないのだが』

　ええっ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶかＶＪ!?

『だって……ずっとあの愛人が一いつ緒しよにいるのだもの……』

　チラ、とＶＪが見やる方向には零れいがいる。零はいつもの制服姿で、

『愛人ではないと言っているのに、しつこいわね。私はただ、佐さ藤とうくんを分析しているだけ』

　なぜかガラスの向こうにいて、分厚い漫画雑誌をしらっと立ち読みしている。一体どういう意味のシチュエーションなんだ、と考える隆哉の思考もすべて、零は自動的に言語化しているのだろう。

『ふんだ、なんだか気に食わない奴やつ。いいのだ、あっちのことはほっとくのだ。それよりも、ね、ね、隆哉。その、お願いがあるのだ。すこーし、恥ずかしいけれど……』

　ＶＪは小さな手で、おもむろにパジャマの前のボタンを外し始める。すぐにミルク色の素肌が見えて、隆哉はあせる。ちょ、ＶＪ!?　一体なにをしているんだッ!?　そ、そんなことをしたら、お胸が見えてしまうではないかッ！

『見えたって、よいのだ。だって……えへ、隆たか哉やだもん……。隆哉に、お医者さんみたいに、私を診察してほしいのだ』

　はらり……。

　ぶっ、ぶっ、Ｖ～～～～Ｊ～～～～～～～～！

　シャカシャカシャカシャカ！　キッキッキッキッキッ！

「……っ」

　バサッ、と開いたノートに大量の消しカス。

　素す敵てきな脳内妄もう想そうを中断され、とうとう苛いら立だちが最高潮に達した。

　迷惑女が紙をぺらっとめくった拍子、隆哉の手元にまで消しカスが思いっきり跳ねてきたのだ。机から落ちた分は、デニムの腿ももと膝ひざに降りかかったし。

　はあ!?　と思わず女の方を見るが、相変わらずキッキッキッキッキッキッキ……。

　さすがにもはや我が慢まんしてはいられず、隆哉はノートに挟まった消しカスを勢いよく女の方に払い返してやった。

　それでようやく気がついたのか、女は驚おどろいたように顔を上げた。

　まん丸に見開かれた目が隆哉を見て、唇くちびるが動く。あ、すいません、とか、声を出さずに言っている。

　そのとき、女が覆おおいかぶさるように隠していた紙が見えて、隆哉はギクッと──なぜだか見てしまったこちらが気まずくて、慌あわてて目を逸そらした。

　イラストだった。

　バストアップの長髪キャラのイラストを、さっきからせっせと描いていたのだ、この女は。

　うわ……とか思ってしまう権利が自分にはない、とは思わない。

　もちろん、隆哉だってオタクだ。イラストなんぞいくらでも描いてみたことはある。大好きな美少女キャラを、コミックやアニメ誌を脇わきに置いて見ながら随ずい分ぶん模も倣ほうしたものだ。センスがないのか思うようには描けなくて最近はご無ぶ沙さ汰ただが、とりあえず、それもすべて家でのことだ。鬼姉の目をかいくぐって、こそこそ自室の机でやっていた。そういうものだと隆哉は思うのだ。

　大学で、しかも講義中にイラストを描くなんて、痛すぎないか？

　むしろ下へ手たに同類であるだけに、余計に痛く感じるのかもしれない。

　もしも描いていたのが自分だったら、見られてしまったのが自分だったら、そう思ってしまうからリアルな痛さに身が竦すくむ。相当恥ずかしいはずだ。自分だったら耐えられない。脳内妄想を友達に語るのはＯＫでも、知らない奴やつに講義中に描いていたイラストを見られるのはＮＧだ。隆哉の「一線」はここだ。

　気づかぬふりをするのが人の道……そ知らぬ顔で、隆哉はそれ以上消しカス女の方を見ないよう、身体からだを反対側に捻ひねってやった。情けをかけてやったつもりでいた。

　しかし、ややあって、すーっとルーズリーフが一枚こちらの手元に滑すべってくる。驚おどろいて、思わずそれに目をやった。

　手、きれいですね☆

　汚いが妙にデザインチックなかわいい文字で、そう書いてある。

「……な、なに……？」

　小さく声に出してしまい、慌あわてて口をつぐんだ。この講義は私語厳禁、騒さわげば即退場させられて出席カードも出せない。

　女はじっとこちらを見ていた。

　隆たか哉やの手元からルーズリーフを取り戻し、なにか書き足し、また差し出してくる。

　二次元くんってよばれてますよね？　学食とかで見たことあります。

「……!?」

　今度こそ、驚いた。知っているのか、自分のことを。

　隆哉を見ながら、にこにこと彼女は笑っている。

　つややかな髪は大人しそうなセミロング。ほんのり淡いメイク。小さな顎あごをした整った顔立ちに、大きな黒目がキラキラ光っていて、どこかウサギを連想させるような愛らしさ。そんな笑顔を向けられてしまっては、消しカス女とか迷惑女とか、そんな呼び方もできなくなる。

　彼女はいまだ気が動転している隆哉の方に今度は直接手を伸ばしてきて、さらに文字を書き連ねる。真っ白な小さい手が間近にある。中指には蝶ちようの形の、おもちゃみたいなリング。短く切った爪つめには透ける苺いちご色いろのキュートなネイル。ふわん、と甘ったるい飴あめのような香りが立ち上る。香水だろうか？

　私も一年です。愛あい可かといいます。

　にこっ、とさらに笑ってみせた頰ほおはつややかなピーチ色。

　愛可と名乗った桃ほっぺの彼女は、そのまますこし隆哉の顔を見つめ、そしてゆっくりと、文字を書き足した。

　腐です。

　瞬まばたきして、探るみたいにその目が語る。意味、わかりますよね。同類ですよね。恐る恐る、隆哉も視線だけで頷うなずいて見せると、安心したみたいにその下に文字を書き続ける。

　いきなりスイマセン。講義の後、ちょっとお願い事があるんですけど、よいデスカ？







「も～ちょっとだけ、まっすぐ指をこっちに向けてもらっていいですか？」

「こう？」

「あっ、ちがくてちがくて……もっとこっちに……」

　人差し指を立てた隆たか哉やの右手を、愛あい可かはそっと指先でつまむようにして角度を調節する。そして携帯の画面を覗のぞき込み、何度かシャッターを切った。

　講義を終えた学生たちが通りがかるロビーの片隅のベンチで、二人の姿は少し異様にも見えたかもしれない。

「うまく撮れた？」

「……撮れた撮れた！　ありがとうー、ちょうど欲しかった角度で撮れましたー！」

　隆哉の手を何ポーズか変えさせて、愛可は携帯のカメラで撮影しまくったのだ。気に入るように撮れたのか、慎しん重ちようにボタンを操作して画像を保存している。

「でも俺なんかの手でよかったの？」

「うん！　実は、結構前から二次元くんのこと、手が綺き麗れいな男の子がいるなーって思って見てたんだ」

「えっ!?　うそ、ほんとに!?」

「なにか楽器やってるの？」

　愛可のそんな言葉に、さらに目をひん剝むいて首を横に振る。

「まさかまさか！　やってないよ楽器なんて！」

「えー、そうなの？　ピアノとかやってるっぽい指だなーとか思ってたよ。すっと長くて、細くて、でも骨っぽくて男っぽくて、ほんとに綺麗な手をしてる。二次元くんはスタイルがいいから、骨格自体が全部綺麗なのかも」

「ス……スタイル!?　俺のスタイルが、いい!?　この俺が……き、綺麗!?」

　容姿をこんなにストレートに褒ほめられるなんて、生まれて初めてのことだった。親でさえ、祖父母でさえ、こんなに隆哉を褒めてくれたことはない。しかも異性からなんて、空前絶後、前ぜん代だい未み聞もん。恥ずかしいというか、むずがゆいというか、嬉うれしくなくはないというか。

　顔がカッと熱くなるのを感じる。やだ、三次元でこんなにも簡単に舞い上がってしまうなんて、二次元くんを名乗る自分らしくもない──

『ふふ。隆哉、照れているのだな？　ほっぺが赤くなってるもの』

　ＶＪがくすくす、と猫耳を震ふるわせて笑っている。パジャマで寝転がったままで頰ほお杖づえをつき、

『でも、そんな隆哉も、なかなかかわゆいぞ？』

　悪戯いたずらっぽくエメラルドの瞳ひとみを光らせる。よ、よせやいＶＪ！

　現実の三次元と脳内の二次元、あわせ技で「ぶへへ！」とよがる隆哉に、愛可はベンチから立ち上がって改めて小さく頭を下げてみせた。タイツに合わせたフリルのスカートがひらひらと揺れる。

「今日は急に変なお願いしちゃってごめんね、ありがとう！」

　──実は趣しゆ味みで漫画を描いているんだけど、男の人の手がうまく描けなくて困ってて、良かったら写真を資料として撮らせてもらえませんか？

　講義の後で愛あい可かが言ってきたお願い事とは、要するに、手を撮らせてという話であった。

「最初は自分の手を鏡に映して、ってやってたんだけど、へたくそなせいか、どうしても見るからに女の手って感じになっちゃって。ほんとに助かったよ～、締しめ切り迫っててどうしようもなかったの」

　心底申し訳なさそうにぴょこぴょこ謝るのに、いいよいいよ、と隆たか哉やはまだ少し赤いかもしれない顔を横に振ってみせた。

「締め切りっていつなの？」

「土曜日午前十時。それまではもう、地獄の修しゆ羅ら場ば」

　ちなみに締め切りと言っても、いわゆるプロのいう締め切りとは意味が違うらしい。

　愛可はゲームの二次同人サークルをやっているとかで、イベントに合わせて同人誌を発行するために、原稿を印刷所に入れる期限のことを「締め切り」と呼んでいた。そこを越えると請求される金額が一気に跳ね上がり、儲もうけなどほとんど出ない弱小サークルの愛可には払えなくなってしまうという。

「今までは一いつ緒しよにサークルやってる相方の子がいて、その子がポーズ集とか資料いっぱい持ってたから私も使わせてもらってたんだけど、最近ケンカしちゃって。相方解消になっちゃったのね。そしたらもう、顔はとにかく身体からだがぜんっぜん描けなくなって、すっごいやばいの。でも友達の主催するオンリーイベントだから、新刊ありませーんってわけにもいかないし……」

「色々しがらみがあるんだ」

「あるある、超ある……。はあ～……えーと、締め切りまであと火、水、木……正味五日もないんだ、うわ、やば……」

　指を折りつつため息をついて、愛可はがっくりと項うな垂だれてみせる。

「また資料に困ったら、俺でよければ声かけてよ。協力するよなんでも、手でも足でもどこでも」

「えっ、ほんとに？　いいの？」

　手が綺き麗れい、スタイルがいい、骨格が綺麗──ここまで言ってもらえて、そう申し出ずにいられない人間がいようか？　二次元も三次元も関係ない。これは人間としての当たり前の感情だ。

　愛可は嬉うれしげに一度しまった携帯を取り出し、フリップを開く。ストラップにぶら下がる黒髪のと緑髪のと、二体のチビキャラ人形が揺れる。

「じゃあじゃあじゃあ、連絡先とか交換しても？」

「うん、もちろん」

「やったぁ！　……え、佐さ藤とう隆哉って誰だれ？」

「本名」

　携帯番号とメルアドを無事に交換し、愛可はかわいらしく手を振って先に去っていった。ロビーから出てエントランスの階段を下りていくその背中をなんとなく見送ってしまう。

　前から、自分のことを見ていたと彼女は言っていた。

　二次元くんと呼ばれているのも知っていた。

　容姿を褒ほめてくれた。

　……ありえないようなことがありえてしまった。まさか、まさかの展開だった。自分の人生にこんなことが起こるとは思わなかった。ただもうびっくりだ。調子に乗ってしまいそうだ。俺ってもしかして結構かっこいいのだろうか、とか──

「二・次・元・レ・デ・ィー」

　ギク、と後ろを振り返った。

　万ばん里りがにやにやしながら、すぐそこに立っていた。そして隆たか哉やを挟んで向かいには、

「二・次・元・く・ん」

　同じく柳やなぎ澤さわがいつの間にか立っている。にやにや、万里と同じように笑っている。なぜだろう、今はこいつらが二匹の悪あく魔まに見える。

　二人は「二・次・元・レ・デ・ィー」「二・次・元・く・ん」と掛け声をかけつつ、隆哉を挟んでエアキャッチボールを始める。ヘイヘイヘイ、リーリーリー、時折ステップを踏ふんだりしつつ、

「……い、いつからいたんだよ!?」

　隆哉の声には答えない。ただ延々と見えないボールをビュンビュン投げあって、にやにや笑いを顔面に貼はりつけている。

「……な、なんだよ……」

　やがて掛け声は、三次元！　あそれ三次元！　三次元！　あそれ三次元！　と。ぶち切れるまで続ける気なのかこいつらは。

「な、なんか問題、あんのかよ!?」







　　　　＊＊＊







　火曜、水曜、木曜が過ぎて、

「あれ？」

　どうしたんだろ──なんて思ってしまう、金曜日の夜。

「メール、来てないじゃん……」

　長めのシフトで入ったバイトが終わって、すでに十一時を過ぎている。

　私服に着替えて、タイムカードを押して、従業員用の裏出入り口へ向かいながら携帯を確かめ、隆哉はがっかりしている自分に気がついた。

「たっく、いま上がり？　お疲れー！」

　ゴミ出しをしている同どう僚りようバイトに声をかけられ、顔を上げる。

「あ、お先ーっす！」

　たっく……バイト先ではそんな名前で呼ばれていたりもする。ちなみにオタクだからたっくではなくて、隆たか哉やだからたっく、らしい。

　お客に見られる部分ではないからどうでもいいや感丸出しのボロい、汚いドアを押し開けて、ゴミ置き場にもなっている裏道へ出る。通りに抜けると、春も終わりに近づいているせいか、妙にぬるい夜風が生なま臭ぐさく感じられた。

　駅までの暗い道を歩きながら、もう一度携帯を見た。しつこく受信してみるが、メールはやはり、ゼロ。

『……メールが来てなくてがっかりするなら、自分から送ればいいじゃない』

　零れいが平へい坦たんな声で言う。

　ガラスの向こうで相変わらず、分厚い少女漫画誌を立ち読みしながら。赤い瞳ひとみだけが、静かにこちらへ向けられる。

　一方ＶＪは、おねむしていた。淡いベージュのほわほわパジャマで銀の髪は長いお下げに編み、ブランケットに包まれて健すこやかな寝息を立て、『んにゃ……』とか唇くちびるをわずかに震ふるわせている。小さな手には大好物のビスケット、チョイスの箱。バイト中はこれを食べて待ってろよ、と隆哉が手渡したのだが、ＶＪは『隆哉が帰ってきてから一いつ緒しよに食べるのだ。一緒に食べるのが一番おいしいもの。だから絶対我が慢まんして待ってるのだ』と健けな気げなことを言っていた。

　我慢したまま眠りこんでしまったなんて、本当にかわいい嫁よめだと思う。心の底から萌もえる。空恐ろしくなるほど愛いとおしい。

『都合がいいわね。本妻は寝てるわ。さあ、三次元女にメールを送りなさい』

　……零。あのな……。

『彼女からメールがなかったからがっかりしているんでしょ。それなら、自分から送ればいいのに。あなたはそれを、しないのね』

　冷たく言い放ち、零は再び立ち読みに戻る。

　早足で歩きながら、隆哉は携帯を握り締しめ、もう片手で油っこくベタつく髪をかきあげる。バイトの後はいつもこうだ。変な形のキャップをかぶらされているが、厨ちゆう房ぼうに立ち込める油分を防げはしない。汗もかくし、髪にも癖くせがつく。

　まあ──確かに。零の言うとおりだ。がっかりしている。

　愛あい可かからメールが来ていると思っていたのだ。

　知り合って以来、愛可とは実は毎日、かなり頻ひん繁ぱんにメールのやりとりをしていた。主に、愛可が同人をやっているゲームのことで盛り上がっていた。

　たまたま続編の発売が発表になったのを隆哉もネットで見かけ、その続編がファンには期待はずれの内容だったとかで騒そう動どうになっているのを知り、『いやー！　信じられなーい！　ひどすぎるー！』とか嘆く愛あい可かを宥なだめたり、『だって設定からして違ってるんだよ！』とか語り始める愛可に付き合ったり、とにかく話題は尽きなかった。愛可がはまっているカップリングが、黒髪のやんちゃ主人公×緑髪の腹黒クール、というのも知った。それがいわゆる茨いばら、王道カップリングの間逆であるということまで知った。『茨の結束は強いよ』と愛可はしみじみ語っていた。

　大学で顔を合わせることももちろんあった。原稿どうよ？　とか声をかけ、むりむりむりむり、やばいやばいやばいやばい、と愛可が首を横に振るのを笑ったりもした。まあ、それだけといっちゃそれだけのことなのだが。

　そのような積み重ねがあったから、隆たか哉やは今日も、例の如ごとく、嘆きのメールが来ていると思っていたのだ。バイト中もそわそわしていた。もしかして何時間もこちらから返事がないことを気にしていないだろうか、とか。終わったら即返信しないと、とか。

　でも来ていなかった。

　そして、がっかりしている。

　零れいの言うとおり、自分からメールを送ってみればいいだけのことだった。というか、そんなの別になんでもないことだ。どちらからやりとりを始めたかなんて、そもそもそれほど意識したことなんかない。普通に何度も、自分から「今なにしてる？　俺メシ食ってる」ぐらいの気軽さで愛可にメールを送ってきたと思う。万ばん里りや柳やなぎ澤さわにするのと同じように。

　でも、今。

　がっかり、なんてしてしまう自分を知った今は、携帯を握ったまま、この指を動かす気にはならなかった。

『佐さ藤とうくん』

　視線を上げずに俯うつむいたまま、零が語り出す。

『あなた、怖いのね』

　細い指が、立ち読みしている漫画雑誌をペラリとめくる。

『がっかりしている自分に気がついてしまった。がっかりは期待の裏返し……期待している自分にも、気がついてしまった。だから、恐こわくなり始めたの』

　前髪が零の目元を隠していて、唇くちびるだけが動いているのが見える。

『そうでしょ。愛可に、期待し始めているの。時間が空いたらいつだって自分を気にかけて、思い出して、メールしてほしい、って』

　ページをめくる手は止まらない。

『期待を裏切られるのは嫌いやよね。だからあなたは、現実の異性に期待することを極度に恐れている。要するに深入りしたくないのよ。今ならまだ無傷で引き返すことができると思っている。これ以上親しくなったら、これ以上なにか期待してしまったら、また同じことの繰くり返しになる。そう……秋あきとの一件が、いまだに心にひっかかっている』

　──は？

　脳内で語る零れいの言葉は、自みずからの脳内から発せられているとは思えないほど意外だった。なぜ今ここで、秋の話が出てくるのだ。

『あなたは本当は秋と付き合いたかった。秋とキスしたかった。でも、できなかった。させてもらえなかった。受け入れてもらえなかった。期待を裏切られてがっかりしたし、恥をかいたし、傷ついたわ。二度とこんな目にはあいたくないと思った。でも一方で、そう思う自分自身をも許せなかった。ままならない現実と向かい合うことができない、未熟で弱くて恥ずかしいポンコツ。そんなふうに自分を否定してもいるの。傷つくのが怖くて、妄もう想そうの中に逃げている……そんな自分にまた直面することも、あなたは傷つくのと同じぐらいに恐こわくて仕方がないの』

　そのことなら、とっくに自覚していると隆たか哉やは思う。なにをいまさら、だ。脳内愛人ごときに説教される謂いわれはない。

　それに解決済みなのだ。

　自分のポンコツさは、すでに、痛みとともに受け入れた。仕方ない、と。そして二次元世界に浸ひたっているのは心地よい。だから今はまだ、この心地よさに浸っていてもいい。それを自分に許したい。そのように一応、納得したのだ。

『……そうね。なにごともない平へい穏おんな日々を生きているうちは、それでもいいわね。でも、見てごらんなさい。この現実を。メールが欲しいと、結局また期待して。メールが来なくて、結局またがっかりして。次にあなたは現実から目を逸そらすわ。そして、そんな自分にうんざりするの。でも仕方ない。今だけはまだこのままでいよう。そうとりあえず納得するの。……秋のときと、同じことの繰くり返しね。あそこまで大きな傷は、今ならまだ負わないですむでしょうけど』

　零の瞳ひとみが、再びこちらを見る。

『本当は……現実を、生きたいのよ。もっと正確に言えば、現実を生きていかなくちゃいけないと思ってる。人に期待し、しかしすべては思い通りにはならない、それでもまた期待してしまう、そういう人間の愚おろかさをあなたはすでに知っている。みんな普通にそうやって生きているのも知っている。自分にも普通がふさわしい。自分も普通でなくてはならない。そう思っているの』

　現実のアスファルトを歩く自分の足先を見やる。

『このままでいたい気持ちと、このままじゃいけないという気持ち、そのふたつの間でいつもあなたは揺れているの。〝普通の人〟たちみたいに、うまく折り合いをつけられないでいるの……かわいそうにね』

　足を止めた。

　手にしていた携帯を自動販売機にかざし、冷たいお茶のペットボトルを買う。その場でキャップを開けて口をつける。渇いていた喉のどを潤うるおして、眩まぶしい光から顔を背そむける。

　ＶＪが、いつの間にか目を覚ましている。

『……隆たか哉や……』

　甘い声で囁ささやきながら、ゆっくりとその身をブランケットの中から起こした。

『私がここにいるのは……隆哉がそう望むからだ。隆哉が望むならいつまでも、永遠に、ずっと私はここにいる。隆哉を愛し続ける。……そして……』

　まだすこし眠たそうに目をこすり、ＶＪは言うのだ。

『隆哉が私を必要としなくなったなら、私はいつだって、ここから消える。……隆哉の思い通りに生きることが、私のすべてなのだから。だからそんなに悩まないで。難しく考えないで。自分を否定したり、そんなことはしないで……大好きな、私の隆哉……』

　ＶＪ──ほとんど呆ぼう然ぜんと、ＶＪの誇り高くも麗うるわしい美び貌ぼうを見つめた。

　君を必要としなくなるなんて、そんなことが、あるわけないじゃないか。思いをこめて細い身体からだを抱きしめようとしたそのときだった。

「……っ」

　驚おどろいて、ほとんど跳ね上がった。

　現実世界で、ケツのポケットで、携帯が鳴っている。

　メールではなくて、愛あい可かから電話がかかってきているのだ。慌あわてて通話ボタンを押し、

「も、もしもし？」

『もしもし……ごめん、こんな時間に……』

　切せつ羽ぱ詰つまった声が返ってくるのにさらに驚いた。やばいの、やばいの、もう絶対間に合わなくて、でも身体が描けないのどうしよう……ほとんどしゃくり上げて、愛可はパニック状態に陥おちいっているようだった。

　そういえば、締め切りは明日の朝か。メールなどのんきにしている場合ではなかったのか。いまさら思い出す隆哉の耳に、

『他に頼たよれる人がいないの……！　お願い、二次元くん、助けて……！』

　必死な声が響ひびいた。

「えっ!?　助けてって、どうすればいいんだよ!?」

『うちにきて！』










　愛可の家は、隆哉の自宅と同じ沿線、五駅先の住宅街にあった。

　意外と近かったのはよかったが、それにしても、だ。

「一軒家かよ……」

　ていうか実家かよ、と。

　うちにきて！　と切せつ羽ぱ詰つまった声で泣きつかれ、気が動転したままとりあえず電車に飛び乗った。とりあえず降りた駅前のコンビニでシュークリームやらドリンクやらを適当に買い込み、とりあえず、言われるがままに駆けつけてしまった。

　こんな深夜、電車も終わる時間に家に呼ばれるってことは、泊まることを意味している。

　若い男が女の家に泊まるってことは、エロい事件が起きることを意味している。

　この単純な連立方程式の解について、隆たか哉やはあえて考えなかった。とりあえず、とりあえず、とりあえず──魔ま法ほうの五文字でさらりと流し、とりあえず、愛あい可かが助けを呼んでいるからここまでやってきてしまった。なにも感じぬ、なにも考えぬ、ただとりあえず「協力するよ」なんて安請け合いしてしまった約束を男として違たがえぬために。

　しかし、まさかの一軒家ではないか。普通の二階建ての、庭つきのおうち。呼び鈴を鳴らしていいのだろうか。親御さんにはどう挨あい拶さつすればいい。こんな時間に上がりこむなんて、非常識な野郎だと驚おどろかれないだろうか。なぜか勝手に、愛可はアパート的な部屋に一人暮らししていると思い込んでいたのだ。

「ああっ、二次元くん！　今門開けるから！」

　玄関からでなく、なぜか植え込みの奥からサンダルを鳴らして愛可が駆け出てきた。

「こ、こんばんは、愛可ちゃん……」

「ごめんこんな時間に、ほんとごめん、こっちこっち！」

　ずんずん植え込みの奥へ戻っていく愛可を追って、隆哉もおっかなびっくり中へ進んでいく。カーテンの引かれたリビングらしき窓の脇わきを通り過ぎ、家の裏手へぐるりと回って、

「ここから上がって、私の部屋だから」

　愛可は沓くつ脱ぎ石にサンダルを残し、サッシを開いた。カーテンをよけて直接上がりこんでいく彼女に続いて、隆哉もソックスで中へ入った。

「おじゃましまーす……おお……！」

　八はち畳じようほどの部屋はいかにも女の子の部屋っぽいピンク系で統一されていて、いくつもあるカラーボックスには大量の漫画やら小説本やらゲームの箱やらが乱雑に突っ込まれている。そして墨すみの匂におい。床には途中までペンが入った原稿が並べてあって、机にはパソコン。引き出しがたくさんついた棚。テーブルも置いてあって、そこにはライトボックスまである。その周りには汚れた画材やティッシュが散乱していて、つい今まで原稿の作業をしていたのがわかる。

　思ってたよりものすごく本格的ではないか。本物の漫画家さんのようだ。

「うおう、漫画だ……生原稿だ！　すっげえ！　触さわっても大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、ちょっと待っててね、そこの座ざ布ぶ団とんにとりあえず座って」

　愛可はドアから顔だけを出し、「おかあさーん！」と声を上げた。「友達きてるからこっちこないでー！」と。すると奥から「もう遅いんだから騒さわがないでよ！」とだけ返ってきて、

「……ああ……来てくれてありがとう二次元くん。こんな夜遅くに呼びつけちゃって、ほんとにごめん」

　これですべてオッケー、らしい。世の中案外単純にできている。

　なんとなくカバーがかかったベッドの方には目を向けられないまま、

「あのーこれ、差し入れっていうか」

　パソコン前のチェアに座り込んだ愛あい可かにコンビニの袋を差し出す。シュークリームを一つすすめ、自分も同じのを一つとる。愛可はたちまち目を嬉うれしげに輝かがやかせ、

「う、嬉しい！　甘いものすっごい欲しかったの！」

　うえーんうますぎ！　と泣き真ま似ねまでしてかぶりつく。買ってきて正解だったようだが、

「で、その……俺はなにしたらいいの？」

　答えはなかった。

　愛可は黙だまったまま、目の前のシュークリームを三口ぐらいで食べ終えて、さらにもう一つエクレアを手に取る。それも黙もく々もくと食べて、ペットボトルのお茶も飲んで、

「……はあ……」

　妙に遠い目をして壁掛けの時計を見やる。

　残り、十時間……呻うめくようにそう呟つぶやく。直接入にゆう稿こうするから、印刷所までうちから電車に乗っていくの、だから作業できるのは正味八時間……ヘアバンドでおでこを全開にし、

「……描けないんだ……」

　ゆっくりと、視線を合わせてくる。

「それは……ええと、モチベーション的な意味で？」

「技術的な意味で」

　机の引き出しからおもむろに何冊かの薄うすい本──同人誌をつかみ出してきて、愛可はそれを隆たか哉やに手渡した。

　パラパラと開いてみると、まあ、いまさらどうのこうの言う気もしない。男と男が裸で睦むつみあう、いわゆるＢＬ漫画の世界がきらきらうふふと展開している。

　ストーリーを追うまでもなく、結構なレベルの出来なのが書き手ではない隆哉にもわかった。コマの余白に雰ふん囲い気きがあって、絵に関しては書店に並んでいる商業コミックと遜そん色しよくないようにすら思える。

「へえ、うわ、超ちゃんとしてるじゃん。まじですげー……」

「……相方がいなくなったって言ったでしょ？」

「ああ、資料使えなくなったって」

「……本当のこというとね、資料とかいうレベルじゃなくて。今まで、身体からだは、全部相方が描いてたの。私は顔しか描けないの」

　床に置いてある原稿を見れば、確かに顔や目、手のアップしかペンが入っていない。あとは青エンピツで丸と線だけのあたりをつけてあるだけだった。

「顔と、手のアップ乱発で、どうにかなると思ったのよ。……手は、前に二次元くんのを撮らせてもらったのをパソコンに取り込んで、こうやって、」

　紙をモニターに押し付けて見せて、

「描き写せたし」

　隆たか哉やを振り向く。なんとなく、物腰がすこしおかしいと感じる。異様に静かな口調に反して、目つきだけがギラギラ、変に興こう奮ふんしているのだ。

「身体からだはもう、他の人が描いた絵を見ながら描くしかないって思ってた。ていうか、なんなら元相方が描いた前の本からトレースしちゃえ、って。で、そうするつもりで、もうどの本のどのコマからいただくかとか全部決めて、そのつもりで下書きもして、そんで、さて、って……綺き麗れいにトレースするために、本にハサミいれてさ。高校のときに必死にお金ためて、やっと三十部作った、二十八冊売れた、生まれて初めてのオフセット本をバラバラに切り落として、私、さ、」

　……うえーん、と急に愛あい可かが言ったから、またふざけて泣き真ま似ねをしたのかと思った。

　目を押さえた手に涙が伝っていくのが見えて、本当に泣き出したのだとわかった。

「あ、愛可ちゃん……」

「ずっと……こうやっていくのかなって思ったら、なにしてんのかな、って……泣けて泣けて、しょうがないのね。あくどいこと思いつく割に根性据わってないんだ。これってなんの意味があるのかなとか、そういえば原稿は相方がもってるしいずれバレるかなとか、そしたらどう言い訳しようかとか……そのうち全部イヤになって漫画やめるのかな、とか……そんなふうに思ったら、今眠いのを我が慢まんして原稿なんかやってなんになるんだろって思えてくるのね」

　慰なぐさめるべき局面だろう、でもなにをどう言えばいい。ただおろおろと腰を上げてみた隆哉の目の前に、

「やっぱできない……ずるいことはどうしてもできない、自分が自分で恥ずかしいもん！」

　ずるぅ、と愛可がスライムみたいにイスから身を投げて転がった。

「わ……わ、わあ……ちょっと……！」

「だから二次元くんに頼たのむしかないんだよぉ！」

　あのおもちゃが欲しいんだよぉ！　と泣き叫ぶ子供みたいにジタバタ手足を動かしながら、愛可はじわじわ接近してくる。やがてほとんど隆哉の膝ひざに乗りあがるぐらいの勢いで、

「騒さわぐと、ほら、お母さんが……」

「脱いでぇ！」

「……」

「脱いでぇぇぇ！」

「……」

「脱ーいーでーぇぇぇっ！」

「……」

　愛あい可かは土ど下げ座ざしていた。







　はあ、はあ、と異様な息遣いの隙すき間まに、

「もっと引っ張って！　もっともっと、思いっきり服にシワくっきり作って！　シワも全部トレースするから！」

　愛可監督の厳しい声が飛ぶ。

「くっ……」

　隆たか哉やは言われるがままに、逆手で摑つかんだ愛可のＴシャツの裾すそを強く引っ張る。ちなみにもはや上半身は裸に剝むかれ、デニムだけのなり。愛可は向かい合って膝ひざ立だちになった隆哉に自分のＴシャツを引っ張らせながら、手には自らデジカメを構え、真剣な顔でシャッターを何度か切る。こちらからは白い腹がブラ下寸前まで見えてしまっているが、もはやそんなことを気にする二人ではなかった。

「次は寝て！」

　荒っぽく押し倒され、床に転がる。

　足にまたがってのしかかってくる愛可はＴシャツに寝巻きみたいな適当ズボン、触ふれ合う腿ももが生暖かくて、

「手をこっちに伸ばして！　手の甲が下！　そう、そんな感じ！　ストーップ！　……よっしゃあぁ！　いただいたぁ！」

　あまりにも無防備な姿だった。デジカメの画面だけに全神経を注いでいて、さっき引っ張られたＴシャツの裾がまだめくれたままでいるのにも気づいていない。

「次はちょっと腹筋で身体からだ起こして！　手はそのままで！」

「あう……背中がつる……っ！」

「つらないでっ！」

　ふおお……！　と全身ピクピクさせながら、隆哉は愛可の注文に忠実にこたえ続けていた。これがどんなシーンに使われるのか、聞かずともだいたい想像はついた。下も脱いで、とか言われないだけまだ愛可にも理性が残っているのだろう。

「もうちょっと起き上がって！　ほら、腹筋！　がんばって二次元くん！」

　愛可は片手で隆哉の腕を摑んでグッと身を起こさせようとして、

「……ひゃあ！」

　体重差で負け、逆に隆哉の裸の胸の上に倒れこんでしまう。それでもカメラは手放さず、うん、撮れた、ちょうど撮れた、やった、と笑っている。

　なんだろう……。愛あい可かを胸に乗せたまま、ほとんど呆ぼう然ぜんと隆たか哉やは天てん井じようを眺めた。

　さっ、さっ、すっ……そんな３ステップぐらいのシンプルな手順で、なにかがどこかにすぽっと入ってしまいそうな、そんな気がするのだ。

　若い男女が、深夜一つ屋根の下、半裸で絡からみ合って、床に折り重なって倒れていて……さっ、さっ、すっ……すぽっ……そうならないのが不自然な気さえしてくるのだ。

　しかし、
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「はあ……よし、これでまただいぶ進められる……！」

「が、」

　目を異様な興こう奮ふんにギラつかせて身を起こす愛可に不ふ埒らちな手など伸ばしはせず、

「がんばれ……！　俺はまたふきだしの中をやっとくから！」

「うん！」

　愛可はパソコンデスクへ、隆哉は作業テーブルへと戻っていく。

　今時のデジカメは便利なもので、無線でそのままデータをマシンへ転送できる。今撮ったばかりのハレンチ写真をモニターに表示させると、そこに直接紙を押し付けて、愛可は濃い目のペンでざっと書き写していく。それを改めてライトボックスに載せて原稿用紙にトレースして、ペンを入れて完成させるのだ。

　そして隆哉はといえば、セリフをワードで縦書きにズラズラ打ち出した紙にちょきちょきハサミを入れていた。地味な作業だ。原稿のふきだしの中にエンピツで書いてあるセリフに合わせて、切り出した紙片を糊のりでまっすぐに貼はっていくのだ。そして消しゴムをかけると、プロの漫画の写しや植しよくのように仕上がる。

　嵐あらしのように写真を撮り、作業を進め、また写真、そして作業、その繰くり返しで気が付けば、午前五時すぎ。

「……ぶっ……ふふふ！　なんだこれ、なんでこんなミス！」

　異様な明け方のテンションの中、唐とう突とつに思いっきり吹き出した隆たか哉やの声に愛あい可かが振り返る。

「え、なに？　なんかなってる？」

「ほらここ！　ふははっ、受けの子の名前呼ぶところが、『あいか』になってるよ！　『あいか……全部自分で広げて見せろよ……』って！」

　切り出したセリフの紙片を見せてやると、

「……んふふっ……」

　目の下を黒ずませた愛可も鼻から低い笑い声を発する。

「ひらがなになってたから変換されなかったか……ふふっ、実は……実はさ……ふふふふっ……これ言うつもりなかったけど……二次元くんにはもう言っちゃうね、ネーム書くとき、最初はぜーんぶ、受けの子の名前を『愛可』にしてんの。うっとりねっとりそれでエロエロに書き終えて、最後に一括で名前を変換してんの。実は私、カップリング、攻め様×私、なの……ふふふふっ、あはははは……！」

「マ……マジで!?」

　いきなりの告白に、耐え切れなくなって隆哉は「ぎゃはははは！」と腹を抱えて転がった。痛い、痛すぎる、激痛にもほどがある。愛可も顔を真っ赤にして、イスから転げ落ちて爆笑している。二人してゲラゲラ大笑い、のた打ち回りながら笑いすぎて息もできず、ひぃひぃ喉のどを鳴らす。

「すっげぇぇ、リアルじゃん！　リアル二次元レディじゃん！　自分受けかよ！」

「二次元レディ……私、二次元レディ……！　あははははっ、ははっ、苦しい……っ！」

「楽しいよなあ！　二次元、めっちゃ楽しいよなあ！」

「めっちゃ楽しいよ！　最高だよお！」

「俺ら同類だわ！」

　ならねえわ、さっ、さっ、すっ、すぽっ、には絶対にならねえわ、だって俺らはこんなんだもん──笑いすぎて目じりにたまった涙を拭ぬぐう。愛可もよろめきながら立ち上がり、

「……はあ……ああ……おっかしい……さ、原稿やろ」

「やろやろ。間に合う？」

「うん」

　口をつぐみ、残り三時間の戦場へ戻っていく。

　気づけばカーテンの向こうは白々と明るくなってきていて、肩も背中も岩のように硬く凝こっていた。







　　　　＊＊＊







　徹てつ夜やをすると人間はこうなる！　という見本みたいに、

「ありがとうね、本当に助かった……」

　顔をドス茶色くして、愛あい可かはぐんにゃりイスに座っていた。

　午前八時過ぎ、駅前のドトールの小さな席に向かい合い、十五分ばかりの朝食タイム。大事な完成原稿は膝ひざに抱えたまま、甘いラテとサンドイッチを二人して口に押し込んでいく。

「……ハードだったな……こんなこと何度もしてたら早死にするぜ……」

「ね……」

　愛可と似たり寄ったりの顔色で、隆たか哉やもぐったりとイスの背に身を預ける。

　世間様は土曜日の爽さわやかな朝。窓の外は快晴で、疲れ果てた目に痛いほど町並みがキラキラと眩まばゆい。すごく無関係の世界みたいに、遠い。自分だけがまだ深夜の気配を背中にべったりひきずっているような気がしてくる。

「でも、よかったぁ……二次元くんのおかげで原稿できた……」

「主催者さんにも顔が立つな……」

「それもだけど、やっぱしみじみ嬉うれしいよ。形にできたんだもん。超ラブラブ、絶頂あまあまの砂すな吐はきストーリー……ああん、うれちい……うれちいよ～～～！」

　愛可は原稿を入れたケースを抱きしめ、ほとんど頰ほおずりするようにして足をじたばた動かしてみせる。

「攻め様と受けタン、まあ私の投影なんだけど、二人には絶対絶対ずえったい！　結ばれてほしいんだも～～～～ん！　幸せになってほしいんだも～～～～～ん！　ラブ甘ワールドでず～～～～っとちゅっちゅラブラブでいてほしいんだも～～～～ん！　……とかいって、あれ、私すっげー危ない人みたいだね……やめよ……」

　愛可も深夜の空気を引きずっているらしい。ああ、でも、とまだ目をうっとりつぶったままで、

「……いっや～～～、満たされたな～～～まじで……はぁぁん……」

　そう呟つぶやく。

　またすぐ飢えるんだけどね。飢えたらまた新刊だね。と言い足す。

　そんな彼女の疲れ果てた顔を、隆哉はオタクよのう、とちょっと笑いながら見守っていたが、ふと、尋ねてみたくなった。

「二次元で満たされちゃう自分のこと、間違ってるとか……思ったことない？」

「間違ってるって？」

「いや、俺もそういうタイプの人間なんだけどさ。だから二次元くんなんだけどさ。……現実のこの肉体と乖かい離りしたところで……要するに二次元世界の妄もう想そうに浸ひたったままでいいのかね。こんなことで大だい丈じよう夫ぶなのかね、とか。……思わない？」

　さっ、さっ、すっ、すぽっ、では満たされない人間ってどうなの、と。率直に言えば、そういうことだ。

　普通の人はきっと、それこそを求め、それで満たされるんだと思うのだ。でも、そんなことでは満たされなくて、原稿を仕上げることでしか幸せになれない君って、ていうか俺って、俺たちって、こんなことでいいの、と。

　これって『逃とう避ひ』なんじゃないの、と。

　すぽっと『いけない』んじゃない、『いかない』んだ、という言い訳なんじゃないの、と。

　普通じゃないけど、これでいいの、と。

「……二次元くん。見てよ、これを」

　愛あい可かはケースの蓋ふたを開き、分厚い紙の束を見せる。さっきまで二人で手を入れていた原稿だ。

「原稿。あるよね。現実に、ここにある。これが『現実』でなくて、なに？」

　目を覗のぞき込んできて、一夜をともに明かした共犯者の笑み。

「私にはこれが現実だよ。何グラムかの重みで、この世に存在してる。これをこの世に生み出したことが、それだけが現実だよ。形になってる。そりゃ、しょせん同人だよ。しょせん二次創作だよ。でも、これがこの世にあるのは私が手を動かしたからだもん。ここに確かに、存在するんだもん。確かに不健康かもね、でも私はこれが欲しいんだもん。こうして、手にしたかったんだもん。これがここにあることを喜ぶ気持ちが現実ではないなんて、一体どこの誰だれに言わせるよ？」

「……」

　隆たか哉やはなにも言えず、愛可の誇らしげな笑顔を見ていた。

　この喜びが現実ではないなんて──

「妄想なんかじゃない。存在してるじゃん。これは現実。そうでしょ？」

　──誰にも、言わせない。

　そうだよな、と頷うなずいた。頷いて、自分の口からするりと続いて出た言葉に、

「俺もこの世に生み出したいな。ただの脳内妄想じゃなくて、現実の形に仕上げて、その存在を喜びたいな」

　驚おどろいた。

　ドクン、と心臓が高鳴る。

　今、俺はなにを言ったのだろう。

「しなよ。ていうか、せずにはいられないでしょ。そうしなくちゃ満たされないもんね、私たちみたいな生き物は。ほとんど呪のろいだよ。イヤとかヤダとか言ってられないの。満たされないままでいるか、満たされようとあがくか、その二に択たくだけ。そう生まれついちゃったんだから、しょうがないよね」

　愛あい可かが時計を見て立ち上がった。ドク、ドク、と心臓は跳ねたまま。至るべきところに、ついに至った。あるべきところにすとんと納まった。そんな静かな興こう奮ふんが、やがて全身に毒のように回っていく。痺しびれるみたいに心地よい。

　お礼を何度も繰くり返されて、またね、と手を振り合って、印刷所に向かう愛可とは逆方面の電車に乗った。

　眼鏡を外す。

　疲れ果ててかすむ目を押さえ、ぼんやりと隆たか哉やは暖かなシートに背中を預ける。考える。

『……折り合いがつきそうね』

　零れいが、立ち読みしていた漫画雑誌を置いて、こちらに歩いてくる。

　ＶＪは少し離はなれたところから、やや不安げにそんな零の姿を見ている。

『私は、あなたのデータベース。あなたの感情、経験、欲望、記き憶おく、願望、期待、過去、未来……あなたの心のすべてが形作った命。私を、現実世界に生み出したいと思ってくれてありがとう』

　名前を変えようか、と思った。それから髪型も。もっとふさわしい、この命にぴったりくるディテールを表現することはできるはずだ。

『そうね。私もそう思う』

『……隆哉。私も、零と一いつ緒しよに行くべきなのか？』

　ＶＪには首を横に振って見せた。

　おまえはまだここにいてほしい。俺だけの、誰だれにも姿を見せない心の嫁よめでいてほしい。そしていずれ、そのときがきたら、現実の世界におまえの命も産み落とそう。最高の世界に、最高のドラマで、最高の主人公として。

　ドキドキと異様に高鳴る胸を押さえ、シートから立ち上がる。手すりにつかまって、窓の外を眺める。早く最寄の駅につけと祈るように思う。眠るつもりなんか少しもなかった。沸き立つ神経はむずむずとして、息をするのも難しい。

　家に帰ったら、とにかくパソコンを立ち上げたかった。感情が迸ほとばしるままにキーボードを打って、脳内に描いた世界を書き出したい。

　主人公は、少女だ。

　クールで、感情のない、細身の美少女。バトルがいい。強大な敵と一いつ騎き打うち──宙を駆け、フレアを瞬またたかせて、彼女は命を賭かけて戦うのだ。

　車窓を流れていく景色を見ながら、隆たか哉やは焦じれ焦れと手すりを摑つかむ。世界を思う。ドラマを思う。エピソードを、キャラクターの命を、声を、肉体を思う。すべて自分が産み出すのだ。楽しい。楽しくて楽しくて笑い出してしまいそうだった。ガキみたいにぴょんぴょん跳ねて大おお騒さわぎしたかった。

　この楽しみが、この喜びが現実ではないなんて、一体どこの誰だれが言う!?







　テキストファイルのタイトルは、『鉄血ガールズ（仮）』とした。
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　ヴ、ＶＪェ──────────ィッ！

　逝いくなァァァ──────────ッ！

　──隆たか哉やの慟どう哭こくは、狂おしい獣けものの咆ほう哮こうにも似て、聖なる仄ほの暗ぐらき洞どう窟くつに響ひびき渡った。

　皇国の真なる皇おう女じよにして美しき戦せん姫き・ＶＪ──ブリジット・ジェオミリアは、単たん騎き当たること千──いや、万の敵。自みずからの身を盾たてとして限界の戦況を切り開き、いま、その命の灯ひを喪うしなおうとしているのだった。

　ついに倒れたＶＪを横抱きに抱えて魔ま弾だんの閃せん光こう炸さく裂れつする戦場から決死の脱出、どうにか神殿の地下から続くこの洞窟に逃れたものの──。

　──絶望。

　ＶＪは、隆哉の膝ひざにぐったりと芯しんのない身を委ゆだね、岩がん盤ばんにプラチナの髪を幾いく筋すじにも散らし、喘あえぐ唇くちびるはすでに言葉を紡つむぐ力もない。愛する心の婿むこ、隆哉の名を呼ぶこともできず、かすかに開いた両の瞳ひとみ──エメラルドの透碧は、忍び寄る永えい劫ごうの闇やみの暗黒に鈍く濁にごり始めている。

　切り裂かれ、火の粉を浴びたＶＪの戦せん闘とう衣いはもはやその身を隠すこともできずに肩から落ち、中に着ているセーラー服──もはや懐なつかしくさえある、平和だったあの日々の名残なごり──も、血と灰かい燼じんに汚れて引き裂かれ、細い下か肢しも露あらわになった。死神姫──或あるいは、狂乱の鬼姫。戦場ではそう呼ばれ、死を呼ぶ者として恐れられたＶＪも、その肉体の有様は、ただ、只ひた管すら、少女のそれでしかないのだ。

　……くっ……。

　隆哉の瞳から溢あふれた涙が、ＶＪの血で汚れた頰ほおに落ちる。

　一滴──。

　──否いな、二滴。

　……なんという過か酷こくな運命を、神はＶＪにお与えになった……！

　ただの、女の子なんだぞ……俺のことが大好きなだけの、ただの、美少女なんだぞ……！

　透き通る涙の雫しずくが、さらにポツン、とＶＪの目ま蓋ぶたに。弱々しく睫まつ毛げが震ふるえ、ＶＪは最後の力を振り絞るようにして、翠すい晶しようの双そう眸ぼうを隆哉に向けた。

　微かすかな笑みが、唇を震わせる。

　命が尽きるのと引き換えにするかのように、ＶＪは声を振り絞る。

『た、たか、や……。……あ、……あ、……い……し……』

　も、もうなにも言うなァァァ─────ッ！

『……て、……る、……っ……』

　ＶゥゥィＪェェェ──────ィッッッッ！

　死に行く華きや奢しやな身体からだを抱きしめ、隆たか哉やはついに、心を決めた。

　ザ・ラスト・オペレーション。

　最後の手段──〈アレ〉を、使うしかない。

　腰に提さげた皮袋には、小こ瓶びんが一つ入っている。それこそが、この戦せん闘とうが始まる前になにげなく市場で手に入れたレアな秘薬──３５０００ＳＧ（サトウゴールド）の、命の魔ま薬やくであった。

　これを死に行く者に飲ませれば、命を取り留めることができるという。しかし副作用は甚じん大だいで、ある者はゾンビと化し、ある者は獣けものの如ごとく凶暴化し、またある者は白はく痴ちと化した、と。

　心が揺らいだのは、しかし一いつ瞬しゆん。

　決然と、小瓶の液体を見つめて隆哉は誓う。

　……たとえ、ＶＪがどんな姿になったとしても、この愛は変わらない。生きていてさえくれるのならば、他にはなにも望みはしない。

　蓋ふたを開け、迷いなく、ＶＪの唇くちびるに瓶の口をあてた。液体を慎しん重ちように注ぎいれる。

　口こう腔くうに溜たまるばかりだったその液が、やがて少しずつ、ＶＪの喉のどに落ちていくのが見えた。

　息も絶え絶えだったＶＪが、小さく咳せき込むようにして肩を震ふるわせる。

　隆哉は瞠どう目もくし、その背を支えた。──復活、したのか──!?

『……っ……』

　ぐったりしていた身体を自みずから起こし、ＶＪは隆哉の腕の中から逃れ、倒れこむようにして岩がん盤ばんに手をついた。苦しげに喘あえぎ、眉まゆを寄せてわずかに面おもてを上げ、隆哉を見る。そのエメラルドの透碧は──否いな。

　炎獄の、レッド。

　両の瞳ひとみは、灼しやく熱ねつの火の色に揺らめいている。

　否──瞳の色だけではなく、ＶＪの身体にさらなる変化が起きているのは、隆哉の目にも明らかだった。

　まさか──副作用によって、今、ここでビーストモード〈死神姫ノ狂ヒ舞ヒ〉が発動したというのか？

　いや、しかし、それにしては様子が──或あるいは、ＶＪの魂たましいを拘こう束そくする精神錠じよう〈ゴースト・ロック〉に影えい響きようを及ぼしたのか──。

『んっ……あ、あぁ……ん……っ』

　息を飲む隆哉の眼の前で、青ざめたように真白だったＶＪの頰ほおや喉、胸元の肌が、たちまち上気したような桃色に彩いろどられていく。全身の毛穴から汗が滲にじみだして、素肌は妖あやしく艶つやめき始める。

　ひくっ、ひくっ、と時折震える、丸められたその背中。

　慄おののき、隆哉はいざり寄ろうとする。ＶＪ、一体どうしちまったんだ──!?

　しかし、

『くっ、くるな……あぁ……っ！』

　戦せん闘とう衣いを引き裂くように脱ぎ捨て、ＶＪは涙目で隆たか哉やを強く見返す。

『な、なんだか身体からだが、おかしいのだ……っ！　あっ……暑くて、熱くて、……んあっ……息が……できな……くるし……い……っ！』

　はあ、はあ、と荒々しく喘あえぎながら、ＶＪは大きくもがくようにしてセーラー服の脇わきのファスナーを引き下ろす。な、なにやってんだよ!?　と喚わめく隆哉が見ているのにも構わず、

『た、たかやあ……っ！　私は一体……どうなってしまったのだ……!?　変に、なってしまう……ぅ……！』

　バサリ、脱ぎ捨てた。

　隆哉に背を向けて岩がん盤ばんにぺったりと座り込んだまま、苦しげに身体を震ふるわせる。汗でぴったりと身体に貼はりついたブルーの花柄のタンクトップに制服のスカートだけのなり、

『……こっち、見るな……ったらぁ！　……んぅっ、あっ……ふ！　……来るな！　あっ……も、おかし……おかしいのだ……！　へん、なのだぁ！　ど、どうなって……ああ……っ！』

　鮮やかな桃色に染まった素肌を腿ももといわず腕といわず、自分の指で跡がつくほど乱暴に擦こすり上げる。振り返りざま、キッ、と隆哉を見やる瞳ひとみは苛か烈れつな紅くれない。凶悪なる魔まの血色。

　やがて耐え切れない、というように、ＶＪはスカートのホックを外す。後ろ姿のままでタンクトップも脱ぎ捨てて、汗に光る背中が晒さらされる。ブラはしない（必要ない）ＶＪの身体を隠すのはもはや下の残り一枚。

　ちょっ！　や、やめろＶＪ！　それ以上はだめだ！

『……た、かやあ……！』

　だめだってー！

『やっぱ、こっち……きてぇ！　た、すけてえ……！　あっ、あっ、からだが、あつくて、へんになっ……ああっ！』

　シロップみたいに滴したたる汗を光らせて、ＶＪは火ほ照てる身体を獣けもののようにくねらせた。その瞬しゆん間かんだ。

　シュルン！　と、腰の背骨の一番下、真ん中から、パンツを押し下げるようにして、先せん端たんの尖とがった黒い尻尾しつぽが、生えてきたのを隆哉は見た。

　つまり──

『ああああ～～～～ん！　もっ……らめええええっ！』

　命をもっているかのように、尖った尻尾は悪戯いたずらにくねくねと動き、ＶＪの肌を隠す最後の一枚を膝ひざまで一気に引き下ろす。そのままＶＪは汗に濡ぬれた肌に貼りつく髪を両手でかきあげ、隆哉の方へ身体をひねり、振り返った。

　──つまりＶＪは、淫いん魔まになってしまったのだ！

　な、な、なんてこったァァァ─────！　……あ？

『たかやあああ！　た、たしゅけてえええええ……！　んっ、んうぅぅ……っ！』

　甲かん高だかく叫ぶ喉のどの下、ふっくらとかすかにふくらんだ、白い二つの丸みの先せん端たんだとか。

　引き締しまったウエストの、おへその下付近一帯だとか。

　くねる全裸のＶＪの肝かん心じんな部分には、なにやら長方形の無ぶ粋すいな黒い平面物体がぺったりと貼はりついて、隆たか哉やの目には見えないように隠されているのだ。

　どんなにＶＪが動いても、どんな角度から覗のぞき込もうとしても、絶対にその四角形の内側は見えないようにできている。物理法則完全無視の、無む慈じ悲ひなる鉄壁のガードであった。

　それはあたかも海の苔り。刻んだ海苔。

　なんだそれ……。

『ら、らってぇ～～～！　今は、いろいろ……あんっ！　難しいことが……あんっ！　あっ、るっ、かっ、らぁぁぁ～～～……っ！』

　──なるほど。

　安心の、規制対応版であったか。







　　　　＊＊＊







　肘ひじに乳首がついた女子大生を、君は見たことがあるか!?

「まー、だから、私的にはどうしても受け取ってもらいたい、ってゆーね……」

　俺はある！　というか今！　びし！

　──だとか。

「……二次元くん、聞いてる？　てゆうかなにを指差してる？」

「や、なんでも。聞いてる聞いてる、聞いてるけど」

　佐さ藤とう隆哉はその指で顎あごを軽く搔かき、ベンチの隣となりに並んで腰掛けたガールフレンド・愛あい可かの白い顔を見返す。

　この男、人呼んで『二次元くん』。

　三次元の女になど興味はない！　自分は永遠に二次元の美少女だけを愛する！　と自みずから堂々宣言して以来、大学ではすっかりその呼び名が浸透しつつある。

　そんな隆哉であるから、もちろん仲良く二限終わりの昼休み、大学のロビーのベンチに並んで腰掛けている生身のガールフレンドも、文字通りに「女友達」というだけの狭義の意味しか持たない。

　およそ一ヶ月前に心理学の講義で知り合った愛あい可かとは、妙に気が合い、趣しゆ味みも合う。はっきり言ってしまえばオタク同士。二人は三次元的意味ではごく健全な友人付づき合あいを続けていた。

「それより愛可ちゃん、俺はさっきからコレが気になってしょうがないのよ」

　そんな彼女の白い肘ひじの内側にへばりついた小さな円形のシール状のゴミを爪つめの先でベリッと剝はがして、ほれ、と見せてやると、

「あっ!?　乳首トーンだ!?」

　愛可はオレンジ系のチークをたっぷり乗せた丸い頰ほおを両手で「きゃー！」と押さえる。中指には立体的な蝶ちようを模したリング。オタらしく妙に凝こったネイルも、ぱちぱちに上を向いた睫まつ毛げも、小作りに整った顔立ちもかわいらしい。

　そんなかわいい愛可の肘にへばりついていたのは、乳首トーン──漫画原稿を作成するときに使用するスクリーントーンの一種で、特に乳首の照りやぷっくり感を表現するのに用いられるため、あけすけにそのまんま『乳首トーン』と呼ばれているブツである。

「やだ、私、乳首つけたまま電車乗ってきて、しかもそのまま午前中の講義出ちゃったよ！　いやー、超恥ずかしい！」

　愛可は隆たか哉やの指先からそいつを剝ぎ取り、くにくにと丸め、自分のバッグの内側へピーン！　と弾はじいて跳ね飛ばす。笑ってそれを見やり、

「朝まで原稿やってたとか？」

　尋ねると、愛可は「ううん」と首を横に振る。

「昨日はずーっとゲームしてた。やだもー、どこでついちゃったんだろ？」

「ああいうの、どっかからいきなり出てくるよな。俺も愛可ちゃんの部屋から帰った後、何日も経たってからトーンのきれっぱじが身体からだに貼はり付いてたことあったもん。あと、あの『海の苔り』とかも、えっ!?　て思うようなとこから急に出てこない？　こないだ便所で、下ろしたパンツの中からはらりと落ちてきた」

　ぶふっ！　と愛可は吹き出して、

「ほんとに!?」

「ケツの谷間についてたのかも」

「正しいじゃん、それ正しいじゃん」

　あはははは！　とおかしそうに手を叩たたいて笑い出す。

　海苔、と二人が呼んでいるのは、いわゆる「修正」のことである。

　愛可はエロ描写多めのＢＬ同人漫画を描くのが趣味で、隆哉はとある行きがかり上、そのアシスタントを一晩かけて濃厚に務めたことがあった。

　その際、描いてしまった猥わい褻せつ物ぶつの描線上に、マジックで真っ黒に塗った紙を刻み海苔のように切っては貼はって、具体的なシルエットを隠すという修正作業も手伝った。隆たか哉やの目にはそのまんま描いてあるよりも猥わい褻せつ感かんが増すようにも見えたが、やらねばいけないときにはやるしかないらしい。愛あい可かが言うには本を持っていくイベントの基準によって、海の苔りの有無、サイズも変わるという。原稿に直接墨すみを入れるより、作業的にも、後々の意味でも、愛可にとっては都合がいいのだとか。

　……そして、そんな作業を仲良く「結合部にも！」「おう！」だの「受けの子のケツの、汁垂れてるあたりにも！」「だな！」だのと夜を徹てつして行えば、必然的に、色気めいた男と女の雰ふん囲い気きなどは、生まれようもなかったりする。

　あーおっかしー、と目じりを拭ぬぐいながら、愛可は顔を上げた。

「いやーでも、あのとき二次元くんが頑張って海苔貼ってくれた甲か斐いあって、本当によく捌さばけたんだよあの本。初めて列整理なんかしちゃった。通販の申し込みもすっごい勢いできてるし、今まで出した本の中でぶっちぎり、一番売れてるの。だからこれ。ね、受け取って！」

　愛可がさっきからしつこく差し出してきている封筒には、アシスタント代、とかわいい字で書いてあった。

　多分というか確実に中は金だろう。隆哉はそれを受け取る気などなく、さっきからのらりくらりとかわそうとしていたのだが、とうとう胸の辺りに半ば無理やりに押し付けられてしまう。

「いやいや、俺、まじでこんなの困るって」

「いーのいーのいーの」

　フラダンスを踊るように愛可は両手をゆらゆら動かし、中見て、中見て、と強引に促す。

　仕方なし、言われるがままに中を開いてみれば、やっぱり封筒の中には万札が入っていた。それも二枚。

『……わぁお……』

　甘ったるい歓声を上げたのは、脳内に棲すむ心の嫁よめ──ＶＪことブリジット・ジェオミリア。

『隆哉の時給は九百円だから、労働に換算すると……二十二時間とちょっと分ではないか。チョイスで言うと、えーと……ああもう、暑ーいっ！　計算できぬ、隆哉、なんとかするのだ！』

　銀髪の頭に二つ突き出す黒の三角は、猫耳ではなくて小さなツノ。デビルな尻尾しつぽをくねくねと揺らし、瞳ひとみも炎の臙えん脂じ色いろ。頰ほおは火ほ照てってホットピンク。脳内嫁のＶＪは、いまだロリ淫いん魔まモードのまま。

　まるで黒いビキニでも着ているかのように海苔で自動修正されるのをいいことに、ずーっと、すっぽんぽんの裸でいるのだ。ねそべって膝ひざを立てようが、その足をてれ～んと広げようが、お構いなしのやりたい放題。

　いいから服を着なさい！　女の子なんだから！　と隆哉がいくら言っても、ころりと寝転がってプラチナの髪だけをふわりと素肌にまとい、わがままに細い手足をバタつかせ、

『ふーんだ。べー』

　紅あかい舌をペロリと出してみせる。こんな悪い子ではなかったのに。

『暑くて熱くて、服など着ていられぬのだもーん。仕方がないではないか。それに身体からだがこんなに火ほ照てるのは、そもそも隆たか哉やのせいなのだぞ？　どう責任をとるのだ？　ん？』

　──開き直って尻尾しつぽを肢し体たいに絡からませ、いっそう妖あやしくくねらせるばかり。
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　現実世界の愛あい可かは愛可で、

「受け取ってくれなきゃ私も困る」

　困り果てる隆哉の言うことを聞きもしない。両手をホールドアップするみたいに上げて、二万円入り封筒の返却は受け付けないという意思表示だろう。

「ほら、原稿のとき。二次元くんにはすっごく迷惑かけちゃったもん」

「いやいや、迷惑なんて思ってないって。俺ら友達じゃん、それに手伝わせてもらえて結構楽しかったし」

「ていうか、ほら……こないだ撮らせてもらった資料、あるでしょ」

　資料。──といえば、聞こえはいいが。

「あぁ……う、うん……」

　思い出すと、さすがの隆哉もちょっと顔が熱くなる。ＢＬ本の絡みの参考にするために、ほとんど半裸の恥ずかしい体勢で濡ぬれ場を演じ、愛可に写真を撮られたのだ。かっこいいだの、スタイルがいいだの、そんな褒ほめ言葉にまんまと乗せられて。

「あれ、今後も活用させてもらう気まんまんなの。だから、そのモデル代も込み。そう思ったらむしろ全然足りないぐらいでしょ？　ね？」

　愛あい可かは押し付けた封筒を返されないようにか、バッグを抱えてそそくさとベンチから立ち上がる。そのまま逃げていこうとしているのもわかって、仕方なく、

「……じゃあ、わかったよ。これはもらっとく」

　封筒をポケットに入れると、愛可はほっとしたみたいに微笑ほほえんで後ずさりしかけていた足を止めた。

「ただし、これは俺ら二人の、今後の活動費ね」

「活動費？」

「そう。創作活動のために使うことにする。また修しゆ羅ら場ばになったら絶対呼んでよ。俺、ここからたっぷり差し入れ買って持ってってアシスタントするし。で、こないだ言ってたネタ出し会もほんとにやろう。飯食いつつ、まあ酒いってもよし食いに走ってもよし、あれこれ萌もえを語り尽くす」

　ぱっ、と愛可の顔に明るい笑顔が花開く。

「うん、いいねえ！　やろやろ！」

　漫画を描く愛可と、小説を書く隆たか哉やは、要するに同じ穴の狢むじななのだった。他の連中とはできない創作論や業界論、アニメやゲームやネットなどオタクな話題を交わすのも楽しい。ネタ出し会、と称して最近の萌えを創作物に昇華するためのブレインストーミングを、近いうちに二人でやりたいね、と前々から話していたのだ。そのための費用とするのなら、この金を受け取る抵抗もちょっとは薄うすれる。

　愛可と隆哉はこの後それぞれにランチの約束があったので、「メールするから日にち決めよ」「じゃあバイトのシフト確認しとく」と手を振り合ってそのまま別れていこうとしたのだが。

　そのときだった。

　チャラチャラチャラチャラ……と軽い音がどこからか近づいてきて、

「いっえ～～～～～い！　お邪じや魔まっす！　俺っす！　江え別べつ～～～～～っす！」

「ひゃあ!?」

　いきなり、愛可の背後から肩を抱くような体勢で、そいつがチャラ～ン！　と現れた。

「だれだれどこの子!?　てゆ～かめっちゃかっわぅい～～～じゃん!?」

　Ｖサインとウインク連発、とにかく死ぬほど騒そう々ぞうしいこのチャラ男は、江別。下の名は知らない。

　同じ法学部の一年生で、語学の講義で会話のコンビをたまたま組まされ、知り合いになった奴やつであった。以降、それほど親しく付き合っていた記き憶おくはないのだが、

「紹介してよ紹介してよ～、俺ら友達じゃんか～二次元くぅ～ん！　こんな子いるなら俺にもぴりっと紹介してよぉ～！　俺、友達めちゃ増やしたいし～！」

　固まってしまった愛あい可かの目の前に回りこみ、妙な腰つきで両手を前方に突き出し、やぁっぱかわっうぃー！　フゥー！　とテンション高く裏声を発する。

「あ、えっと……こいつ、江え別べつ。江別、愛可ちゃん」

「愛可ちゅわ～～～ん！　あ～～いえ～～～～～ッ！　名前もかわっうぃ～～～～ッ」

　ボリュームたっぷりに膨ふくらませた赤系ブロンズブラウンの髪に、レンズの入っていない太い黒縁の伊だ達て眼鏡。顔立ちは結構整っているが隆たか哉やよりはだいぶ背が低く、うるさい柄物のファッションはド派手。

　とにかくこいつはうるさくて、チャラくて、言っては悪いがかなりうざくて、

「え～と……んじゃ、またね！」

　愛可は困り果てたみたいに肩を竦すくめ、そのままそそくさと小走りに逃げていってしまった。

「まったね～～～～！」

　その背に向かって両手を振りながら激しくジャンプする江別の服の裾すそを思わず摑つかむ。

「……あのさ、江別、おまえってちょっと……」

「なになになになに!?　てゆ～かなに!?　かわいくない!?　今の子、めっちゃよくな～い!?　もしかして彼女!?　ちゃうっしょ!?」

「違うけど、」

「じゃあ飲み会やろうよあの子呼ぼうよ！　俺、友達増やしたいんだよ～～～！」

「てか、」

「いついついつぅ!?　いつにするっ!?」

「……」

「んねええええ～～～！　いつぅぅぅぅ!?」

　キラキラとハイテンションに目を輝かがやかせてびよんびよんジャンプし続けているこの男に、果たして日本語は通じるのだろうか。ちょっとは黙だまれとか、とりあえずうるせえとか、二秒でいいから落ち着けだとか、伝えたいことはいろいろあるのだが。いっそ本当にもっと親しいヤツだったなら、冗談まじりに張り倒せたかも。

　そのとき、待ち合わせしていた多た田だ万ばん里りと、やなっさんこと柳やなぎ澤さわ光みつ央おがこちらに歩いてくるのが見えた。うーっす、と万里がこちらに気づいて手を振っている。

　しょうがねえな、とちゃらい江別を振り返り、

「友達増やしたいんなら、今からあいつらとメシ行くんだけど、江別も一いつ緒しよにくるか？」

　うざい野郎と思いつつも、情けの男気で誘さそってやったのだ。

　が、

「……あ、あれ？」

　振り返った背後は、すでに無人。

　江別の姿はそこになく、見れば結構離はなれたところで顔見知りらしい女子のグループに「うーっす！　江え別べつっす！」「出た！　チャラ男だ～」などと言われつつじゃれついている。

　なーんだそれ。と、さすがに呆あきれた。つまり女子が絡からんでいなければ、野郎とは話す気なんかさらさらねえ、ってことなのか？

「あー腹減ったー。なに食おっか？　やなっさんがパン食いたいとかオシャレなこと言ってるんだけどどう始末する？」

　万ばん里りはのんきな平々凡々ヅラ。どこかふわふわと浮ついて、いまだ全ぜん貌ぼうを摑つかみきれない年上の友人だ。その傍かたわらに立つ長身のイケメンはやなっさん。口を尖とがらせて万里のつむじに、

「いいじゃん！　たまにはパン食ったって！　なんでパン食べたらだめなの！」

　一生懸けん命めい言い返している。その背に「ねえヤナー」と声をかけてきたのは、隆たか哉やが話したことのない女子だった。恐らくは、柳やなぎ澤さわが所属している映研の仲間なのだろう。

「一年ミーティング、忘れてない？　って千ち波なみから伝言。明日の十六時だよ」

「えっ、明日？　そうだっけ？」

　んもー、ぼけてるー、と女子は笑い、柳澤の背を叩たたく。あの妖精・岡おか千波も所属している映研は代々かわいい子が多いといわれているが、その説はどうやら正しいらしい。隆哉は黙だまってかわいい女子と柳澤のやりとりを見るともなしに見ていたのだが、

「えっ、なになに!?　メシ!?　明日!?　俺も行っていいのぉ～～～～!?」

　チャラ～～～ン！

　驚おどろいて振り返れば、江別が再び舞い戻ってきている。しかし「じゃね」と映研の女子がそのまま去っていき、柳澤と万里が江別の登場に気がついて振り向く頃ころには、

「……なんなんだあいつは!?」

　また、消えているのだ。この場が野郎だけになったら、速攻で。

　どうやら江別は本当に、隆哉が想像したとおり、女子と一いつ緒しよにいる時にしか絡からんでくる気はないらしい。野郎になど微み塵じんも用はないのだ。

　学生たちの群れの中をひょいひょい軽くすり抜けていく紫のパーカーの背に向けて、思わず大声で言わずにはいられなかった。

「江別！　おまえって、超、変なヤツ！」

　きょとんと江別が振り返り、ものすごく意外なことを言われたみたいに目を大きく見開いてこちらを見た。俺が？　と言うみたいに、自分の顔を指差して。

　そしてその指を今度はこちらに向けてくる。声ははっきり聞こえなかったが、口の動きでなんと言ったかはだいたいわかった。

　江別は、こう言ったのだ。




　──変なのはそっちっしょ？　『二次元くん』。
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　二百枚近い紙の束をテーブルに置き、赤のボールペンを一枚目の上に。

　ミニサイズの季節限定フルーツのサンデーを匙さじで崩しつつ、ドリンクバーのホットコーヒーをすする。

　至福の時間といってもよかった。

　自宅とバイト先の中間地点にあるファミレスの壁かべ際ぎわ。一番お気に入りの席に陣取って、隆たか哉やは匙をボールペンに持ち替え、紙束をめくる。Ａ５の用紙にびっしり印字してあるのは、プリントアウトした『鉄血ガールズ～we are the one～』──生まれて初めて最後まで書き上げた自作小説の原稿。

　もともと誰だれに見せるつもりでもなく、ただ自分の楽しみのために書いた作品だったが、せっかくこうして形になったのだから、ダメ元、いや、完成記念くらいの気持ちで、ライトノベルの新人賞に出してみるつもりになったのだ。折りよく来月末に締しめ切りが設定されている賞があり、応募先も決まった。ただ、その規定によると、枚数を四分の三程度まで圧縮する必要があった。なので隆哉は原稿を印刷し（モニターで見直すより客観視できる気がして）、アナログな方法でひたすら推すい敲こうを重ねている。

　赤ペンで修正を入れていると、早くもプロの作家気分。自作の原稿の世界に没入するのも楽しくて、本当に幸福でたまらなかった。「つらい」も「眠い」も「大変」も、「楽しい」のうちに丸々含まれる。

　バイト先の賄まかないで夕飯を済ませて、二十二時すぎ。

　今夜もこれから日付が変わるまでドリンクバーで粘って、全七章のうちの三章までは直しを進めるつもりだった。自分の部屋ではネットだのテレビだの、トイレに起きてきては「あんたまだ起きてんの？」と部屋を覗のぞく親だの、気が散るものが多くてあまり捗はかどらないのだ。

　さて、と眼鏡をひねって原稿に集中しようとしたそのときだった。

「……あ……！」

　ドリンクバーにふらふら歩いていく、その人物に気がついた。気づいて、しまった。

　肩の下まで垂らした、艶つややかな黒髪。

　タンクトップからのぞく胸元や肩の、透けるような真っ白さ。

　適当なパンツにビーチサンダル。なぜか片足の親指から並んで三本だけ、メタリックブルーで塗られた足の爪つめ。

　異様なほど美しく整った顔立ち。

　細い身体からだ。

　──秋あきだった。

　見間違いようもない。

　あれは魔ま性しようの後輩、秋ちゃん。

　声などかける気はもちろんなかった。話す事などありはしないのだ。気づかれたくなくて、ソファに埋もれるように背を丸める。そして気にせず作業に入ろうとするが、

「……」

　どうしても。どうしても目が、吸い寄せられてしまう。

　ハンドタオルで口元を隠すようにして、首を伸ばし、隆たか哉やはこっそりと秋の方を見た。

　秋はこちらに気づかず、グラスに氷をガラガラと入れる。その氷を一つだけ手にとって口に放り込み、顎あごを動かしてコロコロと舐なめながら、ドリンクを端はしから全種類、ちょっとずつミックスで注いでいく。傍はた目めにもおぞましい色になった混合ドリンクにその場でストローを差し、平気な顔で行ぎよう儀ぎ悪く飲み歩きながら、喫煙席へ向かう。

　身体を投げ出すようにどさっと座ったシートには、男がいた。

　散々、噂うわさの的になった地元で一番の美少女だ。いまさら秋が男の一人や二人、一いつ緒しよにファミレスにいるぐらいで騒さわぐほどのことではないが、

「……うわ……」

　隆哉は我知らず、低く呻うめいた。

　目が離はなせなくて思いっきり振り返り、半身が反るような体勢のまま。

　未成年の秋の隣となりで偉そうにタバコを吹かしているのは、見るからに、変な野郎なのだ。長く伸ばした髪を女のようにお団だん子ごにして結んでいて、耳にはでかいピアス。Ｔシャツにこなれたデニム、鼻筋の通った顔立ちは一見おしゃれっぽくもあるが、……なんだあの腕。細くて、筋肉ゼロ。瘦やせているだけのガリガリ男。しかも結構年もいっていそうだし。……きも！　ださ！　全然、いい男じゃない。

　よくもあんなのと、ひっついていられるもんだ。一体なにが楽しくて、十八の夏をそんなのと。肺まで汚して、お団子野郎なんかと。

　秋はぺったりとソファに身を預けて座り、

「飲んでみて？」

　男に自分のグラスを押し付けている。いやそうに避さけられても、

「一気してみて？」

　しつこく、ストローをくわえさせようとする。

　意味がわからない。

　なにもかも、まったく、理解できない。

　珍種の生き物かなにか──いっそエイリアンでも眺めているような気分になる。秋を見ているときには、いつもそうだ。言葉も通じない、常識も通じない、気配も伝わらない、まったく違う遠い次元で生きる生命体のようで、ほとんど怖くさえある。

　でも目を逸そらすことも、気に留めないでいることも、隆たか哉やには果てしなく難しい。意味不明な秋あきという生き物の存在に、なにもかもが持っていかれてしまうのだ。

　原稿も、ほら、

『……変なの』

　全然手につかない。

　ころりと寝転がって仰あお向むけ、淫いん魔まのＶＪが笑う。

『ね、隆哉。変なの。すっごく変』

　──ほんとだな、ＶＪ。秋は変だ。変な女。

『変なのは、この私だぞ？』

　ＶＪの手には３５０００ＳＧの魔ま薬やくの瓶びんがまた握られていて、ゆっくりと口を開け、白い裸の身を反らせ、トロリとシロップのような液体を自みずから喉のどまで垂らしてみせる。

『……ほら……。これでまた、もっと、変になる……。身体からだがあつぅくなって、どこもかしこも濡ぬれてしまって……自分のこともわからなくなって……っ……』

　海の苔りの向こうで、裸体がくねる。

　ガラスの仕切りの向こうでは、秋が濁にごった色合いのミックスドリンクを飲んでいる。

　おちょぼ口のストローで吸い上げて、喉が上下する。秋はクスクス笑い、変な野郎を見上げている。光る目。白い頰ほお。むき出しの肩。守る気もなさそうなその身体。

　楽しそうで、つまらなそうで、機き嫌げん良さそうで、悪そうで、酔よっているようで、醒さめているようで。綺き麗れいなようで。汚いようで。

　全然わからない。わからないその顔から、隆哉はいまだ、目が離はなせない。

　ＶＪはアレを飲んで淫魔になった。秋はアレを飲んで、そうして一体、なにになるのだろうか。

　一度強く目をつぶり、視線を無理やりにもぎ離すようにしてテーブルに向き直った。隆哉はほとんど呆ぼう然ぜんと原稿の紙束を見下ろす。これは自分の世界そのもの。これさえあれば楽しくて、他にはなにもいらないとさえ思えたはずの、世界、丸ごと。そのはずだった。

　なのに、なぜだか今は、手を伸ばす気にもなれない。薄うすっぺらな、単なるＡ５用紙の束にしか思えない。

『ああん、隆哉ぁっ！　……ねえ、どうにかするのだ……っ！　こんなに熱くて、変に、なってしまったのだぞ……！　変で、すっごく、変で、たまらない……！　くるし、い……っ』

　海苔もなぜだか、拡大し続けていた。

　ＶＪの淫みだらな裸体はいまや、上気した顔のあたりとつま先ぐらいしか見えていない。都合の悪い部分を隠す黒の無む慈じ悲ひな修正が、隆哉の視界を塗り潰つぶす。

　見えなくていい。見たくないと思う。隠しておいてほしい事柄で、この世界は溢あふれている。

　いっそもっと手っ取り早く、己のこのツラを全面海の苔りにしてしまうというのはどうだろうか。

　あんなにも意味不明な秋あきに、こんなにも強く気を引かれて、何年間も忘れられず、目を逸そらすこともできず、それでいて声をかけることもできず、あまりにも無関係に時ばかりが過ぎて、ただ、二度と結ばれることのない縁の相手だと理解だけはできていて──こんなにも変な、己の手にも余るほどに不都合な自分などは、世間からお隠ししておくのがふさわしいのかもしれない。

　ふと思い出されるのは、今日の昼に、チャラ男の江え別べつが投げかけてきた一言。

　変なのはそっちっしょ？　と。

　あんなヤツにも、看破されていたのだ。

　確かに変なのは、江別よりも、秋よりも、あのお団だん子ご野郎よりも、淫いん魔まと化したＶＪよりも──誰だれよりもこの俺、自身なのかもしれない。

　そう思ったそのとき、

「……もしもし？」

　テーブルに置いておいたiPhoneが着信に震ふるえた。

　思いに沈んでいた隆たか哉やを急激に現実世界へ引き戻したその相手は愛あい可かで、

『もしもし、今どこ？　話しても平気？』

「うん、ファミレスで……一人で原稿読んでたから。どうしたの愛可ちゃん」

『それがね、すっごいことが起きたの！　こないだの本を買ってくれた人からメールが来てね、その人がなんと、ボーイズラブの雑誌の編集さんだったの！　オリジナルで一本描いてみませんかって、誘さそわれちゃった！　どうしよう!?　きゃー！』

「えっ、マジで!?　つまりそれって、スカウト!?　商業デビュー!?」

『そうだよぉ、きゃあああー！　元相方より先にデビューしちゃうなんて信じられなーい！　商業なんて興味なかったけど、でもこれってチャンスだよね!?　やるべきだよねえ!?』

「やるべきだろもちろん！　うっわ、マジかよ、プロになっちゃうのかよ愛可ちゃん！」

『て、て、て、ていうか、使ってもいい!?　資料！』

「当然！　愛可ちゃんのためになら、もうどんなんでもしてくれ！　俺の身体からだなんか使い尽くしてくれ！　なんなら新作を提供してもいい！」

　きゃああああ～～～！　と電話口の向こうでさらに騒さわぐ愛可の声にちょっと苦笑してしまいつつも、圧倒的に、「わかる！」──そんな気がする。

　愛可のことならわかる。理解できる。愛可は確かに、自分と同じ世界の延長線上を生きている。

　外国旅行の途中でようやく言葉の通じる人を見つけたような気分で、隆哉も急にテンションを取り戻し、

「じゃあお祝いだな！　愛あい可かちゃん、なに食いたい？」

『えっとね、えっとね、肉！』

「じゃあ焼肉行こうぜ。これは俺の完全おごり！」

『や～ん、いいの!?　嬉うれしい！　私けっこう食べるよ？』

「食べる子、いいじゃん。好きよ俺。いっそ食い放題とかでもいいし」

『うわー、魅み惑わくのキーワードだぁ！』

　仲のいい女友達と笑いながらお喋しやべりを続けるその声も、我知らず、ちょっと高くなっていたかもしれない。

　あれこれ楽しく話し続け、じゃあまた明日学校でねー、と電話を切ったときには、三十分近くが経過していた。

　しかしいい気分転換になったのか頭はすっきりして、お喋りモードのハイテンションもまだ残り、この勢いで原稿もやっとくか！　とボールペンを手に取る。

　そうしてぺらり、と紙をめくったその頭上から、

「……へんなの」

　たった一言。

「え？」

　見上げれば、秋あきが。

　ふい、とそれきり顔を背そむけ、細い背中が離はなれていく。レジで支払いしている変な野郎のところまで歩いていって、もう一度だけ、こちらを振り返る。すぐに逸そらされる、その瞳ひとみ。

「……え？」

　アホみたいに言葉も失なくし、隆たか哉やは呆ぼう然ぜんと、秋が出て行って揺れるドアを見つめ続けた。

　へんなの、と、秋が言ったのだ。色のない光を放つ目をして、テーブルの脇わきを通りざまに。

　小説なんか書いちゃってへんなの。

　ファミレスで推すい敲こうなんかしちゃってへんなの。

　脳内嫁よめなんかいてへんなの。

　二次元くんなんて呼ばれてへんなの。

　あたしをじっと見て、へんなの。

　あたしを忘れられなくて、あたしを意識し続けて、それでもあたしは手に入らなくて、隆哉先輩、とうとうへんになっちゃったんですね──へんなの。

　そう言われたのだ。そう思われたのだ。

　一気に、胸が冷たくなった。よくわからない震ふるえが肌の上を走る。首筋がゾクゾクと粟あわ立だって、指が汗に濡ぬれる。痛みが、身体からだの中心から全身の細胞に伝わっていく。

　海の苔りをくれ。

　それだけしか考えられなくなる。

　恥ずかしいこの身を、変なこの俺を、完全に隠す海の苔りをくれ。海苔を貼はってくれ。誰だれか、頼たのむ、真っ黒なヤツで俺を世界から完全に隔へだててくれ。

『……隆たか哉やは、変、じゃなくなりたいのか？　変はいやなのか？』

　ＶＪがゆっくりと身を起こす。

　まじまじとこちらを見つめて、プラチナの髪をばさりと払う。

　さっきまで淫みだらな表情でとろとろに蕩とろけ、悶もだえていた身体からだが、噓うそだったみたいに平静を取り戻す。ひょい、と黒の小さなツノを取って投げ捨てる。尻尾しつぽも摑つかんで、引き抜いて、投げ捨てる。海苔もその手でびりっ、びりっ、と引き剝はがし、

『変じゃない方がいいのか？』

　その下には膝ひざのあたりまで隠れるだぶだぶのロングＴシャツをちゃんと着込んでいた。

　瞳ひとみは、静かに揺らめくエメラルド。どこか冷たく見下ろすように、

『……へんなの』

　ついっと視線が逸そらされる。

　そのＴシャツの胸のロゴは、びー、あい、てぃー、しー、えいち。
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「江え別べつ！」

　語学の講義を終えて、真っ先に教室から出て行こうとする派手なストライプのシャツを着込んだ背中に声をかけた。隆哉の声に振り向いた江別は軽く手を上げ、

「よっ！　んちゃーっす！」

　そのまま行ってしまいそうになる。慌あわてて肘ひじを摑み、

「江別、待てって！　ちょっと用事、用事あんだよ！」

　ほとんど無理やりに廊下の隅に連れていく。

「こないだおまえ、俺のこと変だって言っただろ？　や、先に言ったのは俺なんだけどさ」

「あれっ、気にしちゃった？　めんごめんご、意味ないから怒おこんないで！　ばいびー！」

「行くな行くな、まだ話途中だから！　怒ってないんだけどさ、ちょっとその、気になってんのね、俺。おまえから見て、具体的に、俺ってどこらへんが変なのかな、とか……」

　不思議そうに眉まゆを上げ、江別が顔を見返してくる。ほとんど初めて、落ち着きのないこの男の顔をまともな静止状態で見た気がする。

「……んじゃーさ、先に、そっちから言ってよ。二次元くんは俺のこと、どこらへんが変って思ったわけ？」

　江え別べつの言葉に、ちょっと言葉を選びつつ、率直に応こたえた。

「……女、好きすぎるかな、と。チャラすぎる。と、俺は思った」

　ふーん、と伊だ達て眼鏡の向こうで、江別のくりっとした二重の瞳ひとみは底知れない。気を悪くしたのだろうか。慌あわてて隆たか哉やは真意を伝えようと言い継ぐ。

「でも、俺の方がもっと変かも、って思う出来事があったんだよ。できるなら……変じゃなくなりたい。自分が不意に恥ずかしく思えて。なにもかも変えたい、みたいな……」

　ふーん、と、もう一度。

　江別は前髪をちゃらちゃらと指先で整えながら、隆哉の姿を上から下まで、値ね踏ぶみするように眺める。

「俺から見て、二次元くんが変だと思うのは、周りにかわいい子がたくさんいて、それなりに仲よさそうにも見えるのに、二次元にしか興味がないとか言ってるところ。俺の目には、逃げに見えるね。ほんとはすっげー女大好きなんじゃないの？　でもそれ以上に自分が好きなんじゃない？　万が一、はまった場合に痛い目見るのがいやだから、踏み込まないように、踏み込まれないように、一線引いてるわけっしょ？」

　胸を締しめ付けられるような気がして、急にこの場に立つ己を心細く感じるのは、痛いところをつかれたせいか。

「そんな自分を変えたいっていうなら……んじゃまあ、俺ら、一いつ緒しよにやってみます？」

「やるって、なにを……？」

　きまってるっしょー、と江別は笑って、覗のぞき込むようにして身を近づけてくる。

「女。死ぬほど、漁あさってみますぅ？」
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　「眼鏡キャラがかぶるね」

　とチャラ男が　言ったから

　今日の合コンは　コンタクト記念日

　　　　　　　　　　　　　　　──佐藤隆哉







　貴様、さては隆たか哉やではないな!?　と、ＶＪは言った。

　いや、俺は俺さ。と、隆哉は答えた。

　ただ眼鏡を外して、新しい生き方を試してみている。たったそれだけのことさ……。

　法学部ロビー一階の男子トイレ。金曜日の四限も終わって午後四時半。

　鏡に映る自分のツラは、目元が涙でわずかに濡ぬれ、泣き顔みたいにも見える。隆哉は目ま蓋ぶたを閉じ、上を向いて、目をゆっくりと左右に動かしてみた。入れたばかりの慣れないコンタクトレンズを、ちょっとでも眼球に馴な染じませたかった。

　そっと目を開く。辺りを見まわす。便器、便器、便器。よし、視界は良好。

　黒フレームの眼鏡をケースにしまってバッグに放り込み、隆哉は洗面台に乗り出すようにしてちょっと前傾姿勢、鏡の中の自分に近づいて指先で軽く頭頂部の髪をつまむ。ねじるようにして、ワックスのついた髪束を上方向に引っ張る。

　根元の方から一センチほど地の黒髪が伸びてきているのがそろそろ目立ち始めていた。

　生まれて初めて髪のカラーリングをしたのが岡おかちゃん主催の一年生飲み会の時だから、あれからもう二ヶ月近くが経たつことになる。

「……そりゃ、髪も伸びますわな」

　ため息みたいに一人ごちて、ワックスがついてべたつく指を軽く洗い流す。

　チャラ男こと江え別べつとは、エントランスで待ち合わせをしていた。講義の後にこうして江別と「遊ぶ」のは、今週だけでもう三度目だった。

　二次元くん、最近江別くんとばっかり遊んでない？　もっと俺を構いなさいよ！　とは、万ばん里りの弁。

　二次元くんがつるむには結構意外なタイプのヤツに思えるけど。ていうか君らってなにして遊んでんの？　とは、やなっさんの弁。

　貴様、さては隆哉ではないな!?　本物の隆哉を、私の愛する人を返せ！　とは、嫁よめの弁。

　万里に対しては「おまえこそキレイな彼女とばっかり遊んでないでもっと俺を構いなさいよ」と言い返したし、やなっさんには「普通よ普通、別に普通」と答えた。

　嫁には──あれほどまでに狂おしく愛し、また愛された脳内嫁・ＶＪとは、刃やいばを、交えることになった。

　あれは、妄もう想そう世界の創造主である隆哉自身にもまさかの展開だった。いまだに信じられない。まさかこの手でＶＪを傷つけただなんて。

　トイレのドアを押し開き、学生たちが騒さわがしく行き来するロビーへ足を踏ふみ出して、隆哉はわずかに片目を眇すがめる。いまだ馴染まないハードコンタクトの異物感と、ＶＪに対する己の仕打ち。それらが天てん井じように並ぶ蛍光灯の明かりを滲にじませる。

　俺は俺さ、と答えた隆哉の喉のど元もとに、ＶＪは刃の切っ先を向けたのだ。

　宇宙の色を映した天球の下に広がる無限のバトルフィールド。華きや奢しやな四し肢しも露あらわにビッチＴ一枚を素肌にまとい、ＶＪは隆たか哉やを睨にらみ据えていた。その翠みどり水すい晶しようの瞳ひとみの左だけが、虹こう彩さいの輝かがやきを妖あやしく揺らめかせていたのを思い出す。ゆらゆらと燃えてすべてを焼き尽くすような、アメジスト色の剝むき出しの狂気──否いな、殺意〈ビースト・モード〉。

『隆哉は、三次元の女をチャラチャラ漁あさるような男ではない。つまり貴様は、隆哉ではない。……だから……だから！』

　だから……どうするんだ？

　そう問うと、ＶＪの白い面おもてに笑みにも似た狂おしい表情が走った。

『……貴様を、殺す！』

　どうぞ。とは、いかない。いかないのだ。いかなかった。

　リミッターを解除されて地を蹴けるＶＪの動きを、隆哉が上回った。神速──否。速度の次元などを軽く超えた、いうなれば超次元速。殺されないための、そして、脳内嫁よめの制止を振り切ってリアル合コンに行くための、これが最終決戦〈デヴォース・プロシージャ〉であった。

『なっ!?』

　軽やかに宙を舞い、啞あ然ぜんとするＶＪの背後に回り込み、その右手から刀を叩たたき落とす。そして振り返る猶ゆう予よさえ与えないまま、隆哉は無む慈じ悲ひに宣告する。

　──条例対応全年齢安心修正済みワールド！

『くっ……ああぁっ！　た、隆哉ぁぁぁ！』

　ヒッチコックの鳥のように無数に飛来する刻み海の苔りが次々にＶＪの身体からだに貼はりつき、黒く塗り潰つぶし、その姿はやがて完全に視界から消えた。そして同時に隆哉の胸も真っ黒な海産物に覆おおい尽くされる。視界もだ。そして闇やみが訪れる。

　海苔の向こうでなにが起きているのかももはやわからなかった。しかし、これでいいのだ。

『……あっ、あっ、あっ……た、たすけ……あ……っ！　いやあぁぁぁ！』

　ＶＪの悲鳴と、妖あやしげな粘着音。服を裂くような音。悲鳴はやがて妙に甘ったるく響ひびき始めて、隆哉はフッ、と息を漏もらした。

　俺は──合コンにいく。

　そしてＶＪ。君は、俺の見ていないところで好きなだけ、淫いん魔まにでもなんでもなるがいい。

　立ち去る前に一度だけ、刻み海苔の隙すき間まからＶＪの姿を覗のぞいてみた。呆あきれたみたいな、嘲あざけるような、傷つけるのが目的みたいな笑みが隆哉の唇くちびるを我知らず歪ゆがませる。たったひと言だけ、へんなの、と呟つぶやきが零こぼれた。

　しかしやがてその顔にも黒き仮面が──海苔がべったりと貼り付いて、誰だれにもその表情は見えなくなった。隆哉自身にもだ。

　暗黒に堕おちた海苔の貴公子。

　それが今の佐さ藤とう隆哉なのだ。

　人知れず心に闇を抱え、隆哉は一人歩いていく。だらだら群れて歩く学生たちの間を突っ切り、灯あかりが間引かれて薄うす暗ぐらいロビーを大おお股またで横切る。この身に染しみた磯いその香りが尾を引くようにも思えて、できるだけの早足で己の気配から逃げる。この闇やみの──否いな、海の苔りの香りは、上半身にパシャパシャとアホほど浴びまくったギャツビーのコールドシトラスでも多分ごまかし切れない──

「あっ」

　真横で響ひびいたその声に、一いつ瞬しゆんで、他人と世間で構成された現実に引き戻された。

「お」

　見るより早く声を発した人物が特定できたのは、ふわっと匂におった香りのせいだ。

　脳内妄もう想そう世界の磯臭なんかではなくて、リアルな空気にくっきり際きわ立だつ、甘く華やかな薔ば薇らの香り。

「二次元くんが！　眼鏡かけてない！」

　すこし鼻にかかって聞こえる澄すんだ声でそう言って、カツカツとハイヒールを鳴らし、接近してくるのは加か賀が香こう子こだった。

　きゅっと上げた口角ににこやかな微笑ほほえみを含み、隆たか哉やの正面で足を止め、「どうして？」と首を傾かしげてみせる。

　薔薇のトワレがお似合いのこの美人は、いわゆる、『友達の彼女』というやつ。

　こんな地味な大学の地味な学生ロビーにはまったくもって似つかわしくない、胸下まで届く華やかな巻髪に白いシルクのカチューシャ。カッティングの綺き麗れいな紺こんのワンピースに、シックなシルバーのハイブランドバッグ。雑誌から抜け出してきたような鮮やかなファッション。一点のくすみもない象ぞう牙げの肌。噓うそみたいに整った、花のかんばせ。

　もっと噓みたいなのは、この美人が、あの平凡なまったり野郎・万ばん里りなぞとどうやら本気で恋愛をしているという現実なのだけれど。……万里は一体いつ、どんだけ派手な爆発をみせてくれるのだろうか、などと隆たか哉やは人知れず思っていたりもするのだが。

　とりあえず加賀香子という人は、他人の占有物であろうと、顔を合わせて嬉うれしくないわけがない相手ではあった。隆哉は人差し指で軽く左の下した目ま蓋ぶたのあたりを押さえてみせ、答えを返す。

「今日はコンタクトなんだよね」

「コンタクト？　なぜ？」

　不思議そうに瞬まばたきしてみせる彼女の美び貌ぼうを見返しながら、頭の片隅で、妙な感かん慨がいに静かにふけってもいる。

「合コンだからさ」

　この人、話しやすくなったよなー。だとか。

「合、コン……!?」

　虚を突かれたみたいにやや顎あごを引いて眉まゆ根ねを寄せる、素直な反応にも今は無理を感じない。

　前は、ちょっと感じることもあったのだ。庶しよ民みんの世界で一人浮いていたこのお嬢じよう様さまは、どこにいても「場違い感」が丸出しで、息一つするにも周囲の様子をこっそり窺うかがい見ているようだった。無理してるな、と、見ている隆たか哉やまで息が詰まりそうだった。実は。

　それがわかってしまったから、隆哉は彼女に対しては、己の緊きん張ちようは最大限に抑制し、とにかくできるだけ普通に、自然っぽく、いうなれば多少は雑に接するように気を使っていたのだ。そうするうちに少しずつ彼女は周囲に慣れてきて、そしてその目が一人の男を追うようになって、視線がそこに定まって。

　決定的に変わったな、と思えたのは、万ばん里りと付き合うようになってからだ。万里の彼女で、やなっさんの幼おさな馴な染じみで、そして、自分の麗うるわしき女友達。彼女の居場所はいまやそこにあり、場違いな異邦人などではもはやなかった。

　よきかな、よきかな──自然と隆哉も笑みを浮かべて立ち話の先を継ぐ。

「そう。しかも男二に女六のハーレム合コン。すごくない？」

「……ちょっと待って、それってもしかして」

「うん？　もちろん、三次元の話ですよ？」

　彼女は綺き麗れいにラインをとった唇くちびるに指先を添えて「はっ……！」と発声しながら息を飲んだ。くるん、と上を向いた睫まつ毛げに縁取られた大きな瞳ひとみで、隆哉の顔をじっと見上げてくる。物言いたげに、右の眉まゆだけがくっと上がる。

「そういえば、多た田だくんが言ってたよ。最近の二次元くんは三次元くん化しつつあるのかも、って。ついこないだも、他大の女の子集団と学食にいたのを見たって。まさか、ないない、って私は思ってたけど」

「あ、それ事実。友達の友達」

　うそぉ！　と軽くのけぞりながら、彼女はさらに大きく目を見開いてみせる。

「だって、生身の女の子なんて嫌きらいじゃなかった!?　……脳内嫁よめのなんとかちゃんは？　そんなことしていいの？」

「ＶＪね。海の苔りで巻いて放置してる。ここんとこ、淫いん魔ま化かすること甚はなはだしいし」

　んー？　と状況を理解しかねて首を傾かしげる目の前の美人に、隆哉は「まあまあ」と笑って聞き流すことをお勧すすめする。

「ていうかね、俺もそろそろ人並みに青春を謳おう歌かしてみようかなーとかね、そんな感じに思い立っただけです。そういう加か賀がさんこそ謳歌しまくりだろ？　ていうか彼氏はどこよ？　待ち合わせしてんの？」

「待ち合わせはしてないけど、会うよ」

　うふ、と甘ったるく声に出して言い、彼女は猫のように目を細めてみせる。

「多田くんは午前中で帰っちゃったから、今からアパート急きゆう襲しゆうするの。あ・え・て、の連絡なしでだよ？　驚おどろく顔がかわいいんだもん！　困った顔も好きだし、変な部屋着で『み、みないで！』っておろおろしてるところも好きだし！」

　そりゃまた楽しそうな、と思ったそのとき、チャラチャラチャラ……と軽い音が聞こえた気がした。

　隆たか哉やはちょっと慌あわてて片手を挙げ、「んじゃ、俺行くわ。万ばん里りによろ！」と小走りに駆け出す。こんな美人と話しているところを万が一ヤツに見られたら、大変いろいろ面倒な気がするのだ。

　果たしてそこには、

「ちょり～～～っす！」

　ちゃら～ん、と脱力しかけるテンションで、そいつがいた。

　蛍光色のビーチサンダルに和柄の裏地を折り返しで見せた膝ひざ上うえパンツ、どピンクのタンクトップに袖そでなしのパーカーというアホ丸出しのファッションで、ちゃらちゃらと白縁の伊だ達て眼鏡をかけた江え別べつの姿が。

「二次元くんおそいおそいおそいっス～ぅッ！　すぁ～あ、今日もいっくべぇぇ～ぇっ！　いえ～～～～っ！」

　拳こぶしを突き上げてビヨーンとジャンプしたその姿に、隆哉は、マリオを思い浮かべた。

　ブロックをどついてコインをゲットし、とりあえず右方向へひた走るあのラテンな男。……悪いキノコでも食っていなければいいのだが。
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　今のところ、一番強きよう烈れつだったのはやっぱ「ヤンヤン」だな、というところで二人の意見は終結した。

　中三の修学旅行の夜、「やぁん……やぁぁ～ん……」と寝言でエロく喘あえいでいたから「ヤンヤン」。高校を卒業して付属の女子大に進学してもヤンヤンはヤンヤン。中学から一いつ緒しよだというあの仲良し女子グループでは、彼女は今もそう呼ばれ続けている。

「まー、ヤンヤンには及ばないにしても、今日のギャルたちもかなりノリよさげだよ～。話したことあるの二人だけだけど、メンツ厳選してくれたっつってたし。とりま！　期待しててくらっさいよ！」

　時間つぶしに入ったマックで、ストローの先を犬歯で嚙かみ潰つぶしながら江別がちゃらら～ん、と笑う。

　さして気が合うとも、共通点があるとも思えないヤツだったが、コンビを組んでから今までに出会った女子たちの思い出を紐ひも解とけば、こうしてマックで一時間以上も退屈せずにいられるぐらいの仲にはなっていた。カウンターの席、江え別べつの隣となりに並んで座り、隆たか哉やも調子を合わせて笑う。

「ノリいいっていってもヤンヤン系はなー、ちょっとなー。俺ああいうの引いちゃう人だから」

「でも二次元くん気に入られてたっしょ？　か～な～り。ヤンヤンからその後メールきたっしょ？」

「きたけど。三往復ぐらいして話が尽きて盛り上がらないまま終了」

　ヤンヤ～ン、おっぱい見せて～？　と酔よっ払った江別が叫んだら、いいよぉ～ん、とヤンヤンはキャミソールの裾すそを喉のどのあたりまでまくってみせた。べろん、とキャミソールに一体化していたブラのカップが裏返り、その下で二つのおっぱいが白く揺れていた。妙にリアルな乳輪の色味とリラックス感溢あふれる乳首の様子に「うぁ！」と隆哉は叫んで視線を逸そらしたが。

　先週の、個室居酒屋で開かれた合コンでの出来事だ。

　その後飲みすぎた女子たちがぼちぼち吐はいたりもし始めて、その会はそれ以上の展開を見せずに解散になったのだが、隆哉が生まれて初めて生で目にした他人の女のおっぱいはヤンヤンのヤンパイ、ということに相成った。ブラジャー姿で部屋をうろつき、「あたし腹筋すごくね？　殴なぐってみ？　ここ、鉄板はいってっから。本気でいーよ」とパンチを誘さそう鬼の姉・舞まい（本当に本気でパンチしたら「いてえなクソが！　空気読めや！」と五千倍殴られる）の露ろ出しゆつに慣らされているおかげで、もんまりした女体のフォルムに我を失って興こう奮ふんしたりなんてザマは晒さらさずにすんだが。

　とにかく、衝しよう撃げき、ではあった。そして、

「ま！　そんなヤンヤンともやったんですけどね！」

「……ゲホッ！」

　ここにきてさらにもう一撃。

　まともに食らって、飲みかけたアイスコーヒーが気道に入ってむせる。江別はちゃらっと「やれそうだったので火曜日にぽこぽこ～っと」などと言う。……へ、へえー。ふうーん。と隆哉は一度軽く受け流そうとして、しかしやっぱりショックは隠せず、

「……まじで……!?」

　手の甲で口元を拭ぬぐいながら傍かたわらのチャラ男を見やった。

「え？　そんな意外？　なんで？」

　きょとんちゃらーん、と伊だ達て眼鏡の向こうの黒目がちで犬っぽい瞳ひとみが隆哉を見返す。

「なんで、って！　おまえ！　……だって！　……つか！　全然そんな素そ振ぶりなかったじゃん！　ヤンヤンとどうにかなりたい、みたいなの！　え、え、なに？　じゃあヤンヤンとおまえは、その……付き合ってんの!?」

　はいぃぃ～～～？　と大げさに身体からだを傾け、江別は笑顔で肩をすくめる。あからさまな、なわけねえじゃん、のノリ。

「素そ振ぶりなんかなくたって基本でしょそこは。すかさず、的なことでしょ。落ちてるヤンパイは拾うでしょ。てゆーかそれ以外になんの目的が？　むしろ聞きたいよ、二次元くん。なんでこんなことでそんなに動揺すんの」

「ど、ど、動揺してねえよ！」

「してんじゃん。ていうか、そもそもなんのために俺とつるんでギャル漁あさってんだよ」

「お、俺は──自己改革！　革命！　俺事変！　……そんだけ！」

「はあ？」

「……ただ、『普通』になりたいだけなんだって！　変に意地張って、無理にリアルを避さけるのをやめようって、そんな『へん』なのはやめたいっていう、俺はそれだけで……」

「リアルを避けるのをやめつつ、あえて肉体関係『だけは』避ける意味あんの？　それってかえって不自然じゃね？　肉体込みでこの世は現実だよ？　能書き垂れる前に二次元くんもやったらいいのに。別にヤンヤンじゃなくても。誰だれでも。機会があったら逃さずに。すかさず。それが自然ってもんでしょ～」

　へらっ、と江え別べつに笑顔を向けられて、隆たか哉やは気まずく目を逸そらす。

　目の前に、こんなに軽く、日常に紛まぎれて女と寝られる男がいる。この現実。

　世間はこうなのですか？　このノリが普通なのですか？　と、誰宛あてにでもなく問いたくてたまらない。たとえば万ばん里りややなっさんは、絶対「ぽこぽこ～っと」なんてことはない。と、思う。この場にいたら自分と同じく、悟られるほどに動揺するだろうと思う。……自分や、親しく付き合ってる連中が極きよく端たんにうぶいだけなのだろうか。大学生ならだいたいこんなもんなのだろうか。自分も、傍はた目めにはそういうヤツだと映っているのだろうか。つるんでる江別と同類項だと。

　──ていうか、それは、そんなのは、そんな現実は……楽しいのか？　心地よいのか？　正しいのか？　本当にみんな、そういうのが普通で、それを求めて生きているのか？

「……なんか、江別……おまえって……」

「なに？」

　理解しきるのが難しい連れとの距きよ離りを計りかねて、隆哉はちょっと言葉を見失う。唇くちびるを一度舐なめて、それなりに整ってはいる軽けい薄はくなツラを片目で見やる。

「……そういうことを、そんな軽く言って回っていいのかよ？　ヤンヤンはおまえとそういう風になってしまったことを、人知れず悩んでるかも、とか、思わないわけ……？」

「なにいってんの？」

　隆哉を見返す江別の目には、なんのてらいもない。

「ヤンヤンだって『チャラ男くってやった～♪　すげ～ちょろかった～♪』ってゲラゲラ笑ってるよ。んでメシ食ってうんこして『ふ～♪　今日のうんこ太かった～♪　そういえば今週の火曜日ってあたしなにしてたっけ……？』って忘れてるよ」

　だらしない前傾姿勢でカウンターに肘ひじをつき、顎あごを手で支え、ストローを前歯で潰つぶしてしまいながら目を細めて笑い、さらに言う。

「つーか彼女が人知れず何事かに悩んでるとしたら、それは俺なんかとの下らないお戯たわむれのことじゃなくて、もっと他のことじゃね？　ヤンヤンの思考に、ていうか人生に、俺の、俺ごときチャラ男の痕こん跡せきなんてさして影えい響きようしてねーよ。長い人生のたった一いつ瞬しゆん、身体からだに触さわっただけの他人だもん。たった一滴じゃ濁にごりもしないっしょ。むしろ君がさ、かのじょぉ、あいつのことでなやんでるかもぉ～、ふむぅ～、かわいそすぅ～、てん、てん、てん……とか、そんなレベルに引き下げることの方がよっぽど失敬じゃね？　知りもしない他人の器、どんだけ小さく見積もってんのって話」

「引き下げる？　……失敬？　俺が？」

「だよ。思い上がりっつーか」

「思い上がり？　……俺が、思い上がりなの？」

「でしょ。俺はそんな自意識過か剰じようじゃねえもん」

　よくわからなかった江え別べつの言葉だが、わずかな険は、確かに感じた。気を悪くしたのだろうか、と横顔を両目で見てみれば、しかしその頰ほおにはのんきな笑顔がまだ貼はり付いている。

「まー、わかんねーならわかんねーで。いんじゃね。俺的には現状、二次元くんがそんな感じで潔けつ癖ぺきぶっててくれるなら、かぶりあいのネタ奪い合いにならないってゆーメリットはあるし。俺とつるみたがる野郎ってあんまりいないからグループ活動には貴重なヒトだし。おたくキャラって意外と受けいいし」

　立ち上がり、江別は「時間だしそろそろいくべ」と携帯を見る。

「……どこに……？」

　本当に、隆たか哉やはそう思った。

　どこに行くんだ、自分は。

　隆哉にはわからないのだ。海の苔りで視界は覆おおわれて、己を乗せてチャラ男が漕こぐこの舟がどの岸へ寄ろうとしているか、もはや知ることはできない。

「どこにって、楽しいとこへ、に決まってるっしょ？　つか、天国的な？」










　集まった六人の女の子たちは、確かにノリがよかった。

　カラオケボックスの飲み放題の暗がりで、江別がヘイヘイヘイヘイ踊り狂いながら歌うのにゲラゲラ笑って手拍子でレスポンス、「こいつまじでチャラいよ～！」「すっげ～うける！」と楽しそうに酒を飲みまくる。歌が終わって江別は隆哉にマイクを手渡してくる。

「つかつかつかなになになに～！　次なんも入ってねえじゃん！　二次元くんもなんか歌ってよ～！　やっぱアニソン系!?　最近オタな皆様の間ではどういうのはやってんの～!?」

　向かいの席でサラダを取り分けてくれていた子がぱっと顔を上げ、

「アニソン!?　あったしエヴァ歌える～！　てゆっかエヴァ映画館まで見に行っちゃってるし～！」

　隆たか哉やに弾はじけるような笑顔を向けた。

　セミロングのストレートヘアに透ける素材の花柄ワンピース。色白な肌がキレイで、目元のメイクも色っぽい女の子だった。この子って結構オタだよ～、と別の子が言って、キャハハハ！　と笑いで返す声が灯あかりを落とした密室に騒そう々ぞうしく響ひびく。すかさず江え別べつはマイクを摑つかみ、大声でショーの司会者みたいに喚わめく。

「二次元と彼女、フラグオ～～～ンっ！　ってわけでっ！　席替えタ～～～～イム！」

「ちゃら～～～～～～いっ！」

　女子たちは江別の声に合わせてノリよく一斉にグラスを手に取った。席替えのたびに目の前にあるグラスをあけること、と江別が飲み会の始めにルールを決めていたのだ。これはいつもの常じよう套とう手段で、十分と開けずにどんどん席替えをし、どんどん飲ませ、次々女子と接近しまくる、そしてターゲットを決める、という江別の都合でのルールだった。

　グラスを空からにした女子たちが好き勝手に立ち上がり、きゃあきゃあ言いながら席を替わり始める。まだ飲んでいる途中の隆哉の肩を「えーい！　どーん！」とはしゃいで押したのは、さっきのエヴァの子だった。

「二次元くん詰めて詰めて～！　奥すわろ？」

「あ、はい、えっと……おうおう」

　有無を言わさず隆哉をグイグイと壁かべ際ぎわに押しやり、腰がぎゅっと密着する距きよ離りに彼女は座ってくる。最初に自己紹介をしたはずだが、どうしても彼女の名前が思い出せない。確か、なんとか子ちゃん……まみ子？　……みか子……？　えみ子……？

「ねえねえ～、二次元くんももちろんエヴァみたよね～!?　あたしＤＶＤも買ったし～！」

　……エヴァ子でいいや。

　酒で濡ぬれた口元を手の甲で拭ぬぐい、隆哉は曖あい昧まいに頷うなずいてみせた。実は、すでにちょっと、いやかなり頭がクラクラしている。視界はゆっくり回転状態。胃もいやな感じにたぷたぷ。

　どうしてもテンションが上がりきらず、飲み放題に入るなり立て続けに何杯かの酒を手当たり次第に飲んだせいだろう。酔よえば楽しくなるはず、そう思ったのだ。

　……酔わなければ、楽しめない。そうも、思ったのだ。

　飲み会が始まる前の江別とのちょっとしたやりとりが、妙に後味悪く、神経に触ふれたままになっていた。こんなことが普通なのか、こんなことがしたかったのか、結局ここにいる自分の目的は──そんなふうに思い始めると、この身が置き場なく感じられる。居心地は果てしなく悪くて、隆哉はとにかく酒に口をつけることしかできずにいる。

「サードインパクトがー、カヲルくんがー、アスカのー、旧劇でー……、……、」

　エヴァ子はソファをきしきしと鳴らしながら、身体からだを隆たか哉やの方に向け、大きな身振りで胸を揺らし、ケラケラと楽しげになにかを喋しやべっていた。言葉の意味は半分も理解できないまま、隆哉はただ笑みを作り続けていた。時折頷うなずいて訳知り顔でうんうん言っていれば、勝手に事態は進行していく。鼻を通る自分の息が、アルコールに完全に冒されている。

　江え別べつは、とふと見やれば、反対側の壁かべ際ぎわのソファに身を預け、五人の女子たちにおもちゃ状態であれこれといじられている。

　女の子をわざとけなしてみせたり、逆にけなされて大げさにへこんだり、くすぐられたり、くすぐり返したり、眼鏡を取られたり、マイクで何事か喚わめいたり。声が裏返って嗄しやがれるほど大笑いして、ハーレム状態を満喫しているらしい。一いつ瞬しゆんだけ目が合う。江別はへらっと幸せそうに目を細め、口パクで隆哉に囁ささやく。すかさず、すかさず、と奴やつは二度繰くり返す。

「つまり……二次元くんはぁ、よーするにぃ、草食系のひと？」

「……うん」

　エヴァ子はいつしか、半ばのしかかるように身体を傾けてきていた。話題も変わっていた。

　組んだ足を隆哉の足に密着させて、暗がりにもまっ白な膝ひざの内側をデニムの膝に重ねてくる。隆哉の肩に頭を預け、酔よった眼をじんわり潤うるませて、なにか言いたげに隆哉の鼻のラインをつーっと指で触さわる。

「めがねのあとだぁ……ここ、へこんでるぅ。さては、いつもは、めがねっこでしょ～？」

「うん……」

　急に声をひそめ、耳元に顔を寄せてきた。首にあたるエヴァ子の息は熱い。

「『二次元くん』、なんて、なんで？　……本物の女の子は嫌きらい？　なんでそういうこと、いうかなあ……？」

　ふふふん、と吐と息いきが笑う。とろんとしていたエヴァ子の目が、素早く辺りを一瞬見回したのがわかった。そして、

「……う……ん!?」

　ぺろぉ～、っと、問答無用。耳の下から裏側を舐なめ上げられる。その、にゅるんとした舌の、柔らかい感触。ゼロ距きよ離りのダイレクト、鼓こ膜まくに響ひびく濡ぬれた音。

　はっきり、身がすくんだ。なんだ、今のは。なぜ舐める、俺の耳を。そんなことをどこか他ひ人と事ごとのように思う。

「塩味～。……まだ三次元が嫌い……？　そうでも、ないでしょ？　……どーお？」

　主導権を握ったエヴァ子は得意げだった。勝ち誇ったみたいな、その見下ろす目。

　そうして隆哉を試すみたいな余裕をみせながら、一いつ旦たんゆっくりと身を離はなす。喉のどを反らしてテーブルのラムコークをゴクゴク飲み、ちら、と隆哉を見る。そして、無言のままもう一度、今度は膝の上にまたがってのしかかるようにくっついてきて、

「……ふふふ……」

　含み笑いのエヴァ子の髪が、隆たか哉やの頰ほおにはらはらと落ちてくる。帳とばりのように隠されたその内側で、カクテルに冷えた唇くちびるが、この唇に降りてくる。小さな氷を、口の中に一つ送り込まれる。

　あ～！　なぁんかあそこでキスしてる奴やつらがいるんですけどぉ～！　と女子の誰だれかが姦かしましく喚わめいて、ようやく隆哉もこれはキスなのか、と事態を理解した。

　いつしか律りち儀ぎに閉じていた眼を薄うすく開けると、顔の周りに落ちるエヴァ子の髪が黒く視界を遮さえぎっていた。まるで海の苔りの隙すき間まから、世界を覗のぞいているような気がしてくる。

　氷を何度か往復させているうちに、それは溶けてなくなってしまった。エヴァ子は唇を触ふれ合わせたまま、小さく笑い続けている。隆哉の膝ひざの上にまたがって、ソファの背に手をつき、酒さけ臭くさい息の速度を上げている。

　その髪をかきあげようとして、両手を押さえられてしまった。髪束はまるで、円陣組んで頭の周りにそそり立つモノリス。ていうか、海苔。この身を世間から遮しや断だんする海苔の闇やみに囚とらわれて、隆哉の頭の中はぐるんぐるんと回転し続ける。

『……ふふふ……』

　闇の中ではＶＪも、さもおかしげに笑っている。

　今では完全に淫いん魔まの目をして、尻尾しつぽをくねらせ、じれったそうに身を捻ひねっている。

『ねえ隆哉。どうやら私は、勘かん違ちがいしていたのだな』

　勘違い？

『おまえは隆哉の偽にせ者ものだと思っていたが、そうではなかった。……単に、おまえは元々そういうヤツだったのだ。そして私も、こういうヤツだった』

　ＶＪ～、おっぱい見せて～！

『いいよぉ～ん』

　ビッチＴをべろんと思いっきりまくりあげ、ＶＪはのりのり。暴れ馬でも乗りこなすみたいな切れ味で腰を大きく揺すり、真っ白な裸体を誰かに晒さらす。おっぱいどころか下半身も丸出しのポースだ。それでももちろん刻み海苔がここもあそこも隠しているから安心──の、はず。だけれども。

「……っ……」

「……ねえ……」

　隆哉の両手を軽く押さえたまま、エヴァ子が舌を伸ばしてくる。尖とがらせた舌先で隆哉の唇の隙間をゆっくり舐なめて、音を立てて、その合間に、

「……行かない……？」

「……」

「……二人だけで……」

「……」

「……どこか……」

　囁ささやくのだ。隆たか哉やにしか聞こえない声こわ音ねで。どこへ、と問い返すために口を開いたら、舌ごと生命を舐なめとられてしまいそうな気がした。思わず唇くちびるを強く引き結ぶ。

　三角に尖とがった尻尾しつぽを立てて揺らし、淫いん魔まのＶＪはそんな隆哉をちゃらちゃらと笑う。

『どこにって、楽しいとこへ、に決まってるだろう？　というか、天国的な？』

　そこへ行ったら──普通になれるのか？

　へんなの、なんて言われない自分になれるのか？

　笑うＶＪの顔がぼんやりと滲にじむ。よく見ようと目を凝こらす。答えてくれＶＪ。教えてくれ。願って、そして隆哉は気がつく。

　ノリよく裸を晒さらし、淫みだらに腰を突き上げて、汗に肌を濡ぬらし、楽しげに笑うビッチな淫魔は、黒い瞳ひとみをしているのだ。

　黒い髪に黒い瞳で。深夜のファミレスで。団だん子ご頭あたまの変なガリガリ男とくっついて座って。爪つめのいくつかをメタリックブルーに塗って。細い肩をエアコンの冷風に晒して。煙草タバコの煙の向こうで。気持ちの悪いドリンクを、どうでもいい顔をして飲んでいるのだ。ねえ、飲んでみせて？　ねえ……。

　──やめてくれ！

　声には出さず、心が叫ぶ。もうやめてくれ。俺に見せるな。そんなのはもう見たくないのだ。だから海の苔りをくれと言っているじゃないか。この目を塞ふさぎ、すべてを覆おおう、真っ黒な海苔を早く──

「あ……き、ちゃ……っ」

　いきなりの突風が脳内に吹いた。

　ＶＪの淫らな肉体を隠す刻み海苔が一気に吹き上げられてしまう、と思った。しかし、風に煽あおられて軽く吹き飛んだのは海苔だけではなかった。

　ぺらぺらの、ＶＪの姿そのもの。

　悲鳴も上げずにＶＪが散っていく。紙に書いただけのＶＪの姿が、切れ切れに引き裂かれて脳内世界の虚こ空くうに舞っていく。そりゃそうだ。だってＶＪはそもそもうすっぺらな、想像の中だけの、この手で紙にシャーペンで書いただけの、二次元の、作り事の、理想の、噓うその……

「ね……？　いこ？　いこうよぉ……」

　ねろぉ、と隆哉の上唇の先せん端たんをくすぐる舌。

「……すっ、げえな……」

　思わず漏もれた隆哉の声に、エヴァ子はちょっと身を離はなした。

　不思議そうに顔を見下ろしてくるその目を見返して、しかし隆哉は、

「すっげえ、ぺらっ……ぺら、だ。軽くて。うすっぺらで。……軽けい薄はく、そのものだ……」

　すこしも楽しくないのだった。気持ちよくもない。唾だ液えきをつけられた。そんなふうにしか思えない。腹立たしくさえあった。こんな手て管くだで喜ぶと？　男の矜きよう持じなど所しよ詮せん、と？　えらく見くびられたもんだ。

　のしかかるエヴァ子の肉体も、存在も、その貞操も、なんてぺらぺらなんだろうとしか思えない。

　こんなに軽いものを、大事だなんて思えない。これがいいものだなんて、思うことはできない。海の苔りとともに吹き散らされて、一体何が三次元だと。そんな軽さで、重みもなくて、厚みもなくて、それのなにがリアルだと。

　エヴァ子の顔色が変わるより早く、隆たか哉やはソファから身を起こした。のしかかっていた彼女の身体からだを押しのけるのなんて簡単だった。片手で軽く押しやるだけで、くにゃっとした猫みたいに温かい女子の肉体は軽々とバランスを崩して壁かべ際ぎわに転がった。

　逃げ出すようにバッグを摑つかみ、カラオケボックスの扉を押し開く。

　あとはダッシュで後も振り返らず、階段を駆け下りた。夜の街に飛び出して、駅を目指して両足を動かした。

　必死に、追いかけていた。

　風に吹き飛ばされて舞い散った、ＶＪの姿を。

　ＶＪの欠片かけらを早く追いかけて、急いで拾い集めて、とにかく再構築しなくてはと思うのだ。そうしなくては、二度と会えない。ぺらっぺらの嵐あらしになって、見えなくなってしまう。すべてが軽けい薄はくに吹き飛ばされてしまう。海苔の嵐に散らされてしまう。

「二次元くん！　二次元くんって！　待てよ！」

「……っ！」

　後ろからいきなり襟えり首くびを摑まれて、転ぶ寸前で蹈鞴たたらを踏ふんだ。追いかけてきていた江え別べつが、息を弾はずませて隆哉を見ていた。

「なに!?　どしたの!?　なんなんだよ二次元くん!?　いきなり、なんでこんなことすんの!?　帰んの!?」

「……もう、おまえにはついていけない！」

　息が弾んでいるのは隆哉も同じだった。喉のどから声を搾しぼり出すように言う。

「俺は、こんなのはやめる！　おまえとか、あの子とか、なんであんなにチャラチャラ、ペラペラ、軽くて平気で生きてるわけ!?　ぜんっぜん、奥行きとか深さとか重みとか、そんなんなしにただもうぺらっぺらじゃん！　軽薄すぎんじゃん！　気持ち悪いよ！　無理、無理無理無理！　あれが普通っていうなら俺は普通じゃなくたっていい！　おまえらみたいにぺらぺらなヤツにはなりたくない！　同じに思われるのも絶対いやだ！　ていうかなんで、そんなふうに生きられんだよ!?　なんでそれでいいってことになってんだよ世の中!?」

　服を摑んだままの江別の手を振り払い、一気にそう喚わめききったのは、恐らくは酒の力。脳内に吹き荒れる海苔の嵐に、理性などとっくに散らされている。ただ剝むき出しの嫌けん悪お感かんだけが堰せきを切ってこの口から溢あふれる。自覚はあった。止めることはできなかったが。

　江え別べつは、

「……そういうことを言われて、俺が、気分わるいってのはわかる？」

　隆たか哉やとは逆に、声を低く沈めた。

　その顔を見上げて、あ、他人、なんて隆哉は思う。

　都合のいいことばかりではすまない、自分じゃない、人間──。

「馴な染じめない他人を、『ぺらぺら』だとか、とりあえずそんなふうにしか認識できない、てめえの感性の乏とぼしさは？」

　殴なぐるでもなく、喚わめくでもなく、チャラ男は静かに怒おこっている。

「わからない他人を上から目線で裁くばっかりで、一度でも、一いつ瞬しゆんでも、てめえの理解度を疑ったことは？」

　ねえよな。ねえんだよ。だからそうなんだよな。そう言葉を継いで、江別はちゃらっと肩をすくめる。ポケットに両手をつっこみ、半ば笑うみたいな表情で隆哉を見たまま、今来た道を後ろ歩きに引き返していく。

「なあ二次元くん。なんだっけ、小説書いてるとか言ったよな。多分だけど、てめえの書くものは、すっごくつまんねえと思うよ。さぞやぺらっぺらの、自己満足な、上から目線の、狭量な、てめえ都合のてめえワールド全開の、他人をさらっと脇わきに通すこともできねえ、不自由なもんなんだろうと思うよ。てめえの巨大な自意識を他人に押し付けて、そうしてもいい理由や権利を後づけに探すばかりのもんなんだろうと思うよ。あーほんと、ほんとにほんとにほんっとに、」

　へんなの。

　そのひと言を最後に、江別は隆哉に背を向けた。あとは振り返ることもなく、妙に似合う夜の街をチャラチャラ歩いて去っていく。

　気がつけば隆哉はただ一人、繁はん華か街がいの雑ざつ踏とうに立っていた。

　逃げてきたはずなのに、見捨てられて、置き去りにされている。

　すれ違う知らない人々がみな、自分には理解できない、ただ人の形をとっているだけの描線に見えた。線と面だけで作られた、そういう形で動いているものに思える。ぺらぺらぺら……とみんなそのまま空に舞っていきそうで、隆哉はぼんやりと行き交う人の黒くて薄うすっぺらな影を見ていた。

　──と、いうか、だ。

　己の手を見る。

　この身体からだには、この自分の肉体にだけは、己と言う存在だけには、ちゃんと重みや奥行きがあって、海の苔りの嵐あらしにも立ち向かえると、誰だれがいえるのかと思う。なぜそんなことを無む邪じや気きに信じていられたのだろう。見ろ。ほら。視界はぐらぐらで足もふらふら。全然、ぜんぜんちゃんとしていないではないか。ぺらっぺらな自分という男だって、いつ吹き散らされても不思議じゃないのだ。

　足元をすくわれたように、隆たか哉やは自分自身もが刻み海の苔りとともに儚はかなく舞い散らされていく様子をありありと脳裏に描いた。







　　　　＊＊＊







　淡い目覚めのひと時に片足を夢の世界につっこんだまま、隆哉はぼんやりと想像していた。

　吹き散らされたＶＪをこの手でもう一度かき集めて、元通りに造り直すのだ。

　幼さの残るかわいい顔も、プラチナに輝かがやく綺き麗れいな髪も、手も足も服装も、あの愛いとおしい戦姫ブリジット・ジェオミリアの姿に戻していく。ただ一人の心の嫁よめの形を、取り戻す。

　やがて、ＶＪの長い睫まつ毛げがゆっくりと揺れた。息づく胸が上下する。輝く碧みどり水すい晶しようの瞳ひとみが開かれて、自分を見つけて、甘い声で自分の名を呼ぶのを待つ。つややかな桃色の唇くちびるがわずかに震ふるえて、目覚めのときがついにきたのだと思う。隆哉はその瞬しゆん間かんを見逃すまいと目を見開く。

　が、そこで気づく。眼鏡がない。これでは目覚めるＶＪの姿がよく見えない。

　慌あわてて辺りに眼鏡を探すのに見つからず、どうしようどうしようと慌てているうちに、誰だれかが声をかけるのだ。

　ＶＪ～！　おっぱいみせて～！

『いいよぉ～ん』

　──まただ！　また、この淫いん魔まが！

　おまえじゃねえんだよハゲ！　とハリセンで後頭部を思いっきり張り倒すのと同時、海苔の嵐あらしが吹き荒れて、作り直したＶＪの身体からだがまた粉々に吹き飛ばされる。

　ずっとその繰くり返しだった。

　作り直しては、張り倒して罵ば倒とう。海苔の嵐。作り直しては、また張り倒し。罵倒。海苔の嵐。ぺらっぺらのＶＪは、幾いく度どでも簡単に吹き散らかされてしまう。

　百度もそれを繰り返しただろうか。

　ふと、思いついた。

　あの『彼女』なら、きっとこんなに軽くはないはずだ。なにしろ三次元の現実の人間だし。ただ一人の彼氏に恋をして、一いち途ずに想おもい、自みずからを完かん璧ぺきに磨みがき続けるある意味ストイックなあの人なら厚みも重みもおそらく十分、海苔の嵐になんか負けないはずだ。

　ＶＪの欠片かけらをより集めて、この手で今度は実在の女友達の形に寄せてみる。薔ば薇らの香りがお似合いの、あのお嬢じよう様さまのゴージャスな形。巻髪にカチューシャ。ティファニーのアクセサリー。ブランドもののバッグにファッション、ハイヒール。それっぽいだろう。これでどうだ。

　加か賀がさ～ん！　おっぱいみせて～！

『いいよぉ～ん』

　──加賀香こう子こ、おまえもか！　このド淫いん魔ま！

　またハリセンを食らわせて、海の苔りの嵐あらし。厚みも重みもまったく役立たずのてんでバラバラ、軽けい薄はくに吹き散らされて終了だ。全然だめじゃないか。期待はずれもいいところだ。

　……ならば、これでどうだろうか。今度はもうちょっと背が低くて、ボブカットの、キュートな姿を作っていく。創作の喜びに輝かがやく瞳ひとみと、原稿命のオタ根性を魂たましいに込めて。この子は絶対に軽くはないと信じられる。なにしろ二次元レディーの二つ名を背負ってもいるのだから。

　愛あい可かちゃ～ん！　おっぱいみせて～！

『いいよぉ～ん』

　──愛可ちゃん、あんたもなのか！　くされ淫魔めぇ！

　袈け裟さ懸がけに張り倒して、真っ黒な海苔の嵐。

　すべてを粉々に吹き飛ばし、隆たか哉やはしばし無力に項うな垂だれた。みんなこうなのか。結局。これが現実なのか。

　頭を抱えて蹲うずくまり、隆哉はきっ、と唇くちびるを嚙かんだ。もう、どうせだ。

　どうせこうなってしまうのならば、結末はこうでしかないのならば、せめてあの子もこの手で張り倒してやりたい。あの魔ま性しようの後輩も。

　砕け散るとわかりきっていながらも、丁てい寧ねいに細い身体からだを作っていく。華きや奢しやな骨格に薄うすい腹。摑つかめそうに小さな腰。意外と平らな胸。表情の読めない整った顔立ち。多分永遠に理解できない、この人間の存在。

　作って、立たせ、もはや確かめる必要もなかった。隆哉は問答無用にハリセンを振り上げ、積年の感かん慨がいを特別に込めて、思いっきり真正面からぶっ叩たたいてやった。

『きゃ────────！』

　ひっ、と立ち竦すくむ。

『いたいいたいいたいいたいいたいぃぃぃぃ！』

　海苔は散らず、この手に残るのは確かな「仕留めてしまった」感。秋あきちゃんの頭から血しぶきが噴く。ぱしゃっと隆哉の顔にもかかる。塩味～。

『また隆哉先輩があたしを傷つけたぁぁぁぁ！　いたいいたい、しんじゃうよぉぉぉ！』

　だらだらと真っ赤な血を垂らし、両手で傷を押さえ、秋ちゃんは泣き叫んでいる。へたり込んで隆哉の足元にうずくまり、

『……なぁーんて。冗談ですよ』

　ばあー。と、血まみれの顔を上げる。笑っている。隆哉をみている。

『あたしが血を噴いて死ぬ場面、なんか先輩、好きですよね。マニアック。何回目？』

　でもその手で押さえた傷からはいまだドクドクと血を流し、鼻から顎あごから首から、足元にまで滴したたらせている。

『でも、特別サービスなんですよ？　ほんとは、血が出て痛いのは、最初だけですから』

　そのまま足元の血ち溜だまりに、どしゃっと崩れて秋あきちゃんは動かなくなった。深しん紅くに浸ひたる、白い肌。これは死んでいる。完全に。

　……ま、舞まいちゃん！

　必死に姉の名を呼んだ声は、声変わり前の子供の甲かん高だかさで響ひびいた。無我夢中で傍かたわらに摑つかんだ手首は、あのメスゴリラの、鬼ヤンキーの、男と同どう棲せいするために高校も中退して家を出て行ってしまった姉の。

　ほとんど半ベソで言いつけるみたいに鬼の姉に助けを求める。

　舞ちゃん、みんな、腐れビッチなんだ本当は。汚らわしいのは舞ちゃんだけじゃなかった。俺が知らないだけだった。俺には理解できない。こんなの見たくなかった。知りたくなかった。ていうか理解したくない。でも、理解しない俺の方が責められているみたいな気がする。挙句がこれだ。こんなふうに殺してしまった。俺が加害者なの？　俺が悪いの？　どうしたらいいと思う？

『……』

　煙草タバコをくわえ、舞は冷たく弟を見下ろしている。ライオンみたいな金髪のエクステを背に垂らし、豹ひよう柄がらのブラジャーにスウェットパンツ。彫り込んだように硬い腹筋は内装職人の仕事で作り上げられた姉の鎧よろい。手の甲に縦に三つ並ぶのは一生消えない根性焼きの跡。元ケンカ番長の、汗の香り。

　舞ちゃ～ん！　おっぱいみせて～！

『……』

　犬歯で煙草のフィルターを嚙かんだまま、鬼の姉は忌いま々いましげに唇くちびるを歪ゆがめ、片手でブラジャーを引き下ろしはした。しかしそこにあったのはおっぱいではなく、丸い形の目覚まし時計。

『起きろ。バイト行け。妄もう想そうしてるヒマがあったら一円でも多く稼かせいでママに渡せ。色気づいてんじゃねえよクソガキがきめえな』

「……っ！」

　飛び起きて、隆たか哉やは時計を見た。

　静かなる真昼間。見慣れた自分の部屋の、自分の匂においでいっぱいのベッド。

　一体どこからが二度寝の夢の中だったのだろうか。とっくに起きなければいけない時間は過ぎていて、慌あわててベッドから転げ落ちる。










　天てん丼どん屋やでの昼すぎから夜までの八時間労働を終えて、土曜日の町を自転車で漕こいでいく。

　午後十時。

　駅前の繁はん華か街がいからすこし離はなれた住宅街に人ひと気けはまばらで、頰ほおを撫なでるぬるい風には他人の家の食べ物の気配がかすかに混じる。

　休憩中の夕方に、江え別べつには謝罪のメールを送った。昨日は酔よっ払ってしまった、女の子たちにも失礼だった、ごめんなさい、と。

　酔っていたのは本当だが、薄うすっぺらだの気持ち悪いだの、奴やつにひどいことを言った記き憶おくははっきりと残っていた。それに思い返せば飲み代も払っていないし、さすがにこのままこれっきりというわけにはいかないと思えたのだ。

　シカトされてもしょうがない、と隆たか哉やは思っていたのだが、江別からは意外なほどあっさりと返信がきた。「気にせんでぇ～！　金はらいしゅーがっこで英語のときに！　そんじゃ～また、いずれ気が向いたら……」星の絵文字、キラキラ絵文字、手を振る絵文字。

　ま、その「いずれ」は二度とないんですけどね、とチャラチャラ笑う顔が思い浮かぶような、絶妙なメールの文面に隆哉には思えた。険悪にケンカなんかしない、それほどの仲でもそもそもない、そう宣言されたような気がする。

　ペダルを踏ふんで、ほんのり下り坂。すーっと音もなく夜の交差点に差し掛かる。

　夏の気配が肌にじっとりとまとわりついてきた。それプラス、厨ちゆう房ぼうで髪と皮ひ膚ふにしみついた揚げ油のにおい。

　自宅に帰るには左の信号を、隆哉は迷わず右に入る。バイト先からファミレスへ向かう、通り慣れたルートをとった。

　斜めがけにしたバッグには、推すい敲こう途中のプリントアウトした原稿と赤のボールペンが入っている。夜のピークタイムも過ぎたし、日付が変わる頃ころまでは粘るつもりだ。

　原稿を見直す作業は実に二週間ぶりだった。この二週間は、ヒマさえあれば江別と遊んで、女の子に会っていたから。

　江別と遊ぶのをやめて、原稿を直すひと時が無上の喜びだった、おなじみの日常に戻るのだ。すべてはそれで元通りになると思えた。

　ファミレスの駐輪場に自転車を止め、数段の階段を上がって、空席具合を確かめながら見慣れたガラスのドアを押し開ける。妙に落ち着く照明の明るさと、不快ではない程度の騒そう々ぞうしさ。あ、いつものヤツだ、みたいな視線を感じながら、「一人です。禁煙で」と店員に告げる。

　そう。これですべては元通り──心の嫁よめ・ＶＪがいて、知らない女の唾だ液えきのにおいに悩まされることもなくて、さほど好きでもない野郎に己のありようを問いただされたりもしない。俺は生身の女になんか見向きもしない、特殊キャラの二次元くん。一度は見切ったそんな世界に、また戻れる。そのはずだ、と隆哉は思う。

　今、せっせと海の苔りを貼はっているところだった。

　この身の周囲をすべて海の苔りで覆おおって、その暗くら闇やみの中で生きていこうと思っている。あとは嫁よめのＶＪさえ海苔の盾たての内側に復活すれば、永遠に満ち足りると信じている。

　江え別べつに連れられて垣かい間ま見みた「普通」に「現実」の世界は、隆たか哉やには到底馴な染じめるものではなかった。見たくないものが多すぎたのだ。

　そして見たくないものから己を守るには、こうして海苔のモノリスの陰にこっそりと息を潜ひそめて隠れているしかないということを知ってしまった。生きているこの身体からだは所しよ詮せん三次元。肉体ごと現実逃とう避ひすることなどできないのだから、容よう赦しやないリアルを生き抜くためには、こうやって海苔に隠れて身を置くしかない。

　嵐あらしさえ起きなければいいのだと思う。

　嵐が起きて海苔が吹き飛んで、一いつ緒しよにぺらぺらのこの身も吹き飛んで、吹き飛ぶ誰だれかを見るのにももう耐えられない。ただ静せい寂じやくを祈って、海苔を分厚く貼はり続けようと隆哉は思う。

　たとえ、どこかの誰かに「へんなの」と排除されたとしても。

　呼び出しボタンを押し、ドリンクバーとデザートを注文して、コーヒーを取りに行き、席に戻る。

　原稿の束をバッグからどさっと取り出して、付ふ箋せんを貼ったところまでぺらぺらとめくっていく。赤ペンを片手に、章の頭から連なる文字を目で追う。ちょうど、入にゆう魂こんのハードかつダークな戦せん闘とうシーンに入るきっかけのところだ。主人公のぱっつん前髪前下がりショート、ずっと孤独に己を捨てて生きてきた少女が敵陣に一人取り残されて、

（……すっごくつまんねえと思うよ）

　初めて感じる恐怖という感覚に身み震ぶるいしながら頰ほおの血を拭ぬぐい、

（……さぞやぺらっぺらの）

　あたし、生きていたいんだ。わかった。あたしは生き残りたいんだ。必ず、生き残ってみせる。だって、みんなに、また会いたいもの。──そう決意して、

（……そんじゃ～また、いずれ）

　瞳ひとみを煌きらめかせる。という。

　ややありがちかもしれないが、書いていて結構気に入っていて、アニメ化の暁あかつきにはここの作画にはぜひスタッフさんの職人魂だましいを見せて欲しいぜ！　なんて痛いことを願っているシーンなのだけれど。

「……だめだ……」

　全然、文字が頭に入ってこなかった。

　右手に赤ペンを握り締しめたまま、左手の拳こぶしの骨のところで額をガシガシ擦こする。集中できない己に焦じれて、コーヒーを飲み、眉み間けんを強く揉もむ。もう一度目で字を追い直す。江別の声が蘇よみがえる。ため息をつく。……アニメ化どころか、プロデビューどころか、一作書き終える前からもうスランプというヤツなのだろうか。

　今、心底ここに欲しいのは、海の苔りでできた救命ポッドだと思う。なにも見なくていい暗がりにこの身体からだを横たえて、そうしたら海苔の妖精さんが王蟲オームの触しよく手しゆで触ふれるみたいにさわさわ自然と傷を塞ふさいでくれるような、そういう──なに？

　傷？

　自分で思ったことに、隆たか哉やは驚おどろいた。ぼんやりと眼鏡の下で目を見開く。

　傷ついていた、らしい。というか現在進行形で傷ついているらしい。そんな自分の姿を認めざるを得なくて、ついに赤ペンも放り出す。

　江え別べつの言葉に、どうやら傷ついているのだ、自分は。メールで先に謝ってやることなんてなかったのだ。思い返せば、本当にいろいろ厳しいことを言われたではないか。自意識過か剰じようだの、潔けつ癖ぺきぶっているだの、ああだのこうだの。

　これでも江別は、「たった一滴じゃ濁にごりもしない」と軽けい薄はくに笑ってスルーするのだろうか。見せてやりたいと隆哉は思う。てめえごときの発言に、きっちり傷ついて原稿を見直すこともできなくなった、この器の小さい自分の姿を。

　己の存在の矮わい小しようさをちゃんと自覚していますからー。だってチャラ男ですからー。……それが、チャラチャラ軽薄に身勝手を通して、他人を傷つけてもいい免罪符だとでも思っているんだろう。そうやって安全圏の自分を守っているんだろう。攻め込まれても「想定内でーす」と笑って済ませて、決定的な破局に至るほどには傷つかないように。

　そのガードの仕方は、まるで隆哉自身のようだと思う。

　へんなのってちゃんと自覚していますからー。だって二次元くんですからー。誰だれかが俺を見ていなくても、それは俺が自分で選んだことですからー。想定内ですからー。だから、傷ついたり、しませんからー。

「あったじゃん。……共通点」

　ほとんど呆ぼう然ぜんと、テーブルに広げた「ぺらぺら」の集合体、原稿の束を見やる。

　お待たせしましたー、と店員がやってきて、注文したミニサンデーを置いていく。伝票を置いて去り際ぎわに、ちら、と原稿を見られた気がする。きも、って感じだろうか。いつものオタクがまーたなんか小説みたいなの書いてる、うわー、って感じか。

　はい、わかってますからー。きもいですからー。ぺらっぺらですからー。つまんねえ作り事の、俺だけに都合のいい、俺ワールドの、俺の自意識がばりばりの、下らない噓うその塊かたまりですからー。ちゃんとわかってますからー。

　原稿をとりあえずテーブルの隅に押しやり、放っておいたら溶けてしまうサンデーを食べ始める。

　匙さじを摑つかむのは、確かに実在する、己の手。女友達が褒ほめてくれたこともある、男にしてはややほっそりしているかもしれない指。バイトのために短く切りそろえてある爪つめ。手首に続くこの肌。服を着た、ありきたりな男の身体。

　マンゴーシャーベットと生クリームをいい感じに匙さじで混ぜて、口に運ぶ。指先で飾りのミントの葉を摘つまみ、皿の端はしに避よけて置く。冷たい。甘い。すっぱい。そう感じる。

　この肉体を直に世間に晒さらすには、自分という男は弱く生まれすぎたのかもしれない。そうも感じる。自分の傷に敏感すぎるのかも。江え別べつが自意識過か剰じようと呼んだとおりに。

　サンデーの向こうに置いてある原稿の束は、実のところ、あれも海の苔りなのだと今は思えた。

　弱い自分を現実の世間から隔かく離りして守るために、この身体からだにまとったもう一枚の皮ひ膚ふ。血を流しやすい、人よりもろい皮膚を守るために、纏まとわなければならない「作り事」という名の外皮。生まれ持った色を隠し、生まれ持った温度も隠し、誰だれにも見つからないように傷つけられないように隆たか哉やを隠し、守る海苔。

　対処しきれない現実の風に吹き飛ばされてはまた貼はり直し、傷ついた皮膚を覆おおい直し、ごまかしごまかし生きていく、そのための方便。

「……」

　甘いクリームを口に含んだまま、隆哉は店内をぐるりと見回す。

　海苔なんてなくても生きていける人は大勢いるのだ。というか、ほとんどの人は、普通に生身で世間を渡っている。バイトの店員。女二人連れ。新聞読んでるサラリーマン。本を読んでいるおばちゃん。騒そう々ぞうしい中年のグループ。ありふれた人たち。平凡な市民たち。

　──あの大方の人々は「普通」なのに、自分はそこから自然と落らく伍ごしているのだ。特別に劣っているのだ。この、改めて突きつけられた事実はどうだ。

　なぜみんな、海苔もなしに、生身の肌でこんな現実を生きていけるの？　傷つかないの？　見たくないものばかりではないの？　どうやって普通になったの？　一人一人の肩を揺さぶって、いっそ聞けたらと隆哉は思う。

　そうして眺めた店内の喫煙席に、

「……あ」

　見つけてしまって、心臓が跳ねた。

　秋あきちゃん。

　偶然の出会いもここでは二度目の、魔ま性しようの後輩が離はなれたシートに座っている。

　透けるように煌きらめく絹糸みたいな黒髪をまっすぐ肩の下まで垂らして、袖そで口ぐちにレースがついたタンクトップ姿。ルーズなパンツを腰こし穿ばきにして、足を組んで携帯をいじり、つまらなそうに口をつぐんで目を伏せている。

　隣となりの男の煙草タバコの煙が渦を巻いて、秋ちゃんの身体にまとわりつく。

　コン、と小さく、秋ちゃんは咳せきをする。

「……秋ちゃん……」

　隆哉の存在にはまたも気づかず、真っ白な顔をわずかに傾け、煙たげに秋ちゃんは眉まゆを寄せている。隣の男は前回と同じ、ガリガリ団だん子ご野郎。いい年こいてどんだけファミレスが好きなんだよと思いかけ、自分も同じ穴の狢むじなだと気づくが。

　彼女の整った顔立ちには、やはりなんの感情の色も見みい出だせなかった。ただ黙だまって、ぼんやりと、息をして、咳せきをして、携帯を見ている。むき出しの華きや奢しやな肩は骨の形が浮くほど尖とがり、壊こわれやすいガラスの器のように隆たか哉やには思える。

　団だん子ご野郎の手が、そのとき、彼らのテーブルに置かれたドリンクのグラスの一つを倒した。ガシャン、と派手な音が響ひびいて、周りの席の人が振り返る。

　あーごめんごめん、とそいつが言って、秋あきちゃんはゆっくりと顔を上げる。

　なみなみ入っていたらしい野菜ジュースみたいな濁にごったオレンジの液体が、秋ちゃんの胸の辺りからパンツにまでかかってしまっていた。立ち上がり、手て拭ふきで適当に拭ぬぐいながら、団子野郎に「これは部屋着だからどうでもいい」と言うのが聞こえる。団子野郎は一応謝りつつ、自分の服にもかかってしまったジュースの染しみを気にして足早にトイレへ消えていく。

　テーブルの後始末を店員に任せて、秋ちゃんは、ひどいなりのままでドリンクバーへ歩いていく。

　なぜそうしようと思ったのかは、隆哉自身にもわからなかった。ただ、

「秋ちゃん！」

　はっきりとした声で、魔ま性しようの後輩の名前を呼んだ。

「……ああ」

　振り返って、そのまま三秒。三秒後には、ふにゃん、と静かに彼女の目が笑った。

　サンダルをぺたぺた鳴らしながら、隆哉の席に近づいてくる。ぽたん、と一滴、汚れたタンクトップから濁った色の雫しずくが垂れる。

「隆哉先輩だ」

「……拭きなよ、それ」

「ふふ。見てました？」

「冷たいだろ」

　うん。冷たいです。と小さく呟つぶやいて、それでも秋ちゃんは自分の身体からだを、肌を、拭こうとはしない。瘦やせた背をわずかに丸めて隆哉のテーブルの前に立ち、曖あい昧まいな黒い目をただ開いている。隆哉の目を見返している。

「……なんで拭かないの。なんで、そのままでいんの」

「一人ですか、先輩。それとも」

　話の通じないエイリアンと向かい合っている気がしてくる。空むなしさは果てしない。

「待ち合わせですか？　もしかして彼女ですか？　先輩って彼女とこういうことして遊ぶんですか？」

　秋ちゃんの白くて細い指が、テーブルに置かれた原稿に触ふれた。ぺらぺら、と興味なさそうにめくって、

「『あたし、生きていたいんだ。わかった。あたしは生き残りたいんだ』……へんなの」

　隆たか哉やは、

「へんなので、悪かったな！」

　ポケットからタオルハンカチを引っ張り出して、投げつけた。秋あきちゃんは下腹の辺りでそれを摑つかみ、うけるんですけど、とかわいい鼻声で言う。でも全然うけている顔ではなくて、困ったみたいに唇くちびるを結んでいる。そのまま立ち尽くすように、俯うつむいてしまう。

　もしかしてこの子は本当にエイリアンで、ハンカチの使い方も知らないのではないか。そんな考えが妙にリアリティをもって脳裏に浮かんできた。言葉も通じない。汚されたら拭ふくということも知らない。なんにも知らない、ばかな、愚おろかな、異星人。多分「侵攻」とかで来たわけではなく、うっかり引力に負けて落下してきてしまった系の。

「……なんで、そんなんで生きてるわけ……？」

　思わず口をついた呟つぶやきが、秋ちゃんに届いたかどうかはわからなかった。秋ちゃんは俯いたまままだ動かないでいる。どうするんだよ、と隆哉は問いたくて問えずにいる。

　むき出しの生身でこの現実を生きているのに、そんなに無力でどうするんだよ。海の苔りもなしに皮ひ膚ふを晒さらして、無傷でいられる保証がどこにある。

　もしも──海苔の真っ黒な壁の向こうで、隆哉には見えないところで、もしもこのエイリアンが傷ついて血を噴いて痛みに泣いているとしたら。だとしたら、隆哉は、海苔を引き剝はがしたいと思う。そんなことないのかもしれない。余計なお世話かもしれない。

　でも、もしもそうなのだとしたら、エイリアンの傍そばへ行きたいと思う。

　そして指を伸ばし、そっと触ふれて、その身体からだを守る皮膚の一部になってやれたらいい。本当は張り倒したくなんかないのだ。傷つけないで大事にして、彼女を守る盾たてになれるのならば、どれだけズタズタに引き裂かれてもいい。自分の傷など二度と顧かえりみることはない。

　なぜ、そんなふうに思うのだろうか。

「……秋ちゃん。帰ろう。家まで送る」

　隆哉に手首を摑まれて、秋ちゃんは背中を硬くした。甘えるみたいな鼻声をやめて急に声を低くする。

「なんでですか」

「服もそんなだし、高校生がうろつくにはもう遅い時間だから」

「平気です。親、夜勤でいないし」

「あの男が好きなのか？　あいつと一いつ緒しよにいたいのか？　本気で？」

　黙だまった。

　隆哉は手早く原稿とペンをバッグにつっこみ、伝票を摑み、会計へ進む。秋ちゃんはそれ以上はなにも言わず、隆哉のあとをペタペタと歩いてついてくる。携帯一つをポケットにつっこみ、ジュースをかぶった服は汚く、顔立ちばかりが異様に綺き麗れいな、弱々しい異星の生き物。

　夜の空の下に出て、

「えっ！　チャリ!?」

　彼女は急に大きな声を上げる。

「……自信満々に送るとかいったら、普通、車だと思いますよ」

「そうかい」

「今度、秋あきのこと、車乗せてくださいよ」

　答えず、法律違反の二ケツ。隆たか哉やは後ろに後輩を乗せて、ゆっくり慎しん重ちようにペダルを踏ふみ込んで、前にも送っていったことがある彼女の家の方面へ漕こぎ出す。

　そういえば、あのときもチャリだった。

「なんでシカトするんですか」

　縁石を乗り越えて、通る車のない車道へ一いつ旦たん出る。二人を乗せた自転車は軽く跳ねて、隆哉の胴に回った秋ちゃんの手に、ぎゅっと力がこもる。背中にくっついた柔らかな胸が、すこし鼓こ動どうを速めたのがわかる。

「……秋の家、覚えてるんですか」

　なにも答えないままひたすらペダルを踏み続けるのは、なにか口にしてしまったら、声が弱弱しくかすれてしまいそうだから。

　夜は静かだった。隠し事もできないほどだ。

　心も、感情も、欲望も、今は知られたくないのだ。今はただ、ひたすら、皮ひ膚ふの一部になりたいと願うだけの単純な細胞の集合体でありたいのだ。

「ねえ。シカト、しないで」

　ありきたりな雑然とした住宅街をすり抜け、自転車は進む。並ぶ街灯の下をくぐり、警察官に見み咎とがめられることもなく、夏の風に背を追い越される。

「ねえ、先輩。……秋は、……秋の方がよっぽど……」

　押し当てられた頰ほおの感触に、無む性しように泣きたくなるのはなぜなのだろうか。笑い出したいようでもあるのに、完全に自分のコントロールがきかなくなっている。まっすぐ直線の道のり、思わず左手を胴に回された秋ちゃんの手に重ねる。指が絡からんできて、人差し指と中指を強く握り締しめられる。

「先輩、秋は……先輩が……」

　早くつけ。

　永遠に続け。

　──脳が、引き裂かれそうだった。

　この世でたった一人だ。この魔ま性しようの後輩だけが、こんなにも意味不明に、隆哉の感情を弄もてあそぶのだ。理解もできないくせに、言葉も通じないくせに、他の誰だれでもない、この女だけが。

　この女の細胞の一部になって、一つの生き物になって、そしてそのまま消えてしまえたら、なんて自滅的な夢さえ見させられてしまうのだ。

　やがて見覚えのある通りに出て、ゆっくりとブレーキをかける。灯あかりのついていない秋あきちゃんの自宅の前で、両足をついた。

　荷台から降りても、秋ちゃんはぐずぐずと隆たか哉やの服の裾すそを摑つかんだままでいる。

「先輩」

「うん？」

「……先輩の服にも、うしろ、ジュースついちゃったんですけど」

「いいよそんなの、別に」

「……着替えたくないですか？　うち、親、留守です。秋、ヒマだし。先輩のせいで今夜は一人になっちゃったし」

　黙だまった隆哉の顔を見て、秋ちゃんは意地になったみたいに口を尖とがらせた。ハンドルを握る手を摑み、揺さぶり、上目遣い。

「先輩、ってばー……！」

　自転車から力ずくで引き下ろそうとするかのような荒っぽさでぐいぐい体重をかけてくるのだが。

「俺はね、今」

　エイリアンの発する信号は、受信できなかった。……ということにしようと思った。

「ハリセンがあったら秋ちゃんの頭を張り倒したいと思ってる」

「えぇえー!?」

「でもまあ、ないからさ。その代わり……そんなにヒマならこれをあげよう」

「うわー！」

　バッグから、原稿の束を取り出した。困惑顔で立ち竦すくむ秋ちゃんに押し付ける。ただの素人しろうと小説ではないんだよ。これは、実は、海の苔りなんだよ。君を守る皮ひ膚ふなんだよ──なんて気持ちの悪いことを口に出して言いはしないが、それでも十分に秋ちゃんは嫌いやそうな顔をしていた。










　おやすみ、と手を振って再び自転車を漕こぎ出す。

『隆哉』

　おお、ＶＪ。

『……すかさず、いかなくてよかったのだろうか？』

　プラチナの髪にいつものセーラー服を着て、心の嫁よめ・ＶＪは自転車の荷台に乗っている。腕を隆哉の胴に回し、頰ほおをこすりつけてくる。

　これで正解だったと思うよ、と答えると、その頰がにっこりと嬉うれしげに笑った。

『そうか。ふむ、そんな隆たか哉やだから、私はまたここに戻ってこられたのだな。それなら、これでいい。……そういうことにしておこう』

　静かな夜に、嫁よめの囁ささやきが静かに耳に届く。

『ねえ、隆哉。……私は、……私の方がよっぽど……へんだ』

　風に混じって、言葉はちゃんと聞こえている。

『隆哉。私は……先輩が……好きなのかもしれない。ずっと』







　　　　＊＊＊







　退屈極まりない英語の講義を受けながら、隆哉は前方の席で居眠りの海に沈没している江え別べつのもしゃもしゃした頭を眺めていた。

　講義が終わったらヤツに声をかけ、カラオケ代を返さないといけない。そして、自分でもその思いつきのとっぴさに笑い出してしまいそうだったが──原稿を、読ませてみようと思うのだ。通学に使っているバッグの中には百数十枚の紙束が収まっている。

　秋あきちゃんに渡したその原稿が手元に戻ったのは、日曜日の夜だった。

　バイトに出かけていた隆哉が帰宅すると、母親が、なんともいえない表情でテーブルに座ってなにかを読んでいたのだ。笑いたいような、首をひねりたいような、怒おこりたいような、褒ほめたいような、見たこともない複雑な顔をしていた。そして息子を見て、「あんたも色々考えてるんだよねー」と呟つぶやいた。

　その手元に思いっきり広げているのが自分の原稿だとわかって、ほとんどスライディングタックルで奪い返したが時既すでに遅し。とっくに全部読まれた後だった。

　何時のことかはわからないが、秋ちゃんはこれを返却しようと思い立って、佐さ藤とう家までやってきて、ポストに投じてくれたらしいのだ。それを見つけたのが母親で。表紙にポストイットで貼はり付けられていた秋ちゃんからのメッセージもどうやら読まれてしまっていて。

『たかやせんぱいへ。ハリセンのほうがましかもです。くるまのりたいです。あきより』

　車、使うなら貸そうか、なんて言われてしまった。

　なんともいえない恥ずかしさに小一時間悶もだえたが、ふと思った。母も、後輩も、隆哉の渾こん身しんの処女作を読んで、結局おもしろいとはひと言も言ってくれていない。

　はいすいませーん、つまんないですからー。わかってますからー。傷ついたりしませんからー。……と、いつもなら引っ込んでいくところだと思う。しかし、そういう自己防衛の居直りを、手の内わかっているヤツならどう看破するのだろうと確かめてみたくなってしまったのだ。

　本当に、つまらないのかどうか。

　もしもはっきりとそういわれたなら、そのときこそ、チャラ男の目の前で思いっきり傷ついて見せてやろうと隆たか哉やは思っている。
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　そのとき突とつ如じよ轟ごう音おんが響ひびき渡り、灼しやく熱ねつの炎が火の玉と化して一気に膨ふくれ上がるのを見た。

　──どうにもモタモタと、かっぺ臭くさい下りだ。

　突如、轟音が響き渡った。灼熱の炎が火の玉と化して、一気に膨れ上がるのを見た。

　──多少は洗練されただろうか？　でも、もうちょっと……。

　突如、轟音。灼熱の炎。火の玉が、一気に膨れ上がる。

　──これぐらいの方が切迫感があるかもしれない。バトルシーンだし。

「……うん、うん、うん……膨れ上がる、まる、と」

　カチャカチャカチャッ、ターン！

　高らかにエンターキーを打ち放ち、佐さ藤とう隆たか哉やは手を入れたパラグラフを再び頭から読み下し始める。

　少しでも理解しにくいところがあってはいけない。あくまでもここはテンポよく、勢い任せに圧倒圧倒圧倒、一息にだーっ！　と、読み進めて欲しいのだ。

　機能を失って暗あん渠きよと化した地下電子都市の坑こう内ない通路での一戦を描いた場面であった。

　サブキャラの一人がここで命を落とし、主人公サイドに決定的な打だ撃げきが与えられる重要なシーンである。……ちなみに、続編は今回死んだキャラクターの生命奪だつ還かん戦せんとなる。

　そんな先々の展開を行間に匂におわせたくてたまらないのだが、それはするまいと己を律して、隆哉はこの原稿の仕上げ作業を黙もく々もくと続けていた。新人賞応募作品で、余計なことはしない方が無難だろうという判断だ。イメージイラスト添付とか。編集部の皆さんへお手紙同封とか。僕の考えたキャストを発表しちゃうとか。あらすじで「しかしそこには意外な事実が──!?　緊きん迫ぱくのラストシーンが、今、主人公を待ち受ける！」煽あおっちゃう、とか。

　しませんとも。そんなヘマ。これが初うい陣じんとはいえ、投稿作法のサイトはすでにアホほど見て回ったのだ。

「……はー……あっつ……」

　眼鏡の鼻当てに滴したたった汗が溜たまり、すかさずＣｔｒｌ＋Ｓ。

　鼻柱に食い込むようだった眼鏡を外し、キーボードの上に置いて、首にかけたタオルで顔の汗をぐいっと拭ぬぐう。額といい首筋といい、まるでシャワーでも浴びた後のようだった。大量の汗の雫しずくがだらだらと伝い落ちて、肌をべったりと濡ぬらしている。

　狭い隆哉の自室にはエアコンなんて洒落しやれたものはない。扇風機はあるにはあるが、風は書見台に重ねた原稿を散らしてしまうので使えなかった。恐らく今、室温は三十度以上。一応窓を開けているが外は無風で、室内にこもった熱気と野郎の臭においは薄うすまりもしない。

　それでも、暑いも臭いもクソもなかった。

　作業は今、佳境も佳境。プリントアウトした原稿に手書きでしつこく入れた赤をデータに反映させつつ、さらに見直しの推すい敲こうを重ねているのだ。繰くり返し繰り返し、冒頭からラストまで。また冒頭へ戻って、何度も何度も。

　それができるのも、残り──ええと、どんだけだ。眼鏡をかけ直してタスクバーの時刻を見やる。もう二十一時を回っている。ということは、作業時間は残りせいぜい二時間……いや、プリントアウトもまだだから、一時間か。要項にしたがって、綴とじ紐ひもと穴あけパンチだけは用意してあるが。

　不測の事態に備えて、もうそろそろ切り上げるべきかもしれない。なにが起きるかわからないし、あせってなにかミスってもいけない。早め行動でいくか。

　頭ではそう思い、ではこの辺で、と区切りをつけようとするが。

「……」

　目が、モニターから離はなれない。

　テキストエディタの画面に浮かぶ文章から、どうしても視線を剝はがすことができないのだ。

　作業を終わりにしてしまうのが、不安でたまらなかった。隆たか哉やは息を詰め、カーソルを一気にラストまで滑すべらせる。会話文。改行。句読点。描写。ルビ。

　──大だい丈じよう夫ぶだろうか。これが全力だろうか。間違いはないか。悔くいはないか。ぬるい、神経の通っていない、魂たましいの入っていない適当な言葉が紛まぎれ込んではいないか。

　俺は、俺の想おもいの今のありったけを、この作品に書き込みきれているのか。

　正直、わからない。なにもかも。でも、ここで仕舞いにするしかない。もう一度時間を確かめて、隆哉は頰ほおを膨ふくらませ、アスリートみたいにふーっ、と一度大きく息を吐はく。

　今日が、投稿しようと決めた新人賞の締しめ切り日なのだ。

　今日の消印で原稿を編集部に送付しなくてはいけない。プリントアウトして綴とじる作業や郵便局の窓口へ持参する手間を考えれば、時間の猶ゆう予よはもはやこれまで。

「……っしゃ！　しゃあねえ！」

　了、の一文字を、ラストから三行分の改行の後に気合とともに打ち込んだ。

　これまであえて入れていなかった一文字だ。おわり、でも、ＥＮＤ、でもなく、了にしようとずっと前から決めていた。

「……はあ……。終わった……」

　そうして、ふっ、と力が抜けた。

　だらんと背中を背もたれに預け、横目でプリンターが正常に動作しているのを確かめ、眼鏡を外す。

　寿命が尽きるその瞬しゆん間かん、自分はきっとこの夜のことを思い出すだろう。

　ふとそんなことを思って、隆哉は辺りを見回した。

　蒸し暑い、七月の東京、二十一時。

　狭い部屋を照らす白けた照明。

　ノートパソコンが発する熱気。

　ペットボトルのぬるい水。

　夜のおかずは玉たま葱ねぎと人にん参じんのかきあげだった。……味み噌そ汁しるの具も、バラバラに分ぶん離りした玉葱と人参のかきあげだった。

　首がだるだるになりすぎてもはや乳首も隠れない部屋着のタンクトップに、ぺらっぺらのボクサーパンツ一枚のなり。暑くてなにも着られないが、汗ばんだ太ふと腿ももの裏がイスに張り付くのも気持ち悪くて、座ざ布ぶ団とん代わりに畳たたんで敷しいたバスタオル。腿にはきっと、妙な凸でこ凹ぼこの跡がついている。

　集中しきっていたときに無意識に両耳から引っこ抜いたらしいイヤホンからは、気がつけばまだ音おと漏もれがしていた。人知れず律りち儀ぎにループし続けていた菅かん野のよう子を止めてやる。

　これが、運命の一夜のすべてだった。

　この年の、この夏の、この夜。これが──

「……やっと、終わったんだ……」

　──生涯忘れ得ぬ運命の光景。

　運命の真まっ只ただ中なかで、隆たか哉やはゆっくりと大きく両肩を回す。ごきっ！　ばきっ！　とすごい音が響ひびき渡る。さらに座ったままで思い切り背中を伸ばすと、びきびきびきっ！　と背筋が鳴った。ずっと猫背でキーボードを叩たたいていたから、全身の筋肉が固まってしまっているのだ。

　プリンターは絶好調。もちろん用紙も余裕たっぷり、インク切れの憂うれいもない。

　首を回しながら上半身をひねって軽くストレッチしつつ、隆哉は自分が盛大ににやついているのに気がついた。この開放感はどうだ。原稿は終わった。終わったのだ、本当に。気合で不安を手放してしまえば、すべてはいまやもはや事後。突き上げるように溢あふれ出てくる快感、喜び、全能感に、顔が笑うのを止めることはできない。

「くっ……ぐふっ！　……んふふふふっ……んふふふふふふ！」

　声が漏れるのを止めることもできない。

　それがどうした。止めねばならない理由もなかろう。そもそも一人だ。多少きもくてなにが悪い。正々堂々、危なくニヤけて肩を震ふるわせる。

　この夜こそが、人生絶頂大回転の記念すべきマイルストーンなのだ。「一般人」の佐さ藤とう隆哉として生きる、これが最後の夜なのだ。運命の一夜でないわけがなかった。走そう馬ま灯とうのタイトルバックにもふさわしい夜だと心から思う。

「ん～ふふふふふふ！　んふふふ～んふふふふ！　んな～っはっはっはぁ～っ！」

　──新人賞受賞おめでとうございます。受賞されたときのご感想は？

「『とても驚おどろきました！　実は生まれて初めて書き上げた小説だったので、えっ、いきなり賞もらっちゃうの!?　それってアリ!?　って。まあもらっちゃいますけど（笑）』」

　──えー！　第一作がいきなり通っちゃったんですか!?　すごくないですか!?

「『いやあ自分としては不安だらけですよ！　まあ、将来性に賭かけた！　……って感じで見守っていただけると幸いです（汗）』」

　──すでに大だい反はん響きようの『鉄血ガールズ』ですが、この先の展開など、こっそり教えていただけます？

「『続編の構想はあるんです。できるだけ早く読者の皆様にお届けできれば、と思っていますので、応援していただけるとありがたいです！　それとですね、もう一つ……あ、これはちょっとマジで発表しちゃいけない……かも』」

　──それはぜひ聞きたい（笑）！　教えてくださいよ先生～！

「『……ん～、もしまずかったらカットしてもらえますよね？　えと、実は、すでに、ア○○化の企画が動いておりまして……ごにょごにょごにょ』」

　──えええ～っ!?　○ニ○化!?　そ、それはなにげに超重大発表ではないですか!?

「『はい、○○メ化（笑）。担当さんと、ほんとに大だい丈じよう夫ぶなのか俺たち!?　って震ふるえまくってます。とにかく今は読者の皆様のお力をお借りして、全力で楽しみたいと思っています。もうそれしかない、って。こんな未熟者の自分ではありますが、どうか皆様！　応援のほど、よろしくお願いいたします！』」

　どやぁっ！　キリッッッ！

　脳内インタビュアー越し、読者の皆様に全力の笑顔をお届けしてイスの上。感かん極きわまって、やや懐なつかしめのイナバウナーでぐりんと仰のけ反ったその瞬しゆん間かん、

「隆たか哉や」

　スッ、と突然部屋の扉が開かれた。驚おどろきのあまり「!?」声なく叫んでイスから思わず立ち上がる。

「な……なななにっ!?　なんだよいきなりっ!?　な、なんなんだよっ!?」

　直立不動の怪しさ全開。ステテコパンツに腹巻上半身ヌードの親おや父じに、必要以上の勢いで対たい峙じする。垂れた元胸板が犬の顔みたいに見えるたるんだボディを晒さらしつつ、親父は低く、

「うるさい。おまえは夜中に一人でなにをやってるんだ」

　と。

「やっ……ちょっ……なっ、ちげえよっ！　なんでもねえよっ！　なんでもねえんだよっ！」

　もじもじうろたえる過度に一人遊び上手な息子を見やり、親父はなにを思ったのだろう。それ以上は言わないまま、おもむろに、腹巻に器用に挟んだ小さな革の小銭入れを取り出し、チャックを開いて三つ折りに畳たたまれた千円札を抜き取り、

「……ほれ」

　隆哉に差し出してくる。

「え？　くれんの？」

　頷うなずく親おや父じ。

　くれるとなれば、そりゃもう千円でもなんでも貰もらうとも。近寄る隆たか哉やに、しかし親父は急にもごもごとし始め、

「……なんかなー、あのなー、そのー、母さんともアレしてたんだけど、どうも……」

「ん？」

「さっき、電話の……ほれ、携帯の……アレが……」

「なによ？」

「……まあ、隆哉も、よくアレして……アレ……」

「はあ？」

　そのまま部屋から出て行ってしまった。

　普ふ段だんから割りと無ぶ愛あい想そうな職人気質の親父ではあったが、今こ宵よいはとうとう完全に、意思疎そ通つうが不可能な謎なぞ生物に成り果てていた。

　手の中に残された千円札は哀かなしいほど几き帳ちよう面めんに、ぴっちりまっすぐきっちりと折り畳たたまれている。一体なにが言いたかったんだろうか。もしかして、たまには息子とコミュニケーションしたかったのだろうか。そういえば最近はほとんど会話らしい会話もしていなかったし、もうちょっと愛想よくしてやればよかったか。

　──あの頑がん固こ親父、俺が新人賞デビュー決めたらどんな顔するだろう。

「……んふっ！」

　隆哉は千円札を広げつつ、再びこみ上げる笑いに肩を揺すり始める。テンションの高まりは抑えきれず、その場でクルクルと回転し出す。客観的に見れば、狂った！　というのが今の己の有り様だろうが、居もしない他人にどう思われようと構いはしない。運命の夜だ。人生が変わる、大逆転の一夜だ。

「る～るる～……さようなら今までの俺、こんにちは新しい俺……俺は変わる、変わるんだ今宵を限りに～……」

　裏声の伸びも絶好調。

　我ながら不思議なほどに、「これはイケる」という確かな予感があった。受賞しない、わけがない。落ちるわけがない。絶対に、何らかの賞に引っかかって『鉄血ガールズ』はデビュー作となる。そんなビジョンしか浮かばない。

　自信がある……というのとも、また違う。単に、「知っている」というか。すでに成功の方程式は解けているというか。決定済みの結果に向かってただひた走っているだけ、というか。

　作品がちゃんとおもしろいかどうか、完成度が高いかどうか、どう評価されるか、そういう不安はもちろんある。でもそれとはまったく別の次元で、デビューできないわけがないと。隆哉は、自分でも「なぜに……？」と思うほど、はっきり確信していた。

　順調にプリントアウトされていく原稿の紙束を見やる。あれを郵送しさえすれば、作家としてプロデビューするための苦しい通過儀ぎ礼れいは終了だ。だから結果発表の日などは、実はたいして重要ですらない。明日目覚める自分はすでに、今の自分とはまったく違う生命であるはずだった。

　そういう意味で、この締しめ切りの夜は特別なのだ。

　そして、それに。もう一つ。

「……」

　ちらり、とデスクの蛍光灯に貼はり付けてあるポストイットを見やる。

　それはふざけたきのこの形をしていて。

　アホっぽいピンク色で。

　適当なマーカーのかすれた文字で、

『たかやせんぱいへ。ハリセンのほうがましかもです。くるまのりたいです。あきより』

　──などと、書いてある。

　ああ。秋あきちゃん。……秋ちゃん。

　回転しすぎて目が回り、隆たか哉やは一人、部屋の中央にくらくらと立ち尽くす。魔ま性しようの後輩・秋ちゃんから返却されてきた原稿に、きのこポストイットは貼り付けてあったのだ。あれは、彼女からのメッセージ。

　ねえねえ隆哉先輩、秋をドライブに連れて行って下さいよ～。と。……実は裏面には、メルアドまで書いてあったりもする。

　考えて考えて考えて、色々脳内でシミュレーションして、詳細は省きつつも万ばん里りや柳やなぎ澤さわ、江え別べつにまで相談してみてさらにしつこく考えた結果、隆哉は一つの結論へ至っていた。

　……秋ちゃんは、要するに、自分のことが好きなのだ。何年越しかの時を挟んで、今また彼女と自分の間には、いわゆる「脈」が生まれつつあるのだ。

　そして自分は、この状況を、機会を、秋ちゃんの気持ちを憎にくからず──いや。全力で丸ごとゲットしたい！　と、そう思っている。

　意外だろうか。どうした二次元、秋ちゃんは三次元だぞ。そんなつっこみを、自分で自分に入れるべきだろうか。入れるべきだろう。わかっている。

　それに脈があるなんて、そんなのそもそもが勘かん違ちがいかもしれない。そんなあやふやなものがある方に賭かけて行動するなんて危険すぎる。恥をかき、傷つくのもしれない。だったら、ない方に賭けて、クールを気取ってスルーする方がずっと賢いのかもしれない。いつもそうやって生きてきた。

　でも今回は、今回だけは、「ある方」に賭けてみたいと思ったのだ。

　今回こそ、この現実を生きる肉体を駆使して、欲しいものに指を伸ばして、汗をかいてみようと。もはや認めるしかない現実世界の幸福への渇望が、隆哉を、この「二次元くん」の二つ名で呼ばれた男の身体からだを貫いていた。

　だから、明日になったら……というか、原稿を応募するというこの人生最大にしてただ一度の（なぜならこれでデビューするから）通過儀ぎ礼れいを終えたら、隆たか哉やは秋あきちゃんにメールをして、ドライブに誘さそおうと決めていた。この戦いが終わったら、彼女をデートに誘うんだ。

　それがもしも上う手まいこと進んでしまったら、もはや己を「二次元くん」と称することは許されないのかもしれない。となれば、自分は「三次元くん」……いや、ただの「佐さ藤とう隆哉」として、新たな局面を生きていくことになるのかもしれない。これまでの生き方を自みずから否定することに葛かつ藤とうがまったくないわけではないが、それよりも新しい自分への期待の方がずっと大きかった。

　こんなふうにして、隆哉を取り巻く人生の、いや運命のすべてが、この一夜を境に変へん貌ぼうを遂とげようとしていた。

　のだが。

『たー、かー、やー』

　──ギクリ。

　我知らず、微妙な気まずさに背が震ふるえた。

『さっきからなにをそわそわとしているのだ？』

　ヴ……、

『気配でわかるのだぞ？　そのように落ち着きをなくしていると、後ろを向いていても気が乱れるのが伝わってくる』

　……ＶＪ……、こと、ブリジッド・ジェオミリア。……さん。

　脳内本妻が脳内で、背中を向けて立っている。

　星の光を散らしたようなプラチナの髪を長く揺らめかせ、小柄な身体からだにはなにやらひらひらと白い、淡く透ける紗しやのようなものを足元まで垂らしていて、

『そんなことより……この格好を見てくれ。隆哉はどう思う？』

　ふわっ、と振り返ったその瞬しゆん間かん。

　隆哉の脳内空間に、音もなく、無数の白い花びらが風に舞い上げられるように散った。

　その只ただ中なかに一人立ち、こちらを振り向いたＶＪの姿といったら。

　ヴ、ＶＪェェェ～～～～～～ィ！　──絶叫ものであった。

　そうか、なるほど！　瞬時に理解する。これはすなわち、グランドフィナーレ。最終回Ｖｅｒ．なのか！

　神聖にして正当なる皇おう女じよ。時に血に塗まみれ、死神とさえ呼ばれた一いつ騎き当とう千せんの戦姫。隆哉が心から愛した絶対無二の脳内嫁よめ。理想のロリボディに脆もろい精神と一いち途ずな乙女おとめ心ごころを搭とう載さいした、現実には存在し得ない完全なる創作生命体。

　そのＶＪが、今、純白のウエディングドレスに身を包んで、隆哉に微笑ほほえみかけているのだった。

　胸元からふんわりと広がるシルクのドレスに夢みたいなレースを幾いく重えも重ね、縫ぬいこまれた乳白色の真しん珠じゆが虹にじ色いろに光る。甘く香る花を髪にも胸元にも零こぼれるほどに飾り、碧みどり水すい晶しようの瞳ひとみを星のように輝かがやかせて、唇くちびるには笑みを湛たたえて。きらきら、きらきらと。あまりにも可か憐れんな、美しい花はな嫁よめの小さな胸は今きっと、はち切れんばかりの幸せでいっぱいのはず。

　舞い降りる花びらのシャワーの下、繊せん細さいに透けるベールが空気を孕はらんで柔らかに躍おどる。下ろしたままの長い髪は、水面に揺れる優しい波紋のよう。

　そのあまりに美しいＶＪの姿に、脳内視界の輪りん郭かくがじわりと水気を帯びて滲にじんだ。

　ああ……そうなんだね！　お嫁に、いくんだね……ＶＪ！

　隆たか哉やの胸にも歓喜と幸福と、そして一いち抹まつの寂しさがこみ上げてくる。幸せにしてもらうんだよ、ＶＪ。大事にしてもらうんだよ。大切に、宝物みたいに守ってもらうんだよ。

　自分の一部だったはずのものが、手を離はなれていくこの感覚──そうか、と、隆哉は再び納得して、そっと濡ぬれた目元を拭ぬぐう。そうだったんだね、ＶＪ。把は握あく。

　脳内二次元嫁の存在は、要するに、温め続けてきた原稿そのものなのだ。原稿を新人賞に出すのと、ＶＪをお嫁に出すのは同じこと。

　自分だけの世界の創造物が、今こ宵よい、こうして、人手に渡る。そう、自分の一部だったものが己から切り離されて、他人が行き交う世間の巷ちまたへ旅立っていく。もはやこの手の届かないところで、ああだのこうだのひっくり返され、やられ放題にいじり倒され、好き勝手なことをいわれて、いいだの悪いだの評価を受ける俎そ上じように上げられるのだ。気に入られるかもしれないし、無む体たいな扱いを受けるかもしれない。なにがあっても、もはや手出しすることは叶かなわない。

　──つらい！

　でも、他人に手渡してみようと隆哉は自分で決めたのだ。どうよ、と問うてみようと。そうしてもしも分かり合える人がいたら、分かち合える人がいたら、受け入れてくれる人がいたら、それを喜びと思える感性を持つ自分を知ったのだ。そんな自分が結構好きだと思う。だからそのためになら痛みにも耐えられるし、実際こうして原稿を応募してみようと──

『なにを言っているのだ隆哉。おまえは根本的になにか思い違いをしているようだ』

　……え？

『私はどこへも行かないぞ。私がお嫁に行くのなら、夫はおまえに決まっているだろう？』

　ＶＪは微笑ほほえんだまま、肘ひじまでの手袋に覆おおわれた指先をそっとこちらに伸ばしてくる。

　きょとん、と隆哉は脳内嫁のその指先を見る。誘さそうようにくすぐるように、ほれほれと隆哉の鼻先で揺れるその指。

『私たちは要するに、入にゆう籍せきだけはしてあったけれど式を挙げてはいなかった夫婦。さあ、ついに挙式だ。公に、永遠を誓え。この私を生涯ただ一人の嫁として、この私だけを愛し抜くと。世界は私たち二人だけのものだと。二人だけでいられればそれでいいのだと。……優しいぞ、この永遠は。おまえを決して裏切りはしない』

　……いや、ＶＪ、ちょ、まっ、

『さあ、早く誓え』

「……っ……」

『いや、まずはプロポーズをしてもらおうか。……さあ！　さあさあさあ！』

「……」

『たーかーやっ！』

　サーッ、と。

　そのとき、冷たい汗が背中を伝った。気味悪く肌が濡ぬれた感触に、ようやく現実に立ち返る。

　脳内だ。すべては脳内のこと。おなじみの一人妄もう想そう芝居だ。もちろん。……しかしなんだかそれにしては、妙にリアルな押し付けがましさと、胃壁をかきむしるようなギリギリ感に満ちていたような気がするが。

　プリンターは動き続けている。時刻には余裕がある。

　部屋は相変わらず暑苦しく、ペットボトルの水はみるからにぬるく温まっているだろう。手の中には親おや父じが寄越した千円札。そういえば、封筒をまだ買っていなかったんだっけ。

「……コンビニにでも、行くか……」










　自転車で夜の住宅街を漕こぎ出すと、ぬるい空気の中を泳いでいるような気がした。

　無風の夏の暗がりには抵抗というものがなに一つなく、粘度が高く、ペダルを踏ふむ足は妙にぬるぬると軽い。Ｔシャツから露ろ出しゆつした肌も二の腕の辺り、見えない巨大な舌にゆっくりねっぷり唾だ液えきを塗まぶしつつ舐なめられているようで、蒸し暑いというよりは気味が悪いほど生ぬるく感じる。

　なんとなく、世界の終わりのような夜──。

　そんなふうに思うのは、締しめ切り直前の妙なテンションのせいか。それとも、車とも人ともまったくすれ違わないせいか。まだ九時過ぎ、それも平日だというのに。……団地やマンションの窓に明かりは見えるけれど、部屋の中ではみんな白目を剝むいて死んでいるような気さえしてくる、地獄にも似た静けさだった。

「……なんて、ね……」

　そんなことを思い始めたら本当に怖くなってくるからやめておこう。

　サドルから軽く尻しりを上げて、ゆるい坂道をグングン漕いで上がっていく。

　隆たか哉やの自転車は静まり返った無人の路地をすり抜けて、コンビニのある交差点を目指す。そういえば、いつも肌身離はなさず持っているiPhoneを、今夜に限って部屋に置いてきてしまった。気がついてしまうといきなり心細くて、思わずペダルを漕ぐ足が止まる。……でも別に、今使う用事があるわけでもないし。コンビニにちょっと行くだけのこと、取りに戻る理由などあるわけもない。

「……とかいって、こういうときに限ってなんか事故ったりトラブったりすんだよな……」

　はあ～、と一人、路上でため息。

　いやいやいや。ないないない。そんなことを思っていると、そんな結果を知らず知らず引き寄せてしまいそうだ。

　大だい丈じよう夫ぶさ、と無理やり気を取り直して、再び漕こぎ出そうとしたそのときだった。

　妙にぬらぬらと光るような点目顔のアルファロメオが、信号を無視して、一つ向こうの通りを横切っていくのが見えた。いくら無人だからってあんなに堂々と……隆たか哉やは思わず咎とがめるような視線を送ってしまって、

「……あれ……？」

　目を疑った。

　ほんの一いつ瞬しゆん垣かい間ま見た、助手席のシートに座っていたのは。

　白い、つまらなそうに冷めた横顔。

　つんと尖とがった鼻び梁りようのライン。

　漆しつ黒こくの、ストレートの、胸の辺りまで届く髪。

　無防備にさらけ出したタンクトップの肩。

「……秋あきちゃん……？」

　──かどうか、確かめようもなかった。あんな髪型をした若い女の子など街にはいくらでもいるし、顔立ちまでは見えなかったし。

　ぬらぬらのアルファロメオはテールランプの光跡だけを闇やみに赤く引いて、スピードを緩ゆるめもせず、次の交差点へ進入していく。そのままぐいっと急カーブして、隆哉の視界からは見えなくなる。エンジン音ももう聞こえない。

　釈しやく然ぜんとしない感覚を自分でも摑つかみあぐねて、隆哉はぼんやりと、サドルにまたがったまま両足をついて、再び静まり返った路上に立ち尽くしていた。

　秋ちゃん……だったのだろうか？　また、違う男と？　自分にあんなメッセージを残しておきながら？　……一体、どういう……っていうか、あれは本当に秋ちゃんだったか？

　ただの見間違いなのか？

「……えー……？」

　──わからない、もうなにも。

　というか、iPhoneなしには、時間さえもわからない。

　納得できない気分のまま、しかしいつまでもこうして考えていたって仕方ない。とりあえず、隆哉は再び自転車を漕ぎ出した。

　なにはともあれコンビニへ行って、飲み物と封筒を買って、部屋へ戻って原稿を郵送する用意をしなければ。時間には余裕を見てはいるが、それでも限りがあるのだから。

　いまひとつ腑ふに落ちない感じに首を捻ひねりつつもコンビニへ到着し、自転車を止めて中へ入る。文房具の棚で首尾よく封筒を見つけ、手に取ろうと屈かがむと、

「あれ？　たっくじゃん、偶然」

「おお、奇遇！」

　顔を覗のぞき込むようにして声をかけてきたのは、近所の天てん丼どん屋やのバイト仲間だった。同い年のこいつも大学一年生で、気だるい揚げ物仕事をともにこなしてもう数ヶ月の仲になる。

「今俺ちょうど上がってきたとこなんだよね。なにたっく、封筒とか買うの？」

「うん。ちょっとね」

「つかさー、聞いて聞いて、こないだの飲み会あったじゃん！　たっくがパスしたとき！」

　さりげなく、ちらっとレジの向こうの時計を見やる。バイト友達はそれに気づいて、

「あれ、ごめん、今時間ない系？」

「や、そんな急いでるわけでもないんだけど」

　時間がある系でもないんだけど、という言外の雰ふん囲い気きが通じるほどの仲ではしかしなく、

「じゃあ聞いてー！　なんかさあ、あのとき店長がさあ、俺にやたらと説教的なことをしてきてさあ！」

　……いけない。このままでは世間話の花が咲いてしまう。

　バイト中はまるで時間旅行みたいに感じられるほどに頼たのもしくも楽しいこいつとのおしゃべりタイムだが、今はちょっとタイミングが悪い。

「ちょ、ちょっと待って。それはまた今度聞くわ、次のシフト一いつ緒しよじゃん俺ら」

「だめだめ！　店だと店長に聞かれるじゃん！　つかさー、あの人まじでおかしくねえ？　たっくも前にちょっと言ってたじゃん、ほらー、なんだっけ、」

「え、なんだっけ」

「なんだっけじゃねえよ！　あの新人の子が初めてレジやったときのさー」

「あー……うん、あったわ、なんかあった」

「あったっしょー!?　あれさー、」

　──どんどん、時間ない系になっていく。これは本当にいけない。隆たか哉やはできるだけ感じ悪くなく、自然に彼の話を遮さえぎるタイミングを窺うかがうが、

「なんかぁー、そんなこんなで俺、ちょっと精神的にキちゃってえー……」

　突然、彼は泣き出しそうに口元を歪ゆがめて、暗く顔を俯うつむける。不意に広げられた友の胸きよう襟きんに、隆哉は会話を中断する機会をさらに厳しく失っていく。

　結局、コンビニを出るまでに二十分以上もかかってしまった。

　傷ついた友人にはハーゲンダッツを買ってやって、二人で今度ゆっくりとサシ飲みに行く約束をして、ようやく再び自転車に跨またがり、帰路につく。

　予想外に時間を食ってしまったことでちょっとあせり、急ぎ気味にペダルを踏ふんでいると、背後から突とつ如じよ消防車のサイレンが近づいてきた。大音量に驚おどろきながらも信号の前で一いつ旦たん自転車を止める。

　消防車は隆たか哉やが渡ろうとしていた横断歩道を赤信号で横切って、静かだった住宅街に赤い光をぐるんぐるん回転させつつ入っていく。

「うわ、火事か……うちの近所？」

　騒そう々ぞうしく遠ざかっていく消防車を見やりながら、隆哉はその後を追うようにして、さして遠くはない家路へ再びついた。







　その、ほんの十分後のことだ。

　人間、本当に衝しよう撃げきを受けたときには「ガーン！」なんてものではなく、

　ズガガガガガガガガガガガガガガッ！

　──と、身体からだが真ま芯しんから突き上げられる、ということを隆哉が知ったのは。

　自転車がガシャーン！　と路上に倒れる。カゴから落ちる、コンビニのビニール袋。炭酸水のペットボトルが転がる。封筒も滑すべり落ちる。ポテチの袋も。すべてが、絵空事なのではないかと……そうであってくれないかと、噓うそだといってくれ、誰だれか、これは現実ではないと……力の入らない身体がふにゃふにゃと無意識の前進を開始する。感覚をなくした手は、空中で必死になにかを摑つかみ取ろうと震ふるえている。息ができない。心臓が。誰かなんとかしてくれ。この状況を早くなかったことにしてくれ。いやだ。困る。だめ。だめ絶対、こんなの、だって──

　危ないから！　と、制止する、母ちゃん。

　事件は会議室で起きてるんじゃない！　現場で起きてるんだ！　と、サムバディが言っていたっけ。痺しびれた脳のう髄ずいに蘇よみがえる、暑苦しいサル顔。翻ひるがえるカーキのコート。

　かの人の、言う通りだった。火事は近所で起きているんじゃない。







　俺の部屋で、起きているんだ。







　　　　＊＊＊







　──待って待って！　ちょっと待って！

　脛すねまで覆おおう高さの草むらを夢中で蹴け散ちらしながら、隆哉は必死に駆けていた。

　喘あえぐ胸に、むせ返るような真夏の匂におい。青い草と、花の蜜みつと、土ぼこりと、夕立の予感と。

　サンダルの足元をピンピンと左右、バッタが弾ぜる。モーゼの目の前で割れる海の飛沫しぶきのようだ。

　団地の向こうにはもくもくと雨雲が立ち上がり始めて、さっきまでの炎天下の夏空が一気に暗く翳かげり始める。湿った風も強くなり、びゅうびゅうと強い音が鳴っている。

　先を行く背中に置いて行かれないように、取り残されてしまわないように、泣き出しそうになるのをこらえて、待って待ってと繰くり返す。走る腿ももに、斜め掛けしたプラスチックの虫かごがぶつかって揺れる。理由なく集められたダンゴ虫たちは、ただ静かに身を丸めて、激しくシェイクされる運命を耐えている。薄うす黒ぐろいパチンコ玉のようになって。

　待ってってばーっ！

　……全力の声に、振り返ってもくれない。

　ゴロゴロゴロ、と暗くなった空には雷音が低く轟とどろき始めて、隆たか哉やはさらに震ふるえ上がる。

　隆哉の先を走る、紫にオレンジの細いストライプの半はん袖そで。走るのに合わせて揺れる、片手で摑つかんだ虫取り網あみ。草汁で汚れた白のショートパンツ。せっかく編んでもらってもすぐに自分で解いてしまう、腰まで届く長い髪。細いふくらはぎ。ねえ、待って、待ってよ、お願いだから、そんなに早く走れないよ、あぁっ──！

　ズザッ！　と滑すべって、草むらの中に勢いよく倒れこむ。その痛みと衝しよう撃げきに「……うわああああーんっ！」これまで耐えていた泣き声が喉のどから溢あふれ出す。座り込んで、擦すり傷になってしまった膝ひざ小こ僧ぞうを押さえる。血が出ている。痛い痛い、もう走れない、だから待ってって言ったのに、あんなに僕は言ったのに、

「ばーかっ！　なにやってんだよ隆哉！」

　立ち止まる背中。

　ぐるんと振り返って躍おどる髪。

　額から迫ってくる魚雷みたいな、前のめりに近づくその姿。

　吊つり上がったきつい眼まな差ざし。

　差し出された手。

　肘ひじをぐいっと摑まれて、

「ほら立て！　急げ！　急がないと、」

　力ずく、立ち上がらされる。手を繫つながれて、強く引っ張られ、

「三万の魔ま法ほう騎き竜りゆう兵へいがあの雲の向こうから超次元遠えん隔かく電磁砲で私たちを狙ねらっているのだぞ！」

　純白の甲かつ冑ちゆうのその手てつ甲こうに刻まれたジェオミリアの隠し紋章──神聖なる皇統に連なる者だけが許される証あかしが光ったのを、涙に濡ぬれた目で隆哉はぼんやりと見た。

（……僕を置いていかないで、ずっと一いつ緒しよにいてくれる……？）

「当たり前だ！　言っただろう、私は隆哉を絶対に守ると！」

　遠い雷。

　灰色の雲間に、身をくねらせるドラゴンの、輝かがやく鱗うろこがぬらぬらと煌きらめいている。

　そのとき、団地の向こうに青い光の矢が、……ああ本当だ、この世界に、この地上に、轟ごう音おんを響ひびかせて容よう赦しやなく次々に撃うち落とされ始める。

　ぼつっ、ぼつっ、と泥の匂においのぬるい雫しずく。息もできない豪雨の白く煙けぶる帳とばりに、ついに追いつかれたのだ。

　繫つないだその手を強く握り締しめ、今を限りに終わるのかもしれない底の抜けた空を見上げて、隆たか哉やは、










　むんにゅぅ～……と。

　寝すぎた頭はいまだぼんやりとして、その感触にも、目を開ける気力すら湧わきはしない。

　なんとなく、冷えた大福を頰ほおに押し付けられたのかと隆哉は思った。しかし次第に、大福にしてはなんとなく湿り気を帯びていることに気がつく。唇くちびるをぐにぐにと押し開いてきて歯茎から舌に伝わるその味は塩気がきいているし、いわれてみればやたらとバイオな？　どこかアグリカルチャーな？　とにかく栄養分のありそうなニオイがするし……などと思った末に、

「……ふがぁっ！」

　足の裏だ、と、悟った。

　これは足の裏。

　足の裏に顔面を踏ふまれ、口にその親指をぐりぐり突っ込まれている。身を捻ひねろうとするが動けない。もう片足に、思いっきり髪を根元から踏まれているのだ。

「んぐぁ……っ！　んぐぐぅ……っ！」

　弟の顔面を素足で踏みにじりながら、その人物は、牛乳をゴクゴク飲んでいた。

　踏むぞとも言わず、紙パックに直接口をつけて、片手は腰に、喉のどを反らせて、物ぶつ騒そうにギラつく静かな半眼で足下の隆哉をただ見つめつつ。

「舞まいよぉ。俺も牛乳飲みた……あっ、踏んでる……」

　リビングに入ってきて声をかけたのは、この一室の家主で姉の同どう棲せい相手でもあるキング（本名・猿さる渡わたり次じ郎ろう）。

　キングはこの凶行を目もく撃げきし、ちょっと気遣わしげに踏まれている未来の弟を見やり、言う。

「……舞よぉ。そんなことして、水虫は治ったんか」

　ふるふるふる、と首を横に振る、鬼の姉・舞。

　……つまり、この口の中に無理やり押し込まれている親指には、おぎんおぎんにアライブ状態の白はく癬せん菌きんが……？

「おっ、おぅええぇぇぇ～～～～っ！」

　今度こそ全力で吐はき気ごと、肉体よ千ち切ぎれても構わぬ！とばかりに身を捩よじると、

「……げほっ！」

「ぶほあっ！」

　その拍子に噎むせた姉の口から牛乳が綺き麗れいにスプラッシュ。白い飛沫しぶきのほとんどすべてを顔面にばしゃっ！　と頂いて、隆たか哉やは悲鳴を上げながら身を起こした。

「きっっっ……たねえなぁもう!?　なにすんだよ!?　ふざっけんなよぉ！」

　必死に口元を拭ぬぐいながら睨にらみつけると、

「あぁん!?　てっめえがなにやってんだよ!?　牛乳噴いちゃったじゃねえかよ!?」

「ちげえよ!?　おめえがなにやってんだよって話だろうが!?　ていうか、水虫って……水虫って！　おええぇぇ！」

「んああーん!?　『おめえ』!?　てめえこの野郎誰だれに口きいてんだよオタ坊が!?」

　閃せん光こうが目の前に散って、起き上がったばかりの身体からだが真横にスパーン！　と傾かしいで、それから脳に衝しよう撃げきが伝わって、ようやく顎あごを蹴けられたことに気づく。自分の体温でぬくいままのタオルケットの中に再びドサッと倒れこんで横座り、舞まいに蹴られた牛乳まみれの顎を押さえ、

「……うわあああああ～～～ん！」

　隆哉は高らかに泣き声を上げた。声だけではない、両目からは激しく落涙。

「口の中が舞ちゃんの水虫と牛乳の味だよぉぉぉ～～！　ぎぼぢわるいよぉぉぉ～～！」

　その両肩をふんわりと包むように抱き締しめて、

『おお、なんてかわいそうな隆哉！　ほら、元気を出すのだ。私のチョイスを一枚分けてあげるから。でも一枚だけ、だぞ？』

　眉み間けんにちゅっと優しくキスしてくれるのは、もちろん脳内嫁よめ・ＶＪ。ぺたんこ胸の清純なランジェリーが透ける白レースのネグリジェに、長い髪を耳の下から二つに編んで垂らして、素肌で隆哉に絡からみ付いてくる。

「あぁぁんＶＪ～～……優しいぃ～～……かわゆいぃ～～……しゅきぃぃぃ～～～！」

『まったく、なんて甘ったれな旦だん那な様さまだ♡』

「そんなことゆってＶＪこそ俺の身体にそんなふうに薄うす着ぎで跨またがってきたりして随ずい分ぶんあまったれなおくちゃまではないか～～～～♡　こいちゅぅぅぅ～～～～～♡」

『あっ……も～～～♡』

　ぶっちゅ～～～～♡

　──などと。

　他人には見えない脳内嫁との甘い一幕に、傍はた目めには危なく狂おしくドはまり中の精神不安定な弟を見やり、

「……おめえの方が気持ち悪いんだよ……マジで……」

　舞まいは心底嫌いやそうに低く呟つぶやく。床に零こぼれた牛乳の雫しずくと自分の足の指をウエットティッシュでガシガシと拭ぬぐいつつ。

　なにを言うか、ふん、と質量のない嫁よめの身体からだを宙に虚むなしくかき抱き、隆たか哉やは目元を拭った。

「ぶっちゃけ、舞ちゃんの服が一番気持ち悪いんだよ。だっせえ。なに着てんだよ。そもそもどういう意図でそれを買おうと思ったんだよ」

「あ!?」

　しゃがみこんで床を拭ふいている姉の姿は、最低なのだ。

　爆発コント後のライオンみたいな、腰まで届く艶つやなし金髪のエクステ鬼盛りヘアはまだいい。ノーメイクだと眉まゆ毛げが皆かい無むの件も別にいい。軍人でもないのにチャラチャラドッグタグを重ねづけしているのもいい。仕事着のままのニッカボッカで帰宅してきたのも許してやる。

　許せないのは、ばっきばきに筋肉質な上半身に重ね着したタンクトップとパーカーだった。銀と黒のゼブラカラーにどぎつい赤リボン黒レースのブラジャーのカップを半分ぐらい露ろ出しゆつしてからに、ぺらっぺらに透けるタンクトップは総スパンコールのゴールドにシルバーとパープルのレオパード。豹ひよう。その上にひっかけたパーカーはおぞましい蛍光グリーンの虎とら縞じま。模様は虹にじ色いろでプリントしてあって、よくよく見ればラメたっぷりの蛍光ピンクで、細かく「ＳＥＸ！　ＳＥＸ！　ＳＥＸ！　ＳＥＸ！」……呪のろいかなにかか？　と。シマウマｏｎ豹ｏｎタイガーで、サバンナの掟おきてを体現しているつもりなのか？　と。

　それを伝える否いなや、

「よし決めた。殺すおまえ」

　立ち上がる舞を「まあまあ」とキングは片手で制し、

「ケンカはよせよぉ。大だい丈じよう夫ぶだよ舞、めっちゃかわいいよその服」

　のんきににこにこ笑いつつ、タオルケットの中に転がる隆哉の隣となり。舞からかばうようにして、床にどっかりと座り込む。

「隆哉も、大丈夫だよ。水虫は顔とか口にはうつんねー。多分」

　元々はおめえにもらった菌なんだよ、と舞はキングの後頭部に空手チョップをパシーン！　と入れるが、どことなく、愛がある優しいタッチではあった。チョップの要かなめ・小指が女らしく反っていたし。でへへへ、とキングも嬉うれしげにその後頭部を摩さすっているし。

「そっかそっか、そうだったそうだった」

「ったく、また風ふ呂ろ入ったら薬ぬんねーと」

「一いつ緒しよに塗りあおっか」

「や～だ！　キング、舞の足くすぐるじゃん絶対」

「くすぐんね～よ」

「くすぐるも～ん」

「じゃあくすぐるかも～!?」

「そしたら舞まいもくすぐってやるし～！」

　やだやだきゃっきゃっ、あはは～！　って。──すごい次元に達したものだ。

　水虫をネタにいきなり盛り上がることができる姉カップルの様子に、毒気を抜かれたような気分になって、隆たか哉やはキングの逞たくましい肉体の隣となりにちんまりと膝ひざを抱えて座り直す。

　野郎が二人、小さなソファとテーブルの隙すき間まの床の上。

　妙にファンシーなサンリオ柄のラグに尻しりを並べて、

「で、えと、隆哉、学校は？」

「……今日も休んじゃった」

「そっか。バイトは？」

「……今日も休むことにした」

「そっか」

「……キング、今日の仕事は？」

「んー、いつも通り」

　お互い心理的にも物理的にも間合いを測りつつ、ディズニーのクッションをそれぞれ一つずつ抱いてみたりする。未来の義理兄弟の、これが微妙な距きよ離り感かんであった。

　怖くはないんだよな、全然、と隆哉は自分の膝ひざ小こ僧ぞうを見つめて思う。

　かつてはもう、ヤンキーでヤンキーで、アメリカ人ですら到達できないだろうヤンキー次元の彼方かなたへぶっ飛んだような人物だったキングだが、舞とこうして同どう棲せいを始めて数年。ボディだけはいかついまま、すっかりまともに落ち着いて、ニッカボッカに合わせたＴシャツも迷彩柄だ。野に放たれた獣けものみたいな舞の相方としては、こんなにお似合いの人物もいないだろう。

「てゆっか、舞よぉ、あとは自分が片付けるから、とりあえずもっとちゃんとした服来てこいよ」

「は!?　キングまであたしのことダサいと思ってんのかよ!?」

「違う違う。それ仕事の時から着っぱなしだし、埃ほこりっぽいだろ？」

　まーな、それもそーだな、と納得したように舞は一度リビングから出て行きかけ、しかしいきなり方向転換、

「いっ!?」

　弟のつむじ付近をボコッ！　と拳こぶしで一発。殴なぐりつけてくる。さすがにこれはあんまりではないか？

「……ってえなあ！　ほんっと、なんなんだよもう!?」

「どうしても、やっぱ、まっじでムカつくんだよてめえ。さっきも帰ってきたら、朝とまったく同じ形で寝てるしさあ。洗せん濯たく物ものもやれっつったのにやってねえし」

　はあ!?　と隆哉は顔を上げて鬼姉に嚙かみ付きかえす。

「なんで!?　やったじゃん！」

　その顎あごに今度は平手を食らう。この問答無用の鬼加減よ。

「取り込んだだけでやったとはいわねえんだよズルハゲ！　畳たためやボケぇ！」

「そんなら畳めって最初から言えよ!?」

「常識で考えろや！　てめえはそもそも、黙だまってりゃ学校も行かねえ、バイトも行かねえ、ただうちで陰気にゴロゴロしてるだけじゃねえかよ！　気ぃきかせてメシぐらい作って待ってるかと思ってたらよぉ！　たまに口開いたと思ったらＶＪＶＪって、てめえもしかしてフィリピーナの色恋営業にでもはまってんじゃねえだろうなあ!?　ああ!?」

「ちっげえよ！　つかこないだも説明しただろ!?　ＶＪっていうのは俺の創作キャラで、」

「クソの果てまでどぉぉぉ～～～っでもいいわ！　とにかく舞まいはパパとママがかわいそうなんだよ！　てめえなんかに期待して、無理して大学の学費も工面して、それなのにてめえはこんなふうにグダグダと朝から晩まで寝転がってやがってよぉ！　親不孝モンが！」

「……そっ、そういうこと、今言うのかよ!?」

　まあまあ、とキングが割り込んで、ぐうの音ねも出ない隆たか哉やを再びかばうように丸太みたいな腕で肩を抱いてくれる。この、ＶＪにはない岩みたいな筋肉と、確かな質量。そして体温。

「畳むのも自分がやるし、メシも自分がやるし、舞はゆっくり着替えておいで。色々あったばっかじゃんか。まだ隆哉にはブレイクタイムが必要なんだよ」

「一生ブレイクしてろ！　あぁぁくっそ、イライラする……！」

　激しく舌打ちしつつ、舞は自分のポケットの辺りを荒っぽくバンバン叩たたき出す。それは煙草タバコを探しているときの癖くせで、しかし見つからないらしく、「うあ～……」と情けない声で呻うめいてガシガシ眉み間けんを拳こぶしで擦こする。

　……実は禁煙でもしているのだろうか。そう思えば、いつも以上に極ごく悪あくなこの不ふ機き嫌げんにも理由がつくのかもしれない。確かに隆哉がここに来て以来、舞もキングも煙草を吸っていないような気がする。

　髪を猛たけ々だけしくかきあげながらやっと野や獣じゆうが寝室に引っ込んで、猿さる渡わたり＆佐さ藤とう家に再び静寂が訪れた。

　１ＬＤＫ。

　決して広いとはいえないが、トイレも洗面台も独立していて、さほど古くもない。若い二人が暮らすにはそれなりに十分な間取りの物件ではあった。

　九畳じようあるリビングの片隅に隆哉が転がり込んでから、まだ二日目の晩だ。

　たったの二回しか夜を過ごしていないのに、元から乱暴な舞の機嫌は輪をかけるようにすこぶる悪くて、もはや幾いく度ど鉄てつ拳けんを食らったかも覚えていない。キングがいなければ、とっくに殺されていたかもしれない。

　リアルに頼たよりがいのある未来の兄の逞たくましい筋肉に我知らずそっと身を寄せて、

「ったく、なんて姉だよ。最低。最悪。……ってか、キング、それって怪け我が？」

　袖そで口ぐちから覗のぞく大きなガーゼと、それを押さえるテープに気がついた。ちょうど上じよう腕わん二に頭とう筋きんのあたり、傷だとしたらかなり大きな範囲だが。

「え？　あ、これ？　んまー、傷っちゃ傷なんだけど」

　キングはその辺りをざらっと手で撫なでて、

「ここに俺、若気の至りで墨すみ入れてたでしょ？　仕事始めてからはずっと肌着みたいなの着て、人に見せないようにしてたんだけど、今それをレーザーでちょっとずつ焼いて消してるの。一気にやると大掛かりになって仕事に差し支えるから、ちょいちょい通院して」

　あほやろー、と恥ずかしげに笑ってみせる。

　そう言われてみれば、そこには黒一色で日本列島が彫りこまれていたはずだった。見たヤツは全員ちょっと無言になるようなセンスの代しろ物ものではあったが、オリジン的な意味で、とキング本人は言っていて、気に入っていたはずだ。

「そうだったんだ、知らなかった。でもレーザーで焼くなんて聞いてるだけですっごい大変そうなんだけど。痛くないの？」

「んもーめっちゃ痛いし、あと、すげえ金かかる。なんだかんだ、二十万とか」

「うっわ、マジで？　なんで急に消す気になったの？　やっぱ仕事関係？」

「……うん、まー、それもあるんだけど。ええと、実は……」

　いきなりもごもごと口ごもるキングの背後、「コロス！」と呟つぶやくウサギのパーカーとくったくたの毛玉付きジャージパンツに着替えた舞まいが再び現れる。片足だけ膝ひざ下したまで裾すそをまくって脛すねを見せる流りゆう儀ぎは、いまだに隆たか哉やには理解できない。

　しかしさっきまでの殺気はいきなり搔かき消えていて、

「あー、なんかまっじ、気持ち悪くなってきた……。牛乳一気に飲みすぎたかも」

　舞の足取りは見るからに重かった。

「え。大だい丈じよう夫ぶか？　ちょっと横になる？」

　いい、そこまでじゃねー、とキングに答えながらも舞は胃の辺りを苦しげに押さえていて、

「つか隆哉さあ。おまえ、マジでいつまでうちにいんの」

「……は？　な、なに？　それはつまり……出て行け的な感覚で聞いてるわけ？」

「おう。空気読めんじゃねーか」

「ちょ、ちょっと待ってよ。なんだよそれ。舞ちゃんがしばらくうちにいればいいって言ったんじゃんか。マンスリーマンションをどこかに借りるか、って話になってたのに、金がもったいねえからって」

「ああ言ったよ。言ったけど、思った以上に邪じや魔まくせえ。なんつーかこう……精神的に？　疲れる？　みたいな」

「や、俺は肉体的に追い込まれてるけど……だって工事が！　まだ終わんないじゃんか！　俺、あの家じゃ狭すぎて居場所ねえもん！」

　──というか。

　失ったのは、居場所だけではないのだが。

　そう思った瞬しゆん間かんに、憂ゆう鬱うつのタンクがまた蓋ふたの上まで急速に一杯になる。ぐっ、と涙がせりあがってくる。情けなく息が震ふるえて、滲にじんだ視界の中で舞まいとキングがちょっと顔を見合わせるのがわかる。

『……隆たか哉や……。大だい丈じよう夫ぶ、私はずっと一いつ緒しよにいるから。ほら、ここにいるぞ。そして隆哉を、絶対に守る』

　ＶＪ……。

『ところで、なんだかんだと延期になっている式の件だが、そろそろきちんと話を詰め』

　……ガシャン。

　脳内のブレーカーを強制的に落とす。その話は、とりあえずまた今度。今は現実に頰ほおを流れる涙をこの手で拭ぬぐわなければならない。

　おとといの火事ですべてを失ってから、隆哉はずっとこの調子でいた。完全に、精神不安定。涙るい腺せん決けつ壊かいしっぱなしの、感情の蓋ぶっ壊こわれ状態。

　あの夜、大逆転のスピンを見せるはずだった運命は、その寸前でさらにもう一度回転してしまったのだ。

　火事の火元は、隆哉の部屋のコンセント付近だった。パソコンやプリンター、その他の電気機器を蛸たこ足あし配線していたせいで、火花から発火したらしい。コンビニに行ったりせずに部屋にいればもっと早く対処することができたかもしれないが、なにを言ってもすべては今いま更さらだ。

　それでも幸いなことに、火の手が本格的に広がる前に親おや父じが異変に気づき、消火器での初期消火に成功した。消防車が到着したときには、ほとんど仕事は終わっていたのだ。

　だからボヤは隆哉の部屋の一部を焦こがしただけで、母おも屋やの大半も、隣りん接せつする工場も無事だった。

　ただし──パソコンは完全に死亡した。

　プリンターもだ。プリントアウトされていた紙類も。データ、メモリー、それら全部。火事でイったヤツもあれば、消火器の泡でイったヤツもあった。

　あの黒く焦げた部屋の一角を見たとき、隆哉は、膝ひざから崩れ落ちた。生まれたての小こ鹿じかギャグを演じているかのように下か肢しがブルブル震ふるえて、立っていることもできなかった。

　時間を見ても無意味だった。締しめ切りまであと何時間あろうと、原稿自体がこの世から完全に失われてしまったのだから。何ヶ月もかけて完成させたあの一編……いや、何ヶ月とか、そういう問題ではない。

　あれは、佐さ藤とう隆哉、生まれて初めての作品だった。

　これまでの人生の鬱うつ屈くつや妄もう想そうを、初めて文章にブチ込んだ、形にして顕現させた、感性の限りに書き取った、唯一無二の第一作だった。

　この後なにを書こうと、同じプロット、同じキャラで書こうと、記き憶おくからテキストを引っ張り出そうとも、それはもう別物なのだ。人生でたった一度しか書けない「処女作」を、隆たか哉やは、火事で永遠に失ってしまった。

　被害は、パソコン、六万円。プリンター、二万円。だめになったデスク、イス、本棚、書しよ籍せき、衣類やカーテン、その他もろもろで何万円か。

　そして永遠に失われた『鉄血ガールズ』の原稿……プライスレス。

　終わった。

　人生を賭かけよう！　と決めたルートが、こうしてぶっつり絶えた。

　もはや生きていく理由も意味もない。あとはただ流されるまま、時が経たつのを眺めるだけのこの命。喜びや楽しみを本当に得ることは、今こん生じようではもう二度と叶かなわない。

　心が折れるというのはこのことか、と、隆哉は濡ぬれた目元をそのままに思う。小説など、もう二度と書けない。もう頑張れない。もう無理だった。絶対に無理だった。

　火事の跡に一人佇たたずみ、滂ぼう沱だの涙で顔を濡らし、しゃがみこんで口も聞けなくなっていた隆哉を他よ所そに、駆けつけた舞まいとキングはすぐさま会社の連中と仕事先のコネクションを総動員して家屋への影えい響きようを調査してくれていた。その結果、建物自体はノーダメージで、しかし壁は補修ではきかず、一度取り払わなければダメかもしれない、と判明した。

　隆哉の部屋は一週間ほど住むことはできず、工事をしなければいけないという。

　うちにいればいいじゃん。どうせあたしらも仕事ばっかで、ゆっくりうちにいるようなことってあんまねーし。おら、泣いてんじゃねーよ。身の回りのモンとか、とりまうちの車に積め──と。

　他ならぬ舞がそう言って、隆哉はここに来ることになったのだ。

　それなのに。なんなんだよ。どういう仕打ちなんだよ。たったの二日で、そんなことを言い出すなんて。

「……俺はそう簡単には出て行かないぞ……！」

　隆哉はリビングの一角、フローリングにぴーんと身体からだを伸ばして寝転がる。どつかれたり踏ふまれたり牛乳を顔にぶちまけられたり、居心地がいいわけはないが、もはや意地だ。

「ていうか決めた。俺、一生ここに住む。舞ちゃんとキングの子としてここでかわいがられて生きる」

「……はあ？」

　どことなく青い顔をして、舞が首を傾かしげる。

「舞ちゃんには、その責任がある」

　この、失うもののなさよ。初めて至った、怖いものナシの境地よ。いっそ清すが々すがしくさえあって、隆哉は寝転がったままで大の字に手足を広げる。

「そもそも、全部舞ちゃんのせいなんだよ。全部。もう、ぜ～～んぶ！」

　ヒゲも剃そっていない。服も着替えていない。風ふ呂ろにも入っていない。なにもしていない。

　ネットすらしたくなくて、ただ天てん井じようを見上げていただけの今日一日だった。舞まいに言われて洗せん濯たく物ものを取り入れることだけはしたが、あとは死体も同然だった。ただ、こうして転がって、ミヤネ屋を眼球に映して、酸素を吸っていた。

　こんな人生の責任をとるべき人物を、こんな失敗ルートを選んでしまったきっかけを、今、隆たか哉やは目の前にしていると思う。

　その人の名は、佐さ藤とう舞。

　一つ上の鬼姉。

　そもそも、この姉の存在が、隆哉の運命を狂わせた。そう思うのだ。

「舞ちゃんは、汚けがらわしい！」

　びし。大の字に寝たまま右手の人差し指で、舞を差す。

「俺は、舞ちゃんの汚らわしさを目まの当たりにして、三次元に嫌いや気けが差した。三次元を生きる練習を放ほう棄きしたまま、ダメなオタクになってしまった。だから、こんなふうにいきなり予定していたプロオタク人生ルートが断絶してしまうと、マジで、潰つぶしがきかない。今いま更さら違う生き方はできない。ただ死んだふうになっていることしかもうできない。すなわちこれ、全部舞ちゃんのせい！」

　舞がなにも言わずに黙だまっているのは、怒いかりを溜ためているせいか。それとも、頰ほおに涙を伝わせ放題にして寝転がった弟がキモいからだろうか。単に意味がわからないのか。なんでもいい。どうなってもいい。

　どうせ、こんなふうになってしまったのだ。

「もうなんにもないんだ！　俺をダメ人間にした舞ちゃんが悪いんだ！　……責任、とれよ！　こうなってしまった責任を、ちゃんととれよ！　最後までとれよ！　つまり、俺を、かわいがれよっ！　一生だぞ一生っ！　俺が死ぬまで面倒見ろっ！　育てろっ！　大事にしろぉ！　うっ、うぐっ、うぅぅっ……っ！」

　気がつけば、「うおぉぉ～～～んっ！」と再び大号泣。じたばた身体からだを捩よじり、後頭部を床に打ちつけ、姉の表情などもはや見えないほどにくしゃくしゃに顔を歪ゆがめて、隆哉は絶叫していた。大学の友達がこの姿を見たらどう思うだろうか──それももういい。どう思われるかなんて、知るかそんなもん。すべてを失った裸の赤ん坊状態の人間性、それがこれだ。これが佐藤隆哉の等身大だ。

「ずっっっと俺と一いつ緒しよにいて、俺を、ちゃんと守れええええぇぇ～～～～～っ！」

　……果たして。

　リアクションは、なかった。

　ひっくひっくとしゃくり上げたまま、隆哉は何十秒か放置されて、

「……？」

　さすがになにかあれよ、と、顔を上げて舞まいの方を見た。

　舞は、なぜだかすこし困ったように、キングの顔を見ていた。キングは「言えよ」と促すみたいに、顎あごをくいくいとやっていた。

　一体、なんだそれは。どういう意味だ。

　やがて舞がいつにないシリアスな雰ふん囲い気きで顔を引き締しめ、大の字になって泣き喚わめく弟の傍かたわらに膝ひざをついて座る。

「ねえ、隆たか哉や。火事になっちゃったし、もうちょっと状況が落ち着いてから話そうと思ってたんだけどさ」

「……え？　な、なに……？」

「なんだかんだ、まだ落ち着くには時間かかりそうだし、やっぱ今のうちに言っとくことにするわ。あたしら、籍せき入れるんだ」

「……えっ!?　うそ!?」

　いきなり一体なんでそんな、いや、──いやいやいや。

　いきなり、じゃない。規定路線だ。喜ぶべき場面だ。……いやでもやっぱりなんで、と。なんで今、こんな火事の騒そう動どうの渦か中ちゆうにわざわざ……

「実はちょうど火事になった日に、パパとママには報告してたんだけどさ」

「……か、火事の前に……？」

　うん、決めてた、と舞。

　そりゃ、うん、……ずっと婚約していたのだし。同どう棲せいしていたのだし。驚おどろくことはない。驚くことではないんだ、と自分に言い聞かせる。隆哉自身、同棲を続けるなんてだらしないからさっさと籍を入れればいいのに、などと生意気なことも思っていたではないか。

　ただ、なんとなくまだ言うべきことが残っているような舞の表情に、思わず真顔で身を起こす。まじまじと二人、まっすぐに視線を合わせる。何年越しかの久しぶりに見た気がする、静かな舞の眼まな差ざし。きつく吊つり上がった二重の、日本人にしては色素が薄うすめの茶色い瞳ひとみ。姉弟そっくり、と評されることもあるすっきりとした顔立ち。

　舞は隆哉の髪をいきなりくしゃっと摑つかんできて、動物同士がじゃれるみたいな勢いでぶんぶんと頭を揺さぶってくる。そして鼻先を近づけて、

「昔さあ。ガキんときとか……覚えてる？　よく、隆哉はあたしが守る～！　とか言ったよな。はは、懐なつかしい。なんかおまえって、目を離はなしたらすーぐいじめられたり、ハブられたり、見てらんなくてさあ。絶対、あたしが守ってやんねえと、とか思ってたんだよね。なんかさっきの物言い聞いてたら、ガキの頃ころのその感じ、いきなり思い出しちゃった……うけるよな。鬼の舞が、このあたしが、なにセンチメンタルになってんだよ、っていう。やっぱホルモン、おかしいのかもな」

　微笑ほほえむのだ。

　その笑みは果てしなく優しく、まるで宗教画に描かれた聖母のように──せ、聖母？

　聖母だと……？

「実はさ。子供できたんだよね」

　ズッ……

「だからもう、あたしは隆たか哉やを守ってやることはできない。ごめんな」

　ズガッ……

「母ちゃんだからね。これからはこの子を、一生、全力で守らないといけないんだよ」

　──ズガガガガガガガガガガガガガガッ！







　　　　＊＊＊







　自分でも、なにがそんなにショックなのかわからないのだ。

　でもとにかく、ものすごく、衝しよう撃げきを受けた。冷静ではいられなかった。気づいたときには財布とiPhoneだけを引っつかんで、ガキのように無我夢中、ただ転がるように部屋を飛び出していた。

　──舞まいとキングに子供ができて入にゆう籍せきする。

　意外でもなんでもない。もっと早く、なんなら何年も前にそうなっていてもおかしくなかった。すでに決まりきっていたルートをただ辿たどっているだけのようなものだ。弟ならば「おめでとう！」と祝ってやるべき慶けい事じであって、走り出すほどショックを受ける理由などありはしない。それなのに。

「あーあ……火事の件もあったし、俺、マジで精神的におかしくなってるのかな……」

　隆哉がそう言うと、

「それはもちろんあるんじゃない？　でもほんと大変だったねえ。ケガもなくて、ボヤで済んでよかったよー」

　ペンを右手に持ったまま、愛あい可かはイスをぐるんと回転させてこちらを振り返る。ちょっと楽しげに唇くちびるを尖とがらせて、指揮棒みたいにペンを動かし、

「ていうか、やっぱり、お姉ちゃんをとられちゃったー、みたいな気がするんじゃないの？　寂しい、みたいな」

　などと。その様子はかわいらしいが。

「ないないないない。全然ない。寂しいとか、ないね。ないないないない。本当にない。そもそもそんなに仲いいわけでもないし」

「あはー、すごい否定だ。そんなに変な感情でもないと思うけどな。ってわけで、はい二次元くん。次はこれだよ」

　はいよ、と渡された次の原稿を受け取って、隆たか哉やは一つため息をついた。目の前にはスクリーントーンの束。手には尖とがったトーンナイフ。

　原稿喪そう失しつによる精神不安定に舞まいの妊にん娠しん入にゆう籍せき報告のショックが加わって、もはや思考は何事も直視し得ない真っ白状態に凪ないでいた。ともすれば自我すらぼんやり虚きよ無むに溶けていってしまいかねず、この手にやるべき作業があることが今は本当にありがたい。もちろん、気の置けない話し相手がいることも。

　いまどき珍めずらしいほどに断固アナログ原稿派の愛あい可かの部屋には、前に訪れたときと変わらず、原稿用紙やスクリーントーン、ペン、インク、その他の漫画を描くための作業道具が散乱していた。普ふ段だんはもっとちゃんと整理されているというが、修しゆ羅ら場ば中の現在は、使ったものが使ったままの状態でそこらに放り出されている有様だった。

　本棚にはコミックやゲーム、アニメ雑誌、同人誌がぎゅうぎゅうに詰め込まれ、それらすべてのパッケージには男子ばかりがツヤツヤと絡からみ合っている。改めて見回すまでもなく、いかにも女子オタクの腐部屋丸出しの八はち畳じよう間ま。

　最近はＢＬ商業誌でも仕事を始めた愛可だが、今はイベント合わせの同人誌の原稿を仕上げている最中だという。ジャンルは前回アシスタントしたときと変わっていないようで、原稿の中の世界では、見覚えのある黒髪男子とトーン髪男子がねっとり絡み合っている。とはいえ彼らの髪を黒く塗ってやるのも、トーンを貼はってやるのも、今こ宵よいは隆哉の仕事だ。

　実家住まいの割には、日付も変わろうというこんな時間にも出入りフリーの愛可の部屋に、再び沈ちん黙もくが落ちる。シャッ、シャッ、シャッ──隆哉に背を向けて作業に戻った愛可がペン先を走らせる音ばかりが、二人きりでこもる密室に響ひびく。

　愛可は窓まど際ぎわの自分のデスクに。隆哉は床のラグに座って、作業用のローテーブルに。愛可に指示された通りに注意深く、尖ったナイフで下書きに沿って薄うすいトーンを切り抜く。元よりオタク気質で意気投合した同士、手元の作業に集中していればこんな沈黙も気まずくはないのだが。

「……愛可ちゃん」

　手は動かしながら、隆哉は再び口を開く。一人の物思いの淵ふちに、今は沈みたくない気分だった。

「んー？」

「もうちょい、喋しやべっててもいい？」

「ぜんぜんいーよー」

「ほんと、ごめんな。こんな時間にいきなり来て。忙しかったのに」

「ううんー、ぜんぜんぜんぜん。むしろ手伝ってくれる人が欲しくて、こっちから招集かけようかとさえ思ってたとこなんだよ。だから連絡もらって、ほんとによかった」

　右手をガシガシ動かしながら、そう答えてくれる愛あい可かの背中にそっと目をやる。

　モコモコした素材のルーズな部屋着は白に小花柄、上下お揃そろいでかわいらしい。これで彼女が右手に原稿を汚さないように指を切った手袋を京きよう極ごく夏なつ彦ひこみたいに嵌はめていなければ、傍はた目めには若いカップルの部屋デートにも見えるかもしれない。……いや、だめか。愛可の髪型は、他人がここにいることも忘れ果てたとしか思えないヘアバン装着オールバック脳天チョンマゲだ。原稿疲れか、寝不足か、さっき見たすっぴんの顔色も異様なほどに青茶色かったし。

「二次元くん、もしおなかすいたらカップラーメンとかあるから言ってね。……うぉっほーい！」

「ど、どした!?」

「まーたペン先が逝いったー！　ったく、ロット丸ごと不良品なんじゃねーの？　んもー……線がかりっかりになっちゃったじゃんかよー……あーもーやだやだ……」

　愛可にしては珍めずらしくイライラした様子で、一度ぽいっとペンを放り出すのが見えた。疲れたみたいに背を丸め、しかし数秒。すぐに顔を上げる。ブツブツ言いつつ、再びペンを手にして、ティッシュを摑つかんでペン先を交換する。

「で、おなかは？　まだ平気？」

　背中を向けたまま、愛可は作業に再び取り掛かる。

「あ、だ、大だい丈じよう夫ぶ。俺は夕飯思いっきり食べてきたから。実は食いすぎて、まだ腹苦しいんだよね」

「そっかー。なに食べたの？」

　隆たか哉やも愛可を見習って、喋しやべりながらもアシスタントの仕事に集中し直す。こうして居させてもらっているのだから、ちゃんと役に立たなければいけない。

「焼肉食い放題。肉質ひどいけど、とりあえず安くてたくさん食えるっていう。やなっさんにおごってもらったんだ。知ってるよね？　柳やなぎ澤さわ光みつ央お」

「わかるわかる、あのイケメンの人でしょ？　いーねいーねー、二次元くんとやなっさん。実は、私的にはうちの大学で最萌のカップリングなんだよねー」

　あっひゃっひゃっひゃっひゃー、と愛可は背中を向けて作業を続けつつ、腐女子脳丸出しに笑う。

「……それ、マジで言ってる？　愛可ちゃんレベルになると、こんな身近なリアル野郎で萌えられるものなの？」

「うん、余裕。あのね、二次元くんが攻め様で、やなっさんが姫受けなの。想像してみて、モテモテ小こ悪あく魔まおさせビッチなやなっさんを、二次元くんがクールに落とすの。眼鏡キラーン！　敬語で白衣！　『後悔は、させませんよ……？』っていう決めゼリフとともに、壁にダーン！　と押し付けて！　……あれっ!?　なんだこれ、マジでよくない？　私今、激熱の新ジャンル開拓しちゃったかも！」

　脳内８０１世界に一人遠くぶっ飛んでいきつつも、愛あい可かの手は止まりはしない。

「なんで俺が白衣なんだよ、一回も着たことないのに」

「えー！　ぜひ着なよ！　着るべき！　顔的に絶対似合うと思う！　ていうか着て！　それで私にまた資料写真撮らせて！」

「持ってないし」

「買ってあげます」

「ほ、本気かよ？　ていうかね、最近のやなっさん、マッチョ化著しいからね？　なんか鍛きたえてるんだよねあの人。壁にダーン！　とか普通に無理。本気でケンカしたら、多分十分で俺、殺されると思う」

「えー!?　じゃあ二次元くんはやなっさんを押し倒せないの!?」

「無理無理。愛可ちゃんはやなっさんの筋力を過小評価しすぎ」

「つまんねえー！　じゃあ白衣もなしだぜ！」

　愛可はぐりっとイスを回転させ、一いつ瞬しゆんだけぐいーっと歯を見せておどけた顔を見せ、またすぐに背を向ける。自分の原稿の世界へ戻っていく。再びペン先の音だけが、部屋に満ちる。隆たか哉やも苦笑を引っ込めて、トーンを切り抜く作業を続ける。

　原稿を手伝うなら朝までここにいてもいい、むしろいてほしい、と愛可は言ってくれていた。

　壁の時計を見やると、０時を少し回っている。

　朝まではお言葉に甘えてここで愛可の原稿を手伝わせてもらうとして、さて。その後はどこへ行こうか。

　ふう……。などと、我知らずため息が口をつく。

　この部屋でこうして愛可のアシスタントをしているのは、あまりにも居心地がよかった。ずっとここにこうしていられたらいいのに、なんてことまで思ってしまう。……もちろん、迷惑だろうからそんな本心を言いはしない。しかし他に居場所の当てはなく、とにもかくにも、舞まいとキングの部屋には戻りたくない。いっそのこと、狭い実家に帰って親と同室、ガキの頃ころ以来の川の字に布ふ団とんを並べて寝るほうがマシかも。

　舞から思わぬ話をされて、隆哉は驚きよう愕がくのままに部屋を飛び出してきてしまった。それが夕方のニュースの頃だった。

　行き先も決めないまま駅まで走った隆哉が最初に向かったのは、多た田だ万ばん里りの部屋だった。

　ちょうど『最近学校来てないじゃん』とメールが入って、電話をかけたのだ。実は火事になっちゃって、姉のところに身を寄せたんだけどケンカしちゃって、と詳細は省いて万里に伝えると、じゃあうちにおいでよ、と万里は言ってくれた。なんなら泊まってもいい、と。

　渡りに船とばかり、隆哉は万里の部屋へ向かった。持つべきものは一人暮らしの友。

　しかし、上がりこんだ部屋にいたのは家主の万里だけではなくて、そこには彼女である加か賀が香こう子この姿もあった。

　相変わらず、全身ハイブランドでキメキメのファッション。巻髪も完かん璧ぺきな、モデル系の華やかな美人。それでも普通に話せるぐらいにはとっくに打ち解けた仲、ではあるのだが。

　二次元くん、問題があるの。

　香こう子こはこっそりそう囁ささやいてきた。妙にテンパった顔をして、かの完璧美人が鼻の頭に汗までかいて。万ばん里りがトイレに行った隙すきにだ。

　一体なにを打ち明けられるのかと思ったら、「パスタ、二人分しかないの」と彼女は言う。今日は手料理作るって前から約束してて、私、このために料理教室にも通って、ばっちり準備してきたの。あまりにもばっちり完璧に用意しすぎて、あそびの部分がまったくないの。私のようなポンコツ人間は、人数が増えるとか、そういうの、柔軟に対応できないの。だから、その、お願い。火事なんてアクシデントがあった二次元くんにはとってもとっても言いにくいけど、でも、えっと──香子はチラチラと万里が籠こもったトイレのドアの方を見ながら、膝ひざでにじり寄ってくる。そうして顔汗じっとり、マスカラ半溶けの口パクで熱くひと言。

　かえってください。

　……そう言われてしまって、そこに粘ることなどできるわけもなかった。万里には実家から急用の連絡が来た、と言って、隆たか哉やは再び家なき子となった。

　次に向かったのは、江え別べつの部屋だった。

　これからどうしようか、柳やなぎ澤さわに連絡してみようか、とiPhoneを取り出したちょうどそのタイミング、江別から週末の合コンの誘さそいのメールが来たのだ。

　返信がてら居場所がない事情を告げると、たまたまヒマだったらしい江別は、いかにもチャラ男らしいあっさりとした軽さで「うちにくればぅいーじゃん！　んじゃ待ってぃまーす！　シクヨロッ！」と部屋に呼んでくれた。

　最寄り駅まで迎えに来てくれた彼は、いつもどおりのセルフレームの眼鏡に盛り気味ヘア、派手な服装で決めていて、たまには野郎同士で部屋飲みするべー！　気が向いたら途中でギャル呼んでもぅいーしっ！　火事見舞い、あげぽよー！　とテンションを高めてくれていた。なんだかんだ、気のいいヤツではあるのだ。

　江別の部屋へ行くのはこれが初めてだった。少し買い物をして、ありふれた学生向けアパートの階段を上がっていくと、しかしそこには恐ろしいものが待ち受けていた。

　あんた誰だれだよ!?　あんたこそ誰だよ!?　あたしは江別の彼女だよ！　あたしが江別の彼女だよ！　は!?　あ!?　やんのか!?　おるぁ!?

　……派手目のギャルが二人、キャットファイト寸前で凄すごみあっているのだ。どうすんだよこれ、と江別の方を振り向くと、江別はチャラーン☆と隆哉に笑って見せつつ、一言。「それでぃはこれにてドロンさせていただきぃーやすっ！」──そのまま、本当に消えて行ってしまった。

　はじめて来た町で一人取り残されて、再び行き場を失い、すがりついたのはここにきて本命のやなっさん。

　電話すると、イケメンはすぐに「うちに来いよ」と言ってくれた。しかも、メシまでおごってくれると。さすがは柳やなぎ澤さわ光みつ央お。

　二人して焼肉食べ放題に行き、隆たか哉やはもはや今夜このまま抱かれてもいい……とさえ思っていたのだが、やはり今日は日が悪いのか、とことん運に見放されているのか。柳澤に突然夜のバイトが入ってしまい、居ていいよとは言われたものの、さすがに家主のいない部屋に泊まるのは気が引けた。実は柳澤ハウスはかなりのレベルの汚部屋でもあって、家主がいない隙すきに堆たい積せき物ぶつを崩すのも申し訳ないし、今にも壁面から雪な崩だれ落ちて脳天をブチ割られそうなＣＤ棚に命の危険を感じさえしたし。

　そんな変へん遷せんを経て、結局、こんな時間になってから愛あい可かのこの部屋に辿たどりついたのだ。

　漫画の手伝いの子が来たからー、のひと言で、前と同様に玄関はスルー。多分、ご両親は女子が来ていると思っているのだろう。顔も見せないまま、実家暮らしの女子の家に上がりこむなんて非常識だとはわかっていた。でも、他に現実的な選せん択たく肢しは見つけられなかった。

　あまりに色々申し訳なくて、だからせめてアシスタントとして愛可の役に立ちたいと思い、隆哉は手を動かし続けている。

「ねえ二次元くん、それにしても原稿、本当に残念だったねー」

　愛可が再び口を開く。

「まさか締しめ切きり日びにそんなことになっちゃうなんて。悪夢だよね」

「……マジで。ほんとに。今でも信じられないよ……」

　はあ、と重くため息をついて、隆哉は愛可の丸まった背中を見やった。

　小説と漫画の違いはあれど、彼女は同じ書き手。創作者。今回の原稿喪そう失しつの痛手を、ちゃんと理解してくれているようだった。

「……心が折れる、って、このことなんだなーって思う……」

　そう呟つぶやいた、暗さを隠す気もない弱々しい声こわ音ね。隆哉はそのとき、さらなる慰なぐさめの言葉を期待している自分自身に気がついた。

　そうだ。甘えているのだ。愛可ならわかってくれるはずだと。

　そう思えるから、愛可の傍そばにいるのがこんなにも居心地いいのかもしれない。

　姉にも他の友人にもわからないであろう己の傷の深さを、彼女だけは正しくわかってくれている。そう信じられる。そんな存在がこの世に現実にあることを、喜んではいけない理由はないのではないだろうか。そう思ったその瞬しゆん間かんだ。

　はっ、と、目がいきなり涼しく開いたような心地がした。

　そうか。愛可がいるのだ。自分には、彼女という優しい可能性があった。

　愛可の背中が優しく語りかけてくれているような気さえしてくる。──二次元くん、かわいそうに。永遠に原稿を失ってしまったんだね。私にはちゃーんとわかるからね。元気出して。私が一いつ緒しよにいてあげる。ずっと傍そばにいて、守ってあげる──などと。

「……愛あい可かちゃんがいてくれて、俺、救われたよ。……本当に……」

　本気の声で隆たか哉やが思わずそう呟つぶやくと、愛可はちょっと手を止めて、くるりと振り返って弾はじけるような笑顔を見せてくれた。

　でも、

「チャンスはまだまだあるもんね！　大だい丈じよう夫ぶだよ、頑張って！」

　……あれ？　と思う。

　期待していた慰なぐさめと、現実にかけてもらった言葉は、ちょっとニュアンスが違う気がする。その違和感に思わず一いつ瞬しゆん黙だまり込んでしまった隆哉のテンションには気づかず、愛可は一人頷うなずきながら言い募つのる。

「ラノベの賞っていくつもあるし。どこでも一いつ緒しよってことはないだろうけど、特にデビューのレーベルにこだわらなければ、年内にもまだまだ他があるよね」

　これからこれから！　次いこ次ー！　と、胸の前で愛らしくも勇ましく拳こぶしを固めて見せてくれるが。

「……いや……そうじゃなくて。なんていうか、もう、無理なんだ。これでもうやめるつもりなんだよ俺」

「えっ！　なんで？」

　本当に、心から不思議そうに、きょとん、とその目が丸くなる。

「なんでって……」

　我知らず、鼻の奥で笑い出してさえしまいそうになる。

　なにを言っているんだ。なにがなんでだ。なんでもなにも、ないではないか。ここまでの下り、オール無視か。

「だって、言ったじゃん。あれ、言ったよね？　原稿、なくなっちゃったんだよ？　全部丸ごと、データもないんだよ？　これからまた同じの書くのなんて俺、絶対無理だし……」

「えー、どうしてどうして？　そんなの別に、まったく同じに書かなくたっていいじゃん？　もっとおもしろく書けるかもよ？　一回書いたストーリーなら執筆速度も上がるだろうし」

「……え、でも……やっぱ自分の楽しさ的に、また同じこと繰くり返すのってどうしても盛り上がらないっていうか……」

「そこを盛り上げてナンボでしょー？　ていうか、そこにチャレンジするのも燃えない？　ていうか何度でも自分が盛り上がっちゃうぐらいのおもしろさがないなら、そもそもそれはおもしろくないんじゃないの？　それに、同じ話を書き直す気になれないなら、新作を普通に書けばいいだけのことじゃん？」

　まっすぐに、愛可は隆哉の目を見つめてそう言う。

　言うのだが。

「……いやいや。マジで……精神的に……そういう気にはなれないんだよ、なんか……え？　わかんないの？」

「ショックなのはわかるよ。でも、なんでそれがイコール『もうやめる』になるのはわからないや、私には」

　愛あい可かはちょっと首を傾かしげ、しかしすぐにそんな考え自体を放ほう棄きするかのように、時間とエネルギーの無む駄だだとでも言いたいみたいに、再びくるりと隆たか哉やに背中を向けた。右手がまた猛然と動き出す。チョンマゲ頭がぐっと下がって、身体からだが歪いびつに傾いて、彼女が創作世界に意識を沈めたのが傍はた目めにもわかる。というか、だ。

　──ほんとにわかってねえぞ、こいつ。

　そんな考えが脳内に閃ひらめく。というか。

　ちょっとこう、上から目線に腹が立つ。

　そりゃあなたは人気同人作家で、商業誌でもデビューしたプロの描き手ではあるけれど、自分たちは別に先輩でも後輩でもない。師し匠しようと弟子とかそういうのでもない。……でも、居させてもらっている立場でそう言い返すのもアレだ。隆哉も気を取り直し、今の一連のやり取りをなかったことにしようと決め、自分の手元の作業に没頭しようと思うが。

「仮にもさ。プロを、目指してるんでしょー？　あ、もう過去形か」

　愛可の背中がさらに言う。

「原稿が一冊分消えた。そんな程度のことで挫くじけてちゃ、っていうか、そんな程度のことで諦あきらめられるぐらいの情熱だったなら、はなから無理だったんじゃないかな。本当に創作を仕事にしたら、きっともっとつらいこと、シビアでしょっぱいこと、いっぱいあるもんね」

　自分をむかつかせようとしているのだろうか。もしかして。

　そんなふうにも思えてきて、さすがに隆哉もトーンナイフをテーブルに置いた。

「……愛可ちゃんは小説、書いたことないだろ。そもそも漫画と小説は違う」

　愛可の右手は、止まらない。

「まあ、そうだね。そうだそうだ。この原稿だって同人だしね。ホモだし。ほんの数回、商業誌に掲載されたことがあるってだけでおプロ様ヅラなんて片腹痛いよね。でも、どの立場から見てみたって客観的事実は変わらないんだよ。そこで折れちゃうんだったら、そこまでの能力だったってこと。書き終えられない人もいる。批評が怖くて投稿できない人もいる。投稿しても落ちる人がいる。受かる人もいる。売れる人もいる。売れない人もいる。続ける人も、諦める人も、切られる人も、満ち足りてやめる人もいる。色々いる。その中で、二次元くんは、一作だけは書き切れたけどその次はない人だった。一度挫けたら二度と立ち上がれない人だった。事実はシンプルに、それだけだよね」

　──愛可はひたすら、右手を動かし続けている。

　手負いの隆哉の感情に寄り添う気配など微み塵じんも見せず、ただ、己の原稿にだけ向き合っている。同じ空間に誰だれが、どんなヤツが居ようと関係なしに、たった一人の世界を生きている。

　この苦しみをこの人ならわかってくれるだなんて、所しよ詮せんは幻想だったのだ。勘かん違ちがいに過ぎなかった。

　隆たか哉やはなにも言わずに立ち上がった。

　そもそも、なぜ愛あい可かにここまで言われなければいけない。自分が書くのをやめることで、愛可になにか迷惑がかかるのだろうか。影えい響きようがあるのだろうか。関係ないではないか。自分ははっきり、傷ついた。あまりにひどい、感じの悪い言い方だと思えた。

　よりにもよってこんな日に、こんなときに、どうして。

　どうして俺を、優しく受け入れてくれないんだ──。

「帰るの？」

「帰るよ」

「……むかついちゃった？」

　背中を向けたまま、隆哉の答えを待つように、愛可の右手がふと止まる。隆哉はしかしなにも言わず、歩き出す。

「……もしも、むかついちゃったなら……傷ついちゃったなら。まだ、終わってないんじゃないの」

「……っ」

　跳ねるように振り向いたそこには、やはり愛可の背。

　自分の作品だけに向き合い、静かな格かく闘とうを続ける、小さなオタクの身体からだ。

　ペンを握ったままの右手を軽く上げて見せ、彼女は隆哉にその手を振った。振り向かずとも、隆哉がまだそこにいて、悔くやしさにぐうの音ねも出ないまま、自分の背中を見ているのをわかっているかのような仕草だった。

「今はじゃあ、さよならでいいよ。でもその傷が癒いえたなら、また戦場に戻っておいで。……もう一度、立ち上がる。そういう方向性で、できたら頑張ってみて。私はここにいるから。私は二次元くんを、戦友だと思ってるから」







　　　　＊＊＊







　世界はままならない。

　この世界に生きることは隆哉にとってはあまりにも難しくて、涙が止まらない。こんなふうになりたいと望んだことなどない。望んだことはことごとく叶かなわず、現実には裏切られ続け、その成れの果てが今の自分だった。

　一体、どうやって生きていけばいいという。

　なにも手に入れられないまま、虚むなしくて悲しいばかり。こんな人生を、あとどれぐらい耐えたらいいんだ。なぜ、普通に見える人々は皆、こんな長い時間を黙だまって耐えていられるんだ。どうやればいいんだ。

　こんなにもままならないのはもしかして本当に自分だけ、自分だけが特別に劣り、なにかを欠いて生まれつき、だから無力で、満たされず、スカを引き続けているだけなのか。

　つらいのはみんな一いつ緒しよ、なんていうのはただの綺き麗れいごとに過ぎず、本当のところはみんなはちゃんと、よろしくうまいことやっているのか。

　そんなことを思う脳裏に、あらゆる人々の顔が思い浮かぶ。親おや父じ。母。舞まいちゃんとキング。愛あい可かちゃん。多た田だ万ばん里り。加か賀がさん。やなっさん。江え別べつ。あいつ。こいつ。それから……それから、あの白い横顔は……秋あきちゃん。

　自分だけが乗れない波間を、みんなは器用に渡っていく。自分だけがこんなにも無ぶ様ざまに、コントロール不能。みんな、どうやって「それ」をやっているの。どうやればいいの。俺にも教えてよ。誰だれか──気がつけばそんなあられもないＳＯＳも出せないほどに、自意識ばかりが増大していた。俺は平気だぜ、本気出せば大だい丈じよう夫ぶだぜ、なんて余裕のポーズでぷかぷかと流され、漂っている隆哉を余よ所そに、みんなは行ってしまう。取り残されて、まるでこの身は木こっ端ぱ。顧かえりみられる価値もなく、忘れ去られて、やがては沈むだけの運命。

　そんな気がして、

「……っ……、……っ」

　隆哉は一人。

　車道と歩道を隔へだてるガードレールに座りこんで背を丸め、涙に濡ぬれた顔を両手に埋うずめ、声を殺して泣き続けていた。

　この孤独を、この劣等感を、この恥ずかしさを、どうやって一人の胸にしまっておけばいいのかもはやわからない。わからなくて、泣いている。

　愛可の部屋を出て、仕方がないから実家に帰ろうと思ったのだ。しかし電車も終わってしまっていて、愛可の家がある町からひたすら歩くしかなかった。歩いて、歩いて──結局、今、自分がどこにいるのかもわからない。もはや疲れ果てて、これ以上は進めない。歩道の片隅で足を止めてそのまま隆哉は歩けなくなり、もう小一時間もこうしてガキのように泣いていた。

『かわいそうな隆哉。私がいなければ、隆哉はきっと壊こわれてしまう……』

　脳内に響ひびくＶＪの優しい声だけが、耳をくすぐる。

『だから早く式を挙げて、二人だけの世界に引きこもっていようと言ったではないか』

　うん。そうだったね……。

　改めて清せい楚そな花はな嫁よめ衣い裳しように身を包み、ＶＪ（最終回Ｖｅｒ．）は、グローブのレース越しに透ける左手の薬指にうっとりと目をやる。

『隆たか哉やがグズグズしているから、指輪は私が自分で用意しておいた。金のことなら気にするな。こう見えて私は軍属、給料はちゃんと皇国政府から頂ちよう戴だいしている』

　ＶＪの薬指に煌きらめく、一粒ダイヤリングと重ねづけしたプラチナリング──隆哉の正式なプロポーズを待たずに勝手に用意しておきながら、ちゃっかりエンゲージリングまでしている、この脳内嫁よめの乙女おとめ心ごころよ……。

『さあ。左手を出せ、隆哉。結婚指輪を嵌はめてやる。そして誓おう、優しい永遠を。誰だれにももはや踏ふみ込ませはしない。完全なる、絶対の、二人だけの世界を生きるのだ』

「……ＶＪ……」

　リアルな人間にはあるまじき、虹にじ色いろを秘めた碧みどり水すい晶しように輝かがやくＶＪの瞳ひとみが、妖あやしい熱狂を帯びて揺れる。

『隆哉のことは私が守る。隆哉はだから、ただ、私だけを見つめていればいい。私だけを欲し、私だけに満たされ、他のことは皆忘れろ。日常の瑣さ末まつなどただの作業だ。そんなもんは淡々とこなして、心はこっちに置いておけ。傷つけられず、誰にも触ふれさせず、ただ安全に取っておけ。寿命が尽きるそのときまで、私がそれを守ってやるから』

　左手をむんずと摑つかみ──本当に、誰かに強く引っつかまれているような気がして、隆哉はびくっと顔を上げた。

　もちろんすべては脳内劇場。

　でも妙に現実味をもったＶＪの手が、薬指にリングを嵌めさせようとしている。気がする。……どうした、ＶＪ。ついに具現化してしまったのか。というか、どうした俺。ついにそこまで本格的に頭がおかしくなりつつあるのか。

「……っ……」

『なにを抵抗している』

　淡いヴェールを長く垂らし、花嫁はぐいぐい迫ってくる。逆反りに引っ摑まれた隆哉の薬指に、ついにリングが引っかかる。しかし第一関節の寸前で焦じらしプレイ、

『──それとも、三次元にまだなにか、未練があるとか？』

　ＶＪは指輪を通さないまま、にいっ、と唇くちびるの両端を引き上げてみせる。左の瞳は気がつけば、アメジストの光を宿し始めている。まずい。このままでは狂乱のビーストモードが発動してしまう。そうなればこの世界は、次元を超越して出現したこの戦姫に破は壊かいされてしまう。

「……未練なんか、あるわけがない……。なにも思い通りになんかならないんだ。俺にはもう、望みなんて、一つも残ってはいないさ……！」

　だからＶＪ、冷静になってくれ！　くっ、なんとなればこの俺が人知れずわが身を呈して盾たてとなって、この世界を救うしか！　願うように隆哉は脳内嫁の瞳を覗のぞき込むが、

『では、問おう。──おまえの思い通りの世界とは、どんななのだ？』

「……え……？」

　改まってのその問いかけは、不意打ちだった。

　隆たか哉やの頭が真っ白になる。

　思い通りの、世界……？

「そりゃ……そんなの……」

　たとえば。

　生まれつき長身のイケメンで。もちろん親は上品な金持ちで。勉強なんてしなくても抜きん出て賢く、帰国子女なので苦労せずに英語もペラペラで、友達にも恵まれ、もちろんモテモテで、スポーツの才能もあって。

　しかしあまりにも恵まれすぎている俺は周囲の奴やつらには神的存在としか見てもらえずそれ故ゆえにちょっと距きよ離りを置かれていて俺はそんな俺自身を「あんまり他人には好かれないタイプの平凡なヤツ」などと思っているのだがある日突然そんな俺の目の前に空から気の強い美少女が降って来てその子は碧みどり水すい晶しようの瞳ひとみをしたプラチナロングヘアの神聖にして高貴ででも天然なところがあるまあ要するにＶＪだ！　あーＶＪっ！　好きだーＶＪ！　うおぉまだまだ行くぞ先に行くぞみんなついてこいっ、おら行くぞっ、俺はそんなこんなで異世界の戦せん闘とうに巻き込まれてしまうのだが意外にも秘められた能力が爆発して俺はとんでもなくかっこいい感じで命を賭かけて戦う最高の騎き士しであり運命の花はな嫁よめとついに結ばれしこのウエディングベルが高らかに鳴り響ひびく聖なる夜に現実の世界ではひとりぼっちで居る場所もなく路上で気持ち悪く泣いているっ！

　それがっ！

　俺っ！

　──うわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～っ！

「ちっ……違う……っ！」

　違うんだ、違うんだ、違うんだよ……ＶＪ……！　そうじゃないんだ！　違う違う、そうじゃ、そうじゃない……！　別になにかの歌詞ってわけでもない……！

　そこまで丸ごと、自分をどうにかしようなんて本気で思っているわけではない。配られたカードをこんなにもテーブルごと全とっかえしようなんて、それができるなんて思ったことはない。創作の、エンターテイメントの、妄もう想そうの脳内のお楽しみだ。そういうのが好き、そういうのが趣しゆ味みというだけ。

　本当の望みは、もっと小さな、シンプルなことだ。

　今ある自分のままで、この人生のままでいいから、あんなタイミングで火事になどなって欲しくなかった。原稿を失ってしまいたくなかった。

　原稿を失ってしまってショックな気持ちを愛あい可かには理解してほしかった。慰なぐさめてほしかった。甘やかしてほしかった。戦友と、そう思ってくれているのを知れたのは嬉うれしい。でも、そう言われてもすぐには立ち直れそうにない自分が不ふ甲が斐いなくて許せない。愛可にがっかりされてしまうだろう今後の自分が受け入れられない。

　……舞まいに、子供ができたのも、嫌いやだった。そうだ。嫌なのだ。自分は、姉の幸福を素直に喜んで上げられない。……結婚するのも嫌だ。というか、キングが嫌だ。ずっと前から嫌だった。舞が男に惚ほれているのがそもそも嫌だ。家から出て行ってしまったのもいまだに全然許せない。成長してしまったのも認められない。ヤンキーになりやがって。最低だ。なんでそうなるのだ。

　この手を引っ張って、自分を守ると約束してくれた、あの頃ころのままの少女の舞でいてほしかった。永遠に。あのおねえちゃんにここに、ぼくのところに、いてほしかった。

　どろっ、どろっ、と、鼻水にあわせ、新たに濃厚な涙が顔を伝う。

　アホか、俺は。

　つまり変態の、ロリシスコンだったのか。

「……ＶＪが言う『優しい永遠』って、要するに、それだよなあ……」

　小さな弟のままでいられる自分。自分を守ってくれる少女。手を繫つないで走っていく真夏。現実のあらゆる不都合を見る必要もなく、傷つくこともなしに、二人は永遠の空の下──

『隆たか哉や。それでもおまえは、いつか出会うのだぞ。おまえはその永遠に優しい世界を、ちゃんと選択できるかな』

「出会う？　……誰だれに？　ＶＪに？」

『……まだわからないのか。そこに、すでに私はいるだろう。隆哉。おまえを守る少女は、とっくにそこにいる。おまえが生まれる前からな。おまえがこれから出会うのは……』

　ぐんぐん走っていく夏の草むら。

　ずっとずっと続くはずの青空。

　すりむいた膝ひざ小こ僧ぞうを風に晒さらして交差点を走り抜けて、やがてこの夏が過ぎて、身体からだは育って、制服に詰め込まれて、そして公園の片隅に、静かに微笑ほほえむ白い顔を見つけた。




　せんぱい。くるまのりたいです。




「……う、あぁ……っ！」

　秋あきちゃん。

　君か。

　隆哉の目の前から、ＶＪのビジョンが搔かき消えた。

　そこにあるのは、ただの現実。現実の夜が、静かに、黒々と湿気ている。深夜も深夜、人通りはない。時折タクシーやトラックが車道を飛ばしていくばかり。

　ガードレールに座り込んだまま、隆哉はうっそりと涙に濡ぬれた顔を上げる。尻しりポケットからiPhoneを取り出す。望んだことを、もう一つ思い出す。原稿を賞に応募したら、秋をドライブに誘さそいたかった。……時間を巻き戻したかった。火事の前の時点に、ではなくて、中学を卒業したあの日に戻りたかった。あれを、やり直したかった。

　秋あきがプレゼントを渡しに来てくれて、反応の薄うすい自分に困ったみたいに俯うつむいてしまって、向かい合ったまま無言になったあの数秒間。

　現実の自分は、目の前の秋の白い顔を冷たく見やっただけだった。拗ねじれてしまった思春期の感性が、そんな場面を耐え抜くことなどできなかったのだ。

　ありがとう、と笑えていたら、なにもかもが違っていたと隆たか哉やは思う。君はあまりにもかわいくなってしまって、緊きん張ちようしてしまって、前のようには話せなくてごめんと。君を、意識しているのだと。そう伝えられていたら、その後二人の関係は……いや、そういうことじゃなくて。それよりもだ。

　秋は、今の秋とは違う女の子になれていたのではないだろうか。

　あんなに無防備に、危険な夜を、危険ともわかっていないような顔つきで一人で渡り歩くような少女にはならずにすんでたのではないだろうか。

　そして、多分、避さけられた傷も、受けなくて済んだ傷も、あったはずだ。

　──自分などが彼女を変えられたはずだなんて、そんな影えい響きよう力りよくがあると思っているなんて、自意識過か剰じようで痛すぎるだろうか。秋本人が聞いたら爆笑モノの勘かん違ちがいだろうか。でも、そう思うのだ。

　今夜も秋は、つまらなそうな顔をして、適当な男の傍かたわらで携帯を弄いじくっているのかもしれない。……あの、ぬめぬめのアルファロメオ。あれに乗っているのかもしれない。助手席の女の子は、本当に秋だったのかもしれない。車に乗ってドライブに行きたいけど、隆哉先輩は誘さそってくれない。だから他の男と行こう。それが、あの夜だったのかもしれない。

　いくら願っても、現実には、時間を巻き戻すことなどできない。どの時点にもだ。

「……なにもかも、俺は、遅いんだよ……」

　息を吐はいて、背を丸めた。今いま更さらできることなど、多分なにもなかった。でも、と思う。

　なにも得られなかったとして、失うものもない。元より、この手に摑つかんでいるものなど一つもなかったではないか。

　iPhoneにそっと指先で触ふれる。迷いながらも、たった一筋のか細い糸にすがるみたいに。

　メールを、一つ、送信した。

　今なにしてる？　と、女々しいひと言を、それだけ。返事がなくてもいいのだ。ただ、隆哉はそうしたかった。ままならない現実に泣いたこの夜に、一つだけでいいから、自分の思いを行動にしてみたかった。

　感傷的になりすぎて涙に酔よったようになり、隆哉はそんな自分をさすがに恥じた。目元を拭ぬぐって、ポケットにiPhoneを突っ込もうとした。

　返信が来たのは、そのときだった。

〈秋の母です。秋がどこにいるかわかりませんか？　おとといから秋を探しています〉

　秋のメールアドレスから送られてきたメッセージは、短かった。







　　　　＊＊＊







　秋あきが携帯も自宅に置きっぱなしにしたまま、姿を消した。

「外泊ぐらいならするだろうが、携帯持っていかねえってのは絶対におかしい」

　そう言って、舞まいは宙の一点を睨にらむように視線を止めて、意外なほど静かに唇くちびるを閉じた。キングはソファに座ったまま、ひっきりなしに携帯でどこかに連絡を取り続けている。

「……赤の、アルファロメオだ」

　隆たか哉やの言葉に、舞の目が細められる。

「やっぱりあれは秋ちゃんだったんだ。ナンバーとかはわからない。でも俺、あの火事の晩によく似た子を見た。うちの近所の交差点を、信号無視でぶっちぎっていった」

「アルファロメオ。……ふーん」

　秋の母親と電話が繫つながって異変を知り、隆哉は真っ先に舞に連絡を入れた。妊にん婦ぷにこんな時間に、などと頭を掠かすめはしたが、秋は舞のかわいがっている後輩。妹分だ。知らせずにいることは隆哉にはできなかった。

　とにかくとっとと戻ってこい、と姉に言われて、迷うことなくタクシーに飛び乗った。十五分ほどでアパートに戻ると、舞とキングはラフな服装で、リビングに座って隆哉を待っていた。続けて見知らぬ若い男が四人ほどやって来て、今は静かにキングの後ろで佇たたずんでいる。

　舞も、キングも、隆哉の知らない男たちも、こんな事態に異様なほどに落ち着いた様子でいるように見えた。警察に、という隆哉の提案も、「大おお事ごとにするにはまだ早い」と一いつ蹴しゆうされた。一番慌あわてているのが隆哉だった。

　しかし、この冷たい殺気──。

　汗の臭においや体臭、体温、そういう人間なら当然に持っている「ぬくもり」が、彼らからは一切しない。舞もキングも、さっきまではこうではなかった。足が臭くさかったり、水虫を患わずらっていたりして当たり前の、普通の若いカップルだった。

　今、部屋を圧しているのは、隆哉以外の連中から凄すさまじく立ち昇る、薄うす青あおくさえ感じられる冷れい酷こくさ。機械みたいな、刃物みたいな、金属質の生臭さ。

　舞が最も悪かった頃ころのことを、悪夢のように隆哉は思い出していた。そうだ、仕事を始めて丸くなったのはキングだけではない。かつての舞は喧けん嘩かに明け暮れ、血を流し、獣けものみたいに毛を逆立てて、目だけをこんなふうに無機質に光らせていた。香水をつけていたわけでもないのに、なぜか人間の臭いがまったくしなかった。青臭い、生臭い、冷たい金臭さを舞は全身から漂わせていた。

　隆たか哉やにはわからない、それは暴力の臭においだったのかもしれない。

　そして今また、舞まいはそれを濃厚に纏まとっている。

「ま、舞ちゃん……」

「あ」

「……なんか、怖いよ……」

　ポケットに両手を突っ込んだまま、隆哉の言葉に舞は笑うでもなく唇くちびるを歪ゆがめてみせる。

「……秋あきがどこにいるか、だいたい察しがつくんだよ。この辺でアルファロメオ乗り回してる秋の知り合いっていったら、一人しかいねえ。前から秋にしつこく言い寄ってる、変な野郎だ。大方、適当なこと言われて玄関先から連れ出されたんだろうよ。家に帰れないように捕まってんだろうな」

　捕まって──ぞくりと隆哉の背中を悪お寒かんと恐怖が舐なめ上げる。噓うそだろう。だめだそんなの。高校生の女の子が、捕まって、家に帰れないでいるなんて。これは現実なんだぞ。だめだ。あの車に乗っていたのはやっぱり秋で、あのまま連れて行かれてしまったなんて。だめだ。だめだ。それはだめだ。

　急に事態は現実味を増して、隆哉の足が震ふるえ出す。時間は巻き戻せない。ああでも、あの火事がなければ隆哉がドライブに連れ出してそんな危険な目に遭あうことなど……いや、違うか。火事が起きたとき、秋はすでにあの男の車に乗っていたのだから、間に合ってはいなかった。火事のせいではなくて、自分がグズなせいだ。

　バカが、と、これは秋のことだろう。吐はき出すように呟つぶやいて、舞の眼まな差ざしが一層静かに平に凪なぐ。

「舞よぉ」

　キングが声をかけてきて、携帯の画面を舞に見せた。

「……おお。ちけえ」

「んじゃあ、速攻だな」

「だよなあ」

　獣けものじみたしなやかな身のこなしで、キングが音もなくソファから立ち上がる。男たちも動き出す。舞はリビングの一角、掃除機が入っているクロゼットを開き、妙に黒々と使い込まれてへこんでもいる、金属バットを摑つかみ出す。

　当然のようにひょいっとそれを肩に担かつごうとして、しかし、

「俺らで行ってくるし、秋はちゃんと連れて帰るから。舞はここで待ってて」

　キングがそれをそっと押しとどめる。あ？　と舞が無表情のままキングの顔を見上げる。

「秋は、あたしの妹みたいなもんだ。このあたしが行かないでどうすんだよ」

「いや、でもさあ」

「あの子はあたしが守るってことになってんだ。つまりこれはあたしに売られたケンカだよな。……あの野郎、愛車とお揃そろいでぼっこぼこに仕上げてやんよ」

「舞まい……」

　困ったような顔になるキングの傍かたわら、

「……舞ちゃん、舞ちゃんには今、守るべきものが他にあるだろ。守るべき子がいるだろ。その子は、舞ちゃんにしか守れないんだよ」

「隆たか哉や？」

　びびりまくってブルブル震ふるえる、痛いほどに冷えた手を、恥ずかしげもなく隆哉は姉の方へと伸ばした。舞の手から金属バットを摑つかみ取る。ずしりと重い、冷たい感触。

　自分が、こんなモノを誰だれかの身体からだに振り下ろせるなんて到底思えない。たとえこの身を守るためであっても、そんなことはできそうにない。だからそれはクロゼットの奥にしまい直して扉を閉じてしまう。舞が扉にまた手を伸ばすのを、身体で割り込んで押しとどめる。

「隆哉」

「やだ」

「やだ、じゃねえ。すっこんどけ。てめえの出る幕じゃねえんだよ」

「……いやだ。やめない。舞ちゃんのかわりに俺が行く。あれは、危ないから置いて行く。でも秋あきちゃんは、絶対に助ける。俺には、その、責任がある。……あるって、自分で思うんだ。俺はその説をとりたいんだ」

　おまえ、と舞がわずかに薄うすい眉まゆを顰ひそめる。どう思われたっていい。バカだ、アホだ、とんだ勘かん違ちがい野郎だ、それでもいい。どんな流血の事態に巻き込まれたって、ケガをしたっていい。

「俺は、ほんっっっ……とうに、グズだった。いつだって、間に合わない。取り返しのつかないことになってから、事態を理解する。……でももう、いやなんだ！　俺には取り返したいものがある！　どうしても、取り返したいんだよ！　諦あきらめたくない！　秋ちゃんが困っているなら助けたい！　秋ちゃんが苦しんでいるならなんとかしてやりたいんだ！　お呼びじゃなくたって、俺はそうしたいんだ！　俺は、俺は怖いけど、でも、でも、絶対、秋ちゃんを、」

「隆哉、隆哉！」

「隆哉っ！」

「ぁんだよ!?」

　舞とキングが揃って鼻の辺りを指差して見せているのに気がつく。自分の手で鼻の下を擦こすってみると、べっとりと赤いものがついた。誰にも触さわらせもしないのに、隆哉は早くも一人、勝手に鼻血を噴き出しているのだ。

　一いつ瞬しゆんくらっと気が萎なえかけるが──この程度の血がなんぼのもんじゃい！　行くぜ、ビーストモード！

（見ててくれ、ＶＪ……）

　ティッシュを丸めて、ぐいっと思いっきり鼻の穴に詰める。

（……俺の瞳ひとみは、紫に燃えているか？）










　舞まいを部屋に残して、隆たか哉やはキングと男たちとともに深夜の町へ出た。

　ひたすら、徒歩。

　ひたひたと歩いていくその路地、その交差点、驚おどろくべきことが起こる。細い支流が本流になだれ込むように、若い連中がそこここから湧わいてきて、キングの後をついてくるのだ。最初は六人連れだったのが、十分もしないうちに数十人……気がつけば隆哉には把は握あくもしきれない大所帯になっている。

「いまどきは、不良もＳＮＳの時代なんだよね。呟つぶやいておくと、みんなこうやって集まってきてくれる」

　隆哉に携帯を見せて、どこかすっとぼけたようにキングが言う。本当は、凄すごめば凄める男なのだと知っている。今はぶるぶる震ふるえて鼻血まで自動的に垂らしている隆哉がびびり過ぎないように、優しい物腰を保ってくれているのだとわかる。

　見るからにケンカ慣れしていそうな奴やつらが、一言も発さずに、ただキングの背中を追って静かに行進を続けているのだ。ツイート一つで付き従って来るのだ。キングがかつて、どうやって彼らを束ねてきたか、隆哉にもはっきりと理解できた。

「まあこれは、ただたまたまウォーキングで行きあった人々だけどね」

　バットも置いてきたし。みんな、ただそれぞれ夜のお散歩をしてるだけのことだし。キングの言葉に、不意に凶器準備集合罪、なんて不ふ穏おんな刑法の規定の構成要件が頭をよぎる。うん、やっぱり危ないものは置いてきてよかった。

「怖い？」

　義理の兄になる人に、隆哉は素直に頷うなずいてみせる。その顎あごも震えている。そもそも考えてみれば、自分は今まで、他人とまともに口げんかすらしたことがないのだ。

「うん、まあ、危ないことはしないから大だい丈じよう夫ぶ。とりあえず、こう、ボリュームで押し出し、みたいな感じでいこうと」

「……」

　返事もできない隆哉に、キングは声をかけ続けてくれていた。

　秋あきが好きなんだなあ。いいと思うよ。俺は応援するよ。舞がなんて言うかはわからないけど。秋には隆哉みたいな男が本当は似合うと思うよ。

　──キングは、ただのひと言も、帰れとは言わなかった。明らかに見た目からして戦力外のこのオタク野郎を、哀かなしいほどにぶるぶると震え上がって早くも醜しゆう態たいを晒さらしている自分などを、傍かたわらに置き続けてくれた。

　これが、隆たか哉やの戦いだと認めてくれているのだ。隆哉が死ぬ気で秋あきを奪だつ還かんするための戦場に赴おもむくのだと理解してくれている。

「隆哉は、とにかく秋を見つけるんだぞ」

「……」

「俺らが雪な崩だれ込んだら、場が荒れるかもしれない。ぐっちゃぐちゃになるかも。もしそうなっても、隆哉はちゃんとクールでいて、秋を抱えて、すぐその場から離はなれる。できる？」

　必死に頷うなずく。

「そしたら後は俺らが始末するし。女の子を連れ出して家にも帰さないなんて、それはちょっと見逃せないし」

　始末ってどんなふうに──だとかは、多分聞かないほうがいいのだろう。夜の街をあとは無言で歩きながら、たまたま行きあったウォーキングの集団は、目的地である男の家を目指す。

　生まれて初めての修しゆ羅ら場ばだった。

　震ふるえる身体からだは止められないまま、しかし逃げ帰る気など毛頭ない。立ち向かわなければならない。どんなに無ぶ様ざまなことになろうと、絶対に秋を連れて帰る。

　間に合わなかった～、なんて嘆いているこの瞬しゆん間かんにも、手を伸ばすことはできるのだ。一センチでも、一ミリでも。

　やがて静かな河か川せん敷しきに出て、一向は川べりの歩道を進む。もうすぐだよ、とキングが言う。

　眼鏡を外して、尻しりポケットに突っ込んだ。いきなり視界は危うくなるが、落としたり、最悪殴なぐられたりして顔の上で割られるよりはいい。

　と、

「ん？　……あれ!?」

「なに？」

　ほら！　あれ！　ほらほらほら！　とキングの分厚い手の平が背中をバンバンぶっ叩たたく。ほらあれ見て！　と。

「え、ちょっと待って、眼鏡がないと俺なんにも見えなくて……」

　外したばかりの眼鏡を再びかけて、隆哉は、

「……っ」

　息を飲んだ。

　月明かりの下、夏草が揺れる河川敷の歩道を、白く発光するものが向こうからぽわぽわと近づいてくる。

　一人で、秋が歩いてくるのだ。

「秋っ！　どーしたんだよおまえはー！」

　真っ先に駆け寄ったのはキングだった。隆哉の身体は、動かない。まだ動けない。

　立ち竦すくんだまま、月光に照らされた小さな影の輪りん郭かくを見つめて息もできない。

「……うふふ」

　なんかいっぱい、と秋あきが呟つぶやくのが隆たか哉やの目にも見えた。いっぱい人間がいる、という意味だろうか。

　肩を晒さらしたフリルつきのタンクトップに、腰こし穿ばきのデニム。サンダル。手にはなにも持たず、胸の下まで髪を垂らして、

「もしかして、隆哉先輩？　……まじ、隆哉先輩だ。うける」

　どこにもケガはしていないようだった。動物の仔このように頰ほおを膨ふくらませて秋は笑う。その顔を覗のぞき込んで、さすがのキングも声を大きくした。

「笑ってる場合じゃねえぞ!?　今、俺ら、秋が監禁されてんじゃねえかって様子見に行くとこだったんだぞ!?」

「あー、そうなんですよお」

　さらっと髪を揺らし、秋はこんな事態にすらもう飽きてしまったのだろうか。くりくり光る大きな瞳ひとみ、その視線を頭上の闇やみに放り上げる。

「なんか、もう帰さないとか言われて。暴力とか、そーゆーのはないです。でも、あれ、あるじゃないですか……なに？　あの……ツイッター？　あれ見てて、急になんか、やべえ、とか言い出して。帰っていいよって言われて、それで」

　薄うすい肩。

「……それで、なん、ですけど……ね」

　ふっと止やむ、声。

　なんなんだもう。なんだこれは。

「……でもなんで隆哉先輩がいるわけ……？」

　左右にふらふら首を揺らしながら、秋がそう言う。その目と不意にまっすぐ視線があって、瞬しゆん間かん、

「秋ちゃんが、心配だからに、決まってんだろっ!?」

　隆哉は声を裏返して叫んでいた。

　なにが、なんでだ。秋がわからない。なにを言ってるんだこの子は。こんなに危険な目にあって、それで一人フラフラと戻ってきて、うふふってなんだよ。うけるって。

「ぜんっ……ぜん！　笑えねえよ……っ！」

　頭を抱えて座り込んだその拍子、鼻に詰めていた鼻血止めのティッシュの栓せんがギャグみたいにポン！　と左右二つ同時、吹っ飛んだ。赤く染まった紙玉が草むらにコロコロ転がっていく。それでもやっぱり笑えない。隆哉は、そのまま地面に膝ひざをついてへたりこんだ。今夜はもう、何度、どれだけ泣いたかわからない。どれだけ泣けばいいんだ。どうすればこの心は楽になれる。

　ずっと、ずーっと、この胸は苦しいままだ。

「……なにをやってんだよ!?　ほんっとに……！　なあ！　もう……っ！　勘かん弁べん、してくれよぉ！」

　嗄かれることを知らない涙が、またこんなにもみっともなく、ぐしゃぐしゃに歪ゆがんだ鼻血面づらに筋を描いて流れ落ちる。喉のどから引き絞られたように泣き声が漏もれて、隆たか哉やは地面に両手もついた。まるで土ど下げ座ざするみたいな体勢で、見知らぬ不良たちに取り囲まれたまま、子供のように泣きじゃくることしかできなかった。

　怖かったのと、緊きん張ちようと、秋あきが無事でいるのと、その舐なめた態度と、もうあらゆる感情が堰せきを切ったように溢あふれ出て、このまま気が狂ってしまうのではないかとすら思う。

「……せんぱーい……？」

「せんぱーい、じゃねえんだよバカ！」

　歩み寄ろうとしてくる秋に、嚙かみ付く犬みたいに喚わめき散らす。びくっ、と真っ白な肩が震ふるえて、秋のサンダルも動きを止める。

「ずっとずっとずっとずっと！　ずっと、秋ちゃんのことが心配だったんだよ！　秋ちゃんがどこかで傷ついてるんじゃないか、そう思うと俺は怖くて、もう堪たまらないんだよ！　な、なんで、なんでこんなに、心配させるんだよ!?　え!?　俺が勝手に心配してるだけ!?　あーそうかよ！　悪かったなあ！　でも心配なんだからしょうがねえだろぉ！」

「……」

「俺の見てないところで、傷ついたり、しないでくれよっ！」

　顔を上げて、両手で泣き顔を覆おおうことすら忘れていた。

「頼たのむから、こんな目に遭あわされたりしないでくれよ……っ！　俺の目の届かないところで生きてないでくれよぉぉぉ！」

　大絶叫の大号泣。遣やるべない両手で地面を叩たたき、隆たか哉やは涙に溶けた鼻血を喉のどまで垂らしながら声を嗄からして叫んだ。

「た、助けが、ほんとに、間に合わないことだって、あるんだぞっ!?　こんなの、二度と、もういやだ……っ！　秋あきちゃんは一生、俺の目の届くところにいろ！　俺が守るから！　なんもできねえって思うかもしんねえけど必死にやるから！　なんでもするから！　秋ちゃんを守るためになら俺はどんなに恥をかいても汚れても傷ついてもいいから……っ！　なんならもういい、俺と結婚、してくれよおぉぉ！」

「……ふふ……っ」

　這はいつくばった隆哉の前に、秋が歩いてやってくる。

「先輩……付き合ってもいないのに、すごい。結婚だって。秋と……結婚したいんだ」

[image: ]

　瘦やせた身体からだでコンパクトにしゃがみこんで、甘ったるい笑い声を立てる。あはは、あははは、うける、超笑える。

「先輩は、いっつも遅くて、なんにも間に合わないくせに、こんなときだけ先走りって」

　あははははは……震ふるえるようだったその笑い声が、

「は……」

　不意に甲かん高だかくひっくり返った。そのまま、ひー、と尾を引くような泣き声に反転する。

「……怖かったよぉ……」

　顔を上げた隆哉の鼻先で、秋は自分の膝ひざ小こ僧ぞうに顔を埋うずめて低い声でひと言、呻うめいた。髪が、その細い肩を覆うように零こぼれ落ちる。血と涙に濡ぬれた隆哉の手が、髪ごと肩を引き寄せる。

　震える身体からだは壊こわれる寸前で抱き止められたのだと信じたかった。汗に湿った華きや奢しやな背中が引きつけるように何度も跳ねて、秋の声も震え続けた。

「……ずっと、助けを……誰だれかが、秋をここから助けてくれるのを、待ってた……！」







　傍はた目めには、河か川せん敷しきで不良集団に取り囲まれて泣きながら抱き合って土ど下げ座ざするカップル──みたいになったその夜。

　隆哉の鼻血以外には、血は流されなかった。







　　　　＊＊＊







　派手なことはしねえ、こんな状況だし、金もねえし、ただまあ久しぶりに会いたい友達もいるし、顔合わせもしたいからとりま形だけ──などと殊勝なことを言っていたわりには、

「……結構すごいことになってんじゃんかよ……」

　壁一面を飾り立てる、もわっもわの豹ひよう柄がらファー。連続する細かな模様に、目がどうにかなりそうだった。これだけでも十分に派手だと隆たか哉やは思うが、店自体もそこそこ広くて、客も数十人はいる。

　舞まいとキングの馴な染じみの飲み屋を貸切にして、今こ宵よい、ささやかながらも結婚パーティが執り行われていた。

　猿さる渡わたり家佐さ藤とう家の両親ももちろん出席しての、ヤンキー色満載の宴うたげは今まさにたけなわ。演えん壇だんでは舞の友人一同が、揃そろいの花おい魁らん姿（なぜだ）で浜はま崎さきあゆみをメドレーで歌い、踊り狂う。純白の花はな嫁よめ衣い裳しようの舞も涙を流して、チャイナ服（なぜだ）の女友達と肩を組み、うっとりとあゆの世界に酔よい痴しれている。微妙に気の毒なのはキングで、花嫁の分まで祝杯を連続で受け続け、真っ赤な顔でさっきからもうフラフラと、足元も定かではない。

「おっ、鼻血の隆哉くん！　おめでとー！」

「あ、どうも！　その節は……！」

　イエーイ！　と派手なスーツで金髪モヒカンのグループが大おお騒さわぎしつつ接近してくる。あの集団ウォーキングの夜の、お散歩仲間にもいた皆さんだった。あの夜はあんなに冴さえ冴ざえと冷たく思えた彼らも、今夜はただのご機き嫌げんな酔っ払いにしか見えない。

　キングが受け切れなかった杯さかずきは、もしかして義弟のところに来るのだろうか。顔見知りになってしまった強こわ面もての方々にビールをどんどん注がれ、隆哉は内心「ひええ……」と竦すくむ。

　作り笑いでなんとかビールに口をつける振り、酔っ払いすぎの皆さんには飲んでいるかどうかなんてわからない。さりげなくそのまま壁かべ際ぎわを移動して、しばらく両親たちのテーブルにでも隠れていようかと思う。

　その視線の先に、薄うすい緑の羽は衣ごろもを見つけた。

　羽衣としかいいようのない、透ける……あれはなんなのだろう。スカーフ、なのだろうか。とにかくそういったものを肩にかけ、髪をくるくるにカールさせて、秋あきがそこに立っていた。

　妙にテカテカする素材の袖そでなしワンピースといい、その羽衣といい、髪につけられてしまったキャラに合わないおリボンといい、多分、本人的にはまったくいけていない状態。しかし高校生が制服以外のスタイルでこういうパーティに出るとなれば、これぐらいが現実的な路線なのかもしれない。

「せんぱーい」

　隆たか哉やに気がついて、ぶすーっと秋あきはかわいい顔をふくらませて見せた。

「ブーケ、欲しかったらおまえも参戦しなって言われちゃいましたよぉ」

「ズルさせてくれないって？」

　うん、と頷うなずく、小さな丸い輪りん郭かく。秋はどうしても花はな嫁よめのブーケが欲しくて、舞まいに直接頼たのみに行ったもののすげなく断られたようだ。

「しかも九時前には帰れって。もうすぐ試験あるだろって。ひどすぎませんか？　舞先輩、自分は試験なんてまともに受けたこともないくせに」

「舞ちゃん、いまやすっかり母ちゃんモードだからね」

「ていうか」

　ふふ、と含み笑い。上目遣いで隆哉を見て、秋は薄うすい唇くちびるを尖とがらせる。

「試験勉強ちゃんとするんで、また、ファミレスついていってもいいですか？　次はいつ行くんですか？　もしかして今日も？」

「今日はさすがに行かないけど、明日は行くよ。四限まで講義があるから、んーと、六時にはいると思う」

「じゃあ秋も六時に行く！」

　ぴょこ！　っと跳ねるみたいなその仕草に、隆哉も笑い返さずにはいられなかった。動物か、こいつは。

「えっと……俺、ずっとパソコン叩たたいてるけど、勉強の邪じや魔まにならない？」

「大だい丈じよう夫ぶですよぉ」

　秋は無邪気に笑って、軽く俯うつむき、羽は衣ごろもの結び目を指先でくりくりといじりだす。伏せた目ま蓋ぶたが綺き麗れいな丸みを帯びていることに、隆哉はすこし前から気づいていた。

「でも退屈だろ？」

　ずっと小説を書き続けているだけの自分と一いつ緒しよにいても、なにもおもしろいことなどないだろうと思うのだが、

「別に、いい」

「……ほんとに？　退屈でいいの？」

　隆哉の問いかけに、秋は「ふふん！」と急に強気な鼻声で笑い、整った顔を上げる。

「まあ、本当に退屈になって、耐えられないかも、って思ったら……そのときは、秋、適当にしますし」

「て、適当に、ってなに？」

「て・き・と～、ってことです。適当の中身なんて、決まってないからてきと～っていうんですよ」

　羽衣をかけた肩をすくめてややブラックに笑うその姿に、

「……秋あきちゃんて、ほんとに、ほん……っっっとにさ、」

「なんですか？」

「……三次元、だよなあ……。これから秋ちゃんのこと、三次元ちゃんって呼んでもいい？」

「なにそれ。だめです」

　そのとき奥のテーブルから、立ち上がった着物姿の母親が「隆たか哉や！」と手招くのが見えた。両家の親チームとキングと舞まいが、並んで立って顔を寄せている。家族で写真を撮るらしい。慌あわてて秋に手を上げて「また後で！」と告げ、隆哉はそちらへ走っていく。

　おせえんだよ！　と舞に一発どつかれた。その隣となりでキングは酒臭く仕上がり、前後にグラグラ揺れている。親父と母親の間に挟まって、猿さる渡わたり家の皆さんに軽く頭を下げて会え釈しやく。

　プロのカメラマンの「それじゃ撮りまーす！」の掛け声に、一同揃そろって笑顔になる。甥おいか姪めいが生まれたら、必ず見せたい良い一枚になるはずだ。

　カメラマンさんに頼たのめば秋とも撮ってもらえるのかな、と隆哉は思った。この日、この瞬しゆん間かん、現実を生きて、過ぎ行く時の中でしかし確かに笑っている自分と彼女を、記念に残したかった。大事にとっておきたかった。

　幸せだからだ。

　隆哉は、幸せだった。相変わらず未来は不確かで、配られたカードでごまかしごまかし、この微妙な現実を渡っていくしかない。それでも今は笑っている。この現実を生きて在ることを、幸せを感じられる今の自分を、自分は認める。

『……しかし隆哉。私たちの戦いはまだ続く。これからなのだぞ、すべては』

　もちろんだよ、ＶＪ。わかっている。

『おまえは私たちの世界を閉ざしてしまいはしなかった。そのせいで敵は尽きないだろう。多くの傷も負うだろう。私はおまえを永遠に守ってやろうとしたのに……まったく仕方がない奴やつだ。でも忘れるな。戦うことを選んだのは、隆哉、おまえ自身なのだ』

　魂たましいは、すでに戦場へ舞い戻った。

　過か酷こくな自己否定と自己肯定の繰くり返しをまた一人、キーボードに躍おどらせた指で形づくっていくばかりの日々だ。猫背で紡つむぐ、作り事の、かりそめの現実。佐さ藤とう隆哉の思考の世界。でもこれも現実なのだ。噓うそではない。まやかしでもない。本物の、現実の、魂の在あり処かなのだ。

　これも、生きる。

『そうだ。生きろ。……生きるぞ、私も。おまえとともに、なにがあっても生き続ける』

　──生き残ってみせる。

　フラッシュが焚たかれた一瞬、真っ白な光に目が眩くらむ。なにも見えなくなって隆哉は一瞬戸惑うが、楽しげな歓声がそこここで弾はじけて、ちゃんと自分が「ここ」に、己の二本足で立っていることに気がついた。


おわり









　あとがき




　この二次元くんの外伝は、先々の予定があったわけでもなく、ただ「書くのが楽しいから！（自分が）」という理由で、電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥにて不定期に掲載していただいたものです。文庫として皆様のお手元にお届けできることになり、嬉うれしい気持ちと一人のりのり絶唱カラオケの背後にいつしか母ちゃんが立っていた……ような気持ちとが、ないまぜになっております。

　お手にとって下さった皆様、どうもありがとうございました！　心よりお礼申し上げます。二次元くんの世界をちょっとでも楽しんでいただけましたなら、それがなによりも幸いです。

　最後の一編「さらば二次元くん」の執筆に入ろうという頃ころ、私はピンチを迎えておりました。すでにスケジュールは厳しく、明日から一気にフルスピードで書いてしまわなければ！　という、まさにそんなタイミング。日課にしている寝る前のストレッチの最中、胸をぐっと反らす動作をすると、どうも喉のどが詰まる。小石かなにかを喉に押し付けられているような、ゴロゴロとした違和感がある。風か邪ぜかな？　と思いました。しかし風邪など引いている余裕は一秒もありません。うがいをして、念のために風邪薬も飲んで眠りに就きました。０時ごろです。

　その、五時間後。午前五時。くわっ……！　と、前まえ触ぶれなしにいきなり目が覚める私。

　喉が痛いんです。いや、痛いどころじゃない。いまだかつて味わったことのない、耐えられないほどの激痛。あまりの痛みに寝ていることもできなくて、闇やみ雲くもにのど飴あめを舐なめてみたり、うがいをしてみたり、でもなにをしてもマシにならないどころか、刺激でより苦しむばかり。やがて呼吸も苦しくなってきて、飴を舐めても唾だ液えきを飲み下すことができず、うがいをしようにも喉が詰まって「ガラガラガラ……」ができない。どんなひどいことになっているんだろう、と鏡で喉を見てみても、なにも見えません。ただ素人しろうと目めにも明らかなのは、喉が腫はれすぎて、扁へん桃とう腺せんの手前でもりっと左右と上から粘膜部が盛り上がり、物理的に気道を塞ふさぎかけているという事実……。え、これって、これって、病気とか以前に、普通に私、危なくない……？

　痛みと恐怖に悶もん絶ぜつしながら、朝一で耳じ鼻び咽いん喉こう科かの外来に飛び込みました。晴れて培ばい養ように回される私の喉の粘膜。その結果、溶よう連れん菌きんに感染して扁桃腺炎とリンパ節炎を発症していたことが判明しました。普通は子供がよくかかるという、世間ではわりと雑ざ魚こい菌……ていうか、私、それ、前にもかかったことがある。いい大人なのに、また、雑魚にやられてしまった……。その後、落ち着いて扁桃腺を見てみれば、完全に逝いっておりました。終わっておりました。世界にたった二つしかない、私の扁桃腺。てろっと燃え尽きた、哀かなしい白い屍しかばねになっておりました。

　結局一週間寝込んでしまい、やっと執筆を始めてからもさらに一週間抗生物質を飲み続けて、やっと治ったかな～と思った、発症から約一ヶ月の今日この頃。……再び菌に負けて喉が腫れ、抗生物質をどっさり飲んでおります。私の腸の常在菌、死滅しているんじゃないでしょうか。

　それでは皆様！　最後までお付き合いいただき、本当にありがとうございました！　そして駒こま都つえーじ先生、担当の湯ゆ浅あささま、今後とも引き続きよろしくお願いいたします。
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竹たけ宮みやゆゆこ

２月24日生まれ、東京都在住。一応これにて二次元くんの外伝は完結……な雰囲気なんですが、なんとなく我輩、未練が残っております。書ける機会がありましたらすかさずズボッといかせていただきますので、その際は三次元の皆様、よろしくお願いいたします。
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駒こま都つえーじ

神奈川在住の絵描きらしき人。近々画集らしき物も出していくみたいなので、興味わいた方は是非よろしくなのであります。
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